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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の

重要な遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体

的に語られるようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私

たちの重要な責務です。

ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進めら

れているところでありますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、

この事業に係わる一般国道9号(東伯中山道路)の改築に先立つ埋蔵文化

財の発掘調査を実施してきました。

そのうち、東伯町にある三林遺跡では、弥生時代から古墳時代にかけて

の集落跡、平安時代の墓域など、井図地頭遺跡では古墳時代の竪穴住居跡

など、この地域の歴史を解明するための重要な資料を確認することができ、

このたび、調査結果を報告書としてまとめることができました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵

文化財に対する理解がより深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者

の方々には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚

く御礼申し上げます。

平成16年 3月

財団法人 鳥取県教育文化財団

理事長有国博充



序文

一般国道9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延

長約691kmの幹線道路であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の

大動脈として、地域住民の生活と密着し大きな役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡泊村から米子市(鳥

取-島根県境)までの76.6kmを管轄しており、時代の要請に沿った各種の

道路整備事業を実施しているところです。

東伯中山道路は、東伯郡東伯町から西伯郡中山町にかけての、国道9号

の渋滞緩和、荒天時の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道

路確保、などを目的として計画された高規格幹線道路(自動車専用道路)

であり、鋭意事業に着手しているところです。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委

員会と協議を行い、文化財保護法第57条の 3の規定に基づき、鳥取県教

育委員会教育長に通知した結果、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行

うこととなりました。

平成15年度は、「中尾第1遺跡」、「井図地頭遺跡」、「三林遺跡」、「笠見

第 3遺跡」、「久蔵峰北遺跡」、「腹谷遺跡」、「岩本遺跡」、「八橋第8・9遺

跡」、「別所中峯遺跡」、「松谷中峰遺跡」、の10遺跡について財団法人鳥取

県教育文化財団と発掘調査の委託契約を締結し、同埋蔵文化財センターに

よって発掘調査が行われました。

本書は、上記の「三林遺跡」と「井図地頭遺跡」の調査成果をまとめた

ものです。この貴重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、

ならびに、教育及び学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、

国土交通省の道路事業が、文化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努力

していることをご理解いただければ幸いと存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで御尽

力いただいた財団法人鳥取県教育文化財団の関係者に対して、心から感謝

申し上げます。

平成16年 3月

国土交通省 倉吉河川国道事務所

所長矢田光夫



例 一一一一口

1.本書は、平成15年度に行った国土交通省一般国道9号(東伯中山道路)の改築に伴う埋蔵文化
さんばやし いずちがしら

財発掘調査事業として実施した、三林遺跡、井園地頭遺跡の調査報告書である。

2. 本報告書に記載した遺跡の所在地は以下のとおりである。
たこえしんみつばやし ながたひら

三林遺跡:東伯郡東伯町大字国越字新三林143・145・146・147-1・147-3、字長田平182-1・
せんいち

183、宇舛市184・184-1・185-1・185-2 
いずちがしら みほしもたきみねな

井図地頭遺跡:東伯郡東伯町大字国越宇井園地頭103-189・190・191、大字三保字下滝峯平ル

673・674・678・679

3. 本報告書で示す標高は、 3級基準点H10-3 -11 (X: -56，843.42 Y: -59，214.738 H 

=68.018m)を基点とする標高値を使用した。方位は公共座標北を示す。座標北に対し磁北は352

度55分7秒、真北はO度22分33.18秒東偏する。 X:、Y:の数値は世界測地系に準拠した公共座

標第V系の座標値である。

4. 本報告書に掲載の地形図は、国土地理院発行の 1/50，000地形図「赤碕Jr伯書浦安」、東伯町地

形図 1/5，000r新農業構造改善事業(東伯地区)No. 1 Jを使用した。

5.本報告にあたり、三林遺跡出土石製品の石材鑑定を鳥取大学名誉教授の赤木三郎氏に、三林遺跡

の現地指導を鳥取環境大学環境デザイン学科教授の浅川滋男氏に依頼した。

6. 三林遺跡の調査前・調査後航空写真撮影、調査前・調査後地形測量、自然科学分析、出土炭化材

の保存処理を業者に委託した。

7.本報告書の執筆は、家塚英詞、君嶋俊行、田村昭夫、小谷郁夫、鈴木恵介、水村直人が分担した。

編集は家塚・君嶋が行った。

8. 出土遺物、図面、写真等は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。

9. 現地調査及び報告書作成にあたり、下記の方々にご指導、ご協力いただいた。記して謝意を表す

る次第である。

小林義孝、海遺博史、西尾克己、八峠 興、杉谷愛象、出土銭研究会



凡例

1.遺構の略号は以下のとおりである。

SI:竪穴住居跡 SB:掘立柱建物跡 SA:柵 SD:溝 p:柱穴 SX:埋葬施設

2.三林遺跡の以下の遺構については、発掘調査時における遺構名、番号を報告書作成時に変更して

いる。

新:SK29 (旧:SI42) 新:SI42 (旧:SI47) 新:SI47 ([日:SI35B) 

発掘調査時の!日:SK29は遺構ではないものと判断し、抹消した。

3.遺物の略号は以下のとおりである。

S:石器 F:鉄製品 J:玉類 数字のみのものは土器を示す。

4.遺構、遺物実測図に用いたパターンは特に説明のない限り、以下のものを示す。

地山 三日貼床 藤重量焼土面・焼土混土 欝譲炭化材・炭化材混土

土器赤彩、石器磨面・砥面 襲撃石器付着顔料

5. 遺物実測図において、須恵器は断面黒塗り、それ以外は白抜きで表現した。

6. 本文中の遺構掘方に関する括弧書き数値は、(長さ×幅一深さ)cmまたは(長軸×短軸一深さ)cm 

を示している。

7. 遺物観察表の法量記載における数値は最大値を表し、※は推定復元値、ムは現存値を示す。

8. 出土遺物の注記に用いた遺跡の略号は以下のとおりである。

三林遺跡三林 井図地頭遺跡:カシラ

9. 本報告書における土器類の編年・年代観は基本的に以下の文献に拠る。

清水真一 1992 r因幡・伯書地域J~弥生土器の様式と編年一山陽・山陰編』

正岡睦夫・松本岩雄編、木耳社

牧本哲雄 1999 r古墳時代の土器についてJ~長瀬高浜遺跡VlII・圏第 6 遺跡』

鳥取県教育文化財団

田辺昭三 1981 ~須恵器大成』角川書庖

足立克己・丹羽野裕 1984 r第6章まとめ (3)遺物J~高広遺跡発掘調査報告書』

島根県教育委員会

巽 淳一郎 1983 r古代窯業生産の展開一西日本を中心にして一J~文化財論叢』

奈良国立文化財研究所

八峠 興 2000 r山陰における平安時代の土器・陶磁器についてJ~中世土器の基礎研究XV~
日本中世土器研究会
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第 1節発掘調査に至る経緯

第 1章調査の経緯

第 1節発掘調査に至る経緯

本発掘調査は一般国道9号(東伯中山道路)の改築工事に伴い、東伯郡東伯町田越地内の工事予定

地内に存在する埋蔵文化財の記録を目的としたものである。

山陰地方では、国道9号線の交通混雑緩和及び将来の国土幹線道路整備として、山陰自動車道の整

備事業が進められ、鳥取県中部地域では、東伯中山道路、北条道路、青谷羽合道路が自動車専用の高

規格道路として計画・施工されている。

東伯中山道路の計画されている田越地内と八橋地内の丘陵上では過去に銅剣・銅鐸・銅矛が出土し

ている。周辺には古墳をはじめとして多くの遺跡が存在し、平野部には国指定の特別史跡の斎尾廃寺

跡を擁するなど、東伯町管内の道路計画予定地上には周知の遺跡を含めて、さらに多くの埋蔵文化財

包蔵地が広がることが予測された。

周知の遺跡である三林遺跡は、平成14年度に東伯町教育委員会による試掘調査が行われ、弥生時

代から古墳時代にかけての遺構と遺物が確認された。この結果を受けて国土交通省倉吉河川i国道事務

第 1図調査地点

1-



第 l章調査の経緯

所は、鳥取県教育委員会事務局文化課と協議し、文化財保護法第57条の 3に基づく発掘通知を行っ

たうえで、鳥取県教育委員会教育長の指示により、財団法人鳥取県教育文化財団に記録保存のための

事前調査を委託した。これにより当財団が文化財保護法第57条に基づく発掘調査届を提出し、埋蔵

文化財センターが平成15年度から発掘調査を担当することになった。調査面積は8，408ばである。

井図地頭遺跡は、一般国道9号(東伯中山道路)の改築工事に先立つ発掘調査として、平成14年

度に鳥取県教育文化財団によって調査が行われた註)。ただし、調査区の中央を南北に通る農道部分

については、平成15年度に迂回路を敷設したうえで農道下の調査を行うこととなった。調査面積は

288.8rriである。

註)君嶋俊行・大野哲二編 2003 W井園地頭遺跡 井図地中ソネ遺跡』鳥取県教育文化財団

第 2節調査の経過と方法

( 1 )調査区の名称と調査方法

三林遺跡は、果樹園の広がる丘陵の尾根上に立地し、農道によって東西に分断されている。農道の

東側を「東区」と呼称する。農道の西側には小さな谷が食い込んでおり、この谷の北側を「北区」、

南側を「南区」と呼称する。谷のくびれ部分は埋め立て造成がなされている。造成土の下は耕作に伴

う撹乱が著しく、遺構が存在しないと判断されたため、調査範囲から外された。この谷は廃土処分地

として使用した。農道の範囲については、道路の建設時に大規模な削平が施されていることが予測さ

れたため、調査対象外となった。

三林遺跡の調査に先立ち、調査区の地形測量と航空写真撮影を行った。表土は重機を使用して除去

した。遺構の検出は人力で行った。調査期間中に、調査の終了した北区は駐車場に造成された。

調査区内には公共座標第V系(世界測地系)の軸にあわせた10m間隔の方眼杭を設置した。東西

軸 (X)にアルファベットを北から、南北軸 (y) にアラビア数字を東から、それぞれ順に振ってい

る。杭の名称は、交差する軸線のアルフアベットと数字を組み合わせたものである(例:A1、B2)。

10m方眼のマスをグリッドと呼称し、その名称は北東側の杭名を使用した(例 :A1グリッド)。

検出した遺構の記録には、平板および光波トランシットを用いた。遺物は遺構の時期決定に関わる

ものについては出土状況、出土地点を記録し、それ以外のものは遺構あるいはグリッドで一括して取

り上げた。

井図地頭遺跡の調査地は、昨年度の調査においてはA.B両区の境界となっていた。今回の調査で

は、 SI2や SD4など、 A区から連続する遺構の検出が予想されたため、今回の調査区はA区に含め

て扱うこととした。グリッドは昨年度調査時のものを使用し、遺構番号、遺物の取り上げ番号につい

ても、昨年度から継続する番号を付した。

現場の写真撮影では35mm判と 6X7判のフィルムを使用した。遺物の撮影は4X5判を使用した。

(2)調査の経過

三林遺跡では 5月1日に重機を使った表土剥ぎを開始した。果樹園の耕作に伴う撹乱が著しいもの

の、全体で30棟を超える数の竪穴住居跡が存在することが確認できた。調査面積の広い東区から着

手し、進捗状況にあわせて北区、南区の調査に着手する計画を立てた。

5月12日から作業員を稼動して、東区の遺構検出作業を開始した。調査区の全域には縦横無尽に

廻らされた果樹園の排水溝と無数の肥料穴があり、これらの埋土を全て除去しなければ遺構の調査に

り
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第2節調査の経過と方法

入ることができなかった。とくに東区の面積の半分近くは、天地返し(果樹園の耕土改善のために地

面を深く掘り返すこと)によって地山土と耕作土と遺構埋土が混ざり合い、遺構検出は困難を極めた。

結果として東区の遺構検出作業は、遺構の掘り下げ作業以上の時間と労力を必要とした。

6月4日から北区の遺構検出作業を開始した。東区と同様に撹乱は著しいが、遺構の密度は希薄で

あった。そのため北区の調査は早期終了が見込まれた。 3軒の竪穴住居跡を検出し、 8月23日に調

査が終了した。

東区での遺構検出数が増加し、未着手の南区も含めた期間内での調査終了は、現体制では困難な状

態となった。打開策として、他所での調査が終了した調査員3名と作業員が合流し、 7月4日から南

区の遺構検出作業に着手した。南区は東区と同様に遺構密度が高く、竪穴住居跡のほかに多くの貯蔵

穴を検出した。幅狭く奥行きの長い調査区で、片側が谷になっていたことが、作業の効率化を阻んだ。

東区と南区で3棟の焼失住居を検出した。その調査指導を鳥取環境大学の浅川滋男教授に依頼し、

9月25日に現地で指導を受けた。 10月19日に現地説明会を開催し、 80名を超える見学者を迎えた。

10月末の調査終了を目標として作業を進めていたが、 10月中旬に平安時代の古墓を新たに 2基検

出した。轍密な作業を要することから、継続中の他の遺構と並行して調査することを断念し、 11月

以降に先延ばしした。作業員の稼動は10月30日で終了し、リース物品を返却した。調査員は遺構の

測量作業を継続し、古墓の調査にかかった。

調査後地形測量は業者に依頼し、 10月21日"""-'31日の間で現地作業を完了した。調査後空撮は業者

に依頼し、 10月31日の午前中に撮影を行った。

東区の焼失住居から出土した炭化編物に保存処理を施すために、発泡ウレタンで固定して地面から

切り離した。保存処理は業者に委託し、高級アルコール法が処置されることになった。

11月11日に全ての現地作業が終了した。

井図地頭遺跡では、 10月10・11日に重機による表土除去を行い、同14日から調査を開始した。調

査区北端では黒褐色土の上面である第 1遺構面の存在を確認し、 SD4などの遺構を検出した。調査

区南側では黒褐色土の堆積はみられず、第2遺構面上でSI2、SD14を検出した。したがって、これ

ら第l、第2両遺構面を同時並行で調査することとなった。 10月20日から28日までは、調査担当者

が三林遺跡の支援にまわったため調査を中断した。第 1遺構面の調査は10月31日に終了した。その

後黒褐色土を掘り下げたが、第2遺構面では新たな遺構は確認されなかった。 11月13日、第2遺構

面の地形測量を行い、現地での調査を終了した。

発掘調査の作成に伴う遺物の整理作業は、東伯調査事務所と埋蔵文化財センターで行った。整理作

業および報告書の作成は現地調査と並行して進め、平成15年度末をもって終了した。
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第3節調査体制

調査主体 財団法人鳥取県教育文化財団

0調査担当

理事長

常務理事

事務局長

有田博充

)11口 一彦(兼・鳥取県教育委員会事務局次長)

下回弘人

埋蔵文化財センタ一

所長 田中 弘道(兼・鳥取県埋蔵文化財センタ一所長)

次長 竹内 一1ιJ't

次長 加藤隆昭

調査課長(兼) 加藤隆昭

企画調整班長 山析雅美

文化財主事

庶務課長(兼)

下江健太

竹内 茂

主任事務職員

事務職員

矢部美恵

田中陽子大川秋子植田恵子 (9月退職)

谷坦真寿美小谷有里

事務補助員 山根美代 (11月採用)

埋蔵文化財センター東伯調査事務所

所 長 佐治孝二t

却E 長 牧本哲雄

文化財主事 家塚英詞(ニ林遺跡担当)

君嶋 俊行(三林遺跡、井図地頭遺跡担当)

調査員 小谷部夫田村昭夫(ェ林遺跡担当)

鈴木 恵介(三林遺跡、井図地頭遺跡担当、 1月退職)

調査補助員 水村直人 (10月採用)

事務補助員 大田直子

0調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

O調査協力 東伯町教育委員会
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第 1節地理的環境

第2章位置と環境

第1節地理的環境

今回調査が行われた東伯町は、鳥取県中部の西側に位置する。大山連峰の烏ヶ山(1，381m) と野

田ヶ山を結ぶ線を南西端とし、北東に細長い三角状に広がって北端は日本海に至る。東西15.2km、南

北16.8km、総面積は約82.2kniで県面積の約2.3%を占めている。人口は約12，400人(平成15年末)で

少子高齢化の進展で昭和期に比して漸減傾向にある。昭和29年(1954)の5町村合併により、混乱

を避け中立的な名称、東伯書を意味する現町名となった。全国的な市町村合併の潮流の中で、平成

16年 (2004) 9月1日には赤碕町との合併が予定されている。

本町の南西部には大山 (1，729m)が存在する。最後の噴火が約 1万数千年前に認められ、加勢蛇

川は洗川とともにその下流域で沖積平野を形成している。平野部は黒ボク地帯であり、西側正陵地は

火山灰土の堆積した溶岩台地状地形を呈している。

町内には大山山麓に源流を発する大小合計5本の)11が日本海に注いでいる。加勢蛇川、洗)11に挟ま

れた扇状地に律令時代の条里制が旧地名や地割りに残る地域もあるが、加勢蛇)11は近世まで氾濫を繰

り返した県内屈指の荒れ川であり、概ね残りがよいとは言い難い。一方、洗川の西側には3本の小河

川があり、水田可能な低湿地は広くはないが安定的で、初期の稲作に適していたといえる。最も東を

流れる加勢蛇川の東岸地域は火山間状地性台地が広がり、ここには大小の農業用ため池がみられる。

荘園が発達した平安中期ごろよりそれらから導水し、現大栄町域へも広がる稲作・畑作地帯を形成し

たものと考えられる。

最大の河川である加勢蛇川の最上流域には大山滝があり、そこから地獄谷~大休峠付近~大山町の

川床を経て大山博労座に通じる急峻な古道がある。この)11床道は江戸時代から昭和初期にかけて、大

山参拝の往還道であるとともに、東伯書地方から市の立つ大山へ牛馬を運ぶ重要な短絡ルートであっ

た。また、海岸沿いの八橋地区には古代から伯書の東と西をつなぐ交通の要衝として古代山陰道の清

水駅が置かれ、中世以降は正陵北端部に八橋城が築かれるなど、交流及び戦略的な活動が繰り広げら

れたことを物語る。

昭和20年代より盛んになり、北米や香港・シンガポールなどにも輸出される二十世紀梨生産は本

県東郷町に次ぐ生産量を誇る。しかし現在では農家の高齢化、後継者不足による果樹園の廃園が目

立っている。また、水稲とともに芝生産、酪農、ブロイラー・和牛などの畜産も主要な農業分野である。

500km 
-ー“=孟両両当

第2図遺跡の位置
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第2章位置と環境

海岸部近くを東西に走る国道9号線沿線には、近年商業及び公共施設が急速に立地し、酒造、弱電、

食品製造などの工場群とともに都市機能を形成している。 (小谷)

第2節歴史的環境

先土器・縄文時代 鳥取県内では遺構を伴う先土器時代の遺跡は発見されておらず、いくつかの遺物

が各地域で出土するにとどまっている。この地域では赤碕町松ケ丘、東伯町槻下で尖頭器が数点見つ

かっている。縄文時代の遺構は、後期に入るまで明確なものは少ない。早~前期では西高尾谷奥遺跡

(35)で、押型文土器とともに住居跡の可能性がある竪穴状遺構、松ケ丘遺跡 (13)、大栄町築山遺跡、

森藤第2遺跡 (31)などで土器片が出土している。中期では、井図地中ソネ遺跡(9 )、井図地頭遺

跡 (10) など丘陵上の遺跡で、土器が出土している。後期になると丘陵部に定住的な集落が見られ

るようになる。特に森藤第2遺跡では中央に石囲い炉をもっ竪穴住居が精製・粗製土器、土器片錘、

土偶とともに検出されている。その他、この時代と考えられる落し穴が福留遺跡 (12)、中尾第 1遺

跡 (11)、笠見第 3遺跡 (7) など多くの遺跡で検出されており、狩猟場として丘陵・微高地が利用

された様子が窺われる。

弥生時代 米子市目久美遺跡では前期の水田が確認されているが、県中部では、稲作に関る遺構は現

時点では発見されていない。集落遺跡は、中期以降加勢蛇川右岸の平野部と丘陵上で確認されている。

特に中期後葉から古墳時代初頭にかけて遺跡数が大幅に増加する。東伯町森藤第 1・2遺跡 (31)、

水溜り・駕龍据場遺跡 (46)、大峰遺跡 (37)、田越遺跡群 (23・24・25)、井図地中ソネ遺跡 (9)、

笠見第3遺跡(7)、三林遺跡 (8)、久蔵峰北遺跡 (6)などで集落が営まれている。赤碕町では福留

遺跡で後期の竪穴住居が見つかっている。これらの遺跡の中には、集落内に玉作り工房を持つ遺跡が

ある。大栄町西高江遺跡では中期の工房跡が検出され、水晶の剥片とともに、製作に使用したと考え

られる鉄製工具等が出土している。笠見第3遺跡では後期の工房跡が検出されており、緑色凝灰岩製

の管玉未製品や剥片が出土している。現段階で当地域での数少ない生産遺跡である。墓域については、

前期に大栄町青木第 1遺跡・後ろ谷遺跡で土壌墓が見つかっており、中期以降赤碕町墓ノ上遺跡 (14)・

別所女夫岩峯遺跡で木棺墓が検出されている。井図地中ソネ遺跡では弥生時代終末から古墳時代初頭

にかけての溝で区画された土壌墓群が供献土器とともに見つかっている。また弥生時代の祭間を特徴

づける銅鐸が、県中部では6遺跡で計7口見つかっている。東伯町八橋の南方丘陵上 (21)で銅鐸(肩

平紐 I式)が 1口見つかっている。また、東伯町田越の丘陵上 (25)では、正確な出土状況は明ら

かではないが、中細形銅剣が4口、東伯町久蔵峰で銅矛が1口出土している。銅剣・銅矛・銅鐸とい

う、島根県神庭荒神谷遺跡と同様の組成の青銅器が出土していることから、祭間の形態に関連性が窺

える点で興味深い。

古墳時代 当該地域では明らかに前期に属する大型古墳は確認されていないが、前方後方墳である別

所 1号墳(笠取塚古墳)(16)は、墳形等の特徴から、前期に遡る可能性がある。中期から後期になって、

前方後円墳の築造が見られる。別所2号墳(17)・八橋狐塚古墳 (19)・笠見 1号墳 (22)・竜ヶ崎

3号墳 (28)などがある。これらは大山山麓の丘陵北縁に築造されており、日本海を見下ろす要所

に位置している。中期・後期になると中・小規模の円墳が群集して築かれるようになる。中期以降の

群集墳としては、大栄町妻波古墳群・瀬戸古墳群・西穂波古墳群、赤碕町出上岩屋古墳・別所古墳群

(18)・箆津古墳群・帆立貝式古墳の光 1号墳などがある。また、後期以降従来の竪穴系の埋葬施設
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第2節歴史的環境

A古噴 O古境群 ⑧j笠跡

1松谷中峰遺跡 2別所中峯遺跡 3八橋8・9遺跡 4岩本遺跡 5腹谷遺跡 6久蔵峰北遺跡 7笠見第3遺跡

8三林遺跡 9井図地中ソネ遺跡 10井園地頭遺跡 11中尾第 1遺跡 12福留遺跡 13松ヶ正遺跡 14墓ノ上遺

跡 15松谷遺跡 16笠取塚古墳 17別所2号墳 18別所古墳群 19八橋狐塚古墳 20八橋城跡 21八橋銅鐸出土

地 22笠見 1号墳 23田越第1遺跡 24田越第2遺跡 25田越第3遺跡(銅剣出土地) 26三保古墳群 27三保遺

跡群 28竜ヶ崎古墳群 29山田 1・2号墳 30妙見山城跡 31森藤遺跡群 32古耳出土地(大法廃寺跡) 33大法

古墳群 34法万経塚 35西高尾谷奥遺跡 36西高尾経塚 37大峰遺跡 38槻下豪族居館 39槻下古墳群 40金屋

経塚 41伊勢野遺跡群 42斎尾廃寺跡 43斎尾古墳群 44大高野遺跡 45塚本古墳群 46水溜り・駕龍据場遺跡

47大高野古墳群

第3図周辺の遺跡

に代わって横穴式石室が採用される。このうち、大法 3号墳 (33) や三保6号墳 (26)、大栄町上種

東 3、上種西14号墳は竪穴系横口式石室と呼ばれる特異な構造で、八橋狐塚古墳のくびれ部西側の

石室もその可能性がある。槻下古墳群 (39)・塚本古墳群 (45)・大高野古墳群 (47)・斎尾古墳群 (43)

などで後続する石室形態も同じ系譜上のものであることから加勢蛇川流域が石室形態を共通とするま

とまった地域であったことを示している。東伯町大高野3号墳には横穴式石室の中に金銅製耳環・青

銅製鈴・鉄万・万子などが、槻下5号墳(代々 1号墳)には金環・鉄万などが副葬されていた。山田

7 



第 2章位置と環境

1号墳 (29)や出上岩屋古墳は切石積石室で、終末期の様相を示す。この時代の集落は、東伯町三

保遺跡 (27)、井図地中ソネ遺跡、笠見第3遺跡、八橋第8・9遺跡、赤碕町太一垣遺跡・松谷遺跡

(15)・別所第3遺跡などが丘陵上に営まれている。

古代 現在県内では22ヵ所の古代寺院が見つかっているが、初期の仏教文化の姿を最もよく残して

いるといわれる斎尾廃寺 (42)は、県内の古代寺院の多くが法起寺式伽藍配置を採用するのに対し、

法隆寺式を採っていることから、山陰では唯一の国特別史跡に指定されている。塑像片・仏頭・鴫尾・

鬼瓦などが出土している他、創建期の軒丸瓦には紀寺式、軒平瓦に法隆寺式系統をもつものを採用し

ており、山陰・山陽では数少ない瓦当文様で、畿内と結びつきの深い有力豪族が斎尾廃寺周辺で勢力

を持っていたと推察される。斎尾廃寺の東方にある大高野遺跡 (44)では、総柱礎石建物群が検出

されており、正倉(郷倉)と考えられる。さらに郡街所在地もその周辺に比定されている。伊勢野

遺跡群 (41)・水溜り・駕龍据場遺跡・森藤遺跡群においては、掘立柱建物を中心とする集落が見つ

かっている。その他、伊勢野遺跡群の南方に古瓦出土地 (32)がある。当地域は伯書国八橋郡に属し、

加勢蛇JI[右岸が当郡の中心地であったと推察される。平安時代末期の遺構として、金屋 (40)と法

万 (34) に経塚があり、金屋と西高尾 (36)では銅経筒が出土している。また、井図地頭遺跡にお

いて「コ」の字状の溝に固まれた方形区画遺構が見つかっている。建物跡は認められていないが、丘

陵上の方形居館の可能性が指摘されている。

中世・近世 鎌倉時代に入ると、名目を多く集めた有力名主の中には荘園内に孤立した荘宅を構える

など、武士的な性格を持つ豪士が出現する。東伯町槻下 (38) には、台地に堀を巡らせた方形の一

段高い敷地が並んで残り、一つには周囲に高さ 2mの士塁が築かれた館跡がある。『伯書民談記』に

は岩野弾正坊の居城であったと記述されている。

また、赤碕町海岸部から船上山にかけて、鎌倉末期の作と推定される宝塔と宝僅印塔の二様式を合

わせ持つ独特の形態、の赤碕塔がある。現在町赤碕町内で6基確認されている。

JR山陰線八橋駅のすぐ北側の丘陵上には、八橋城跡 (20)がある。八橋城は、南北朝時代に行

松氏によって築造されたが、のちに尼子・毛利氏の支配下となり、西伯書から東伯書方面の経営拠点

となった。また東伯町大杉には南条氏の出城である妙見山城跡 (30)がある。赤碕町では、士塁と

堀を持った箆津城(槙城)がある。 1584'"'-'1585年頃の築城と推定され、海上防備の城と考えられて

いる。他に、太一坦城・大仏山城・山JII城跡が知られている。築城年代は不明であるが、『伯書民談記』

によると、吉川元春の羽衣石城(東郷町)攻撃に関与した城と考えられている。

江戸時代には東伯町逢束に伯書街道の宿駅が置かれた。江戸時代前期寛永14年 (1637年)の『因

幡伯書駄賃銀宿賃書付』に「大塚」がみられることから、この時期には宿駅として機能していたこと

が分かる。またこの地には鳥取藩の藩倉「大塚御蔵」がおかれていた。現在でも北側の土手の一部と

火除地が残っている。

[参考文献]

『弥生時代からのメッセージ.! 2003 鳥取県教育委員会

『歴史時代の鳥取県.! 1989 鳥取県埋蔵文化財センター

(浅田康行・岩井美枝・福井流星・前島ちか)

『井図地頭遺跡・井図地中ソネ遺跡.! 2003 (財)鳥取県教育文化財団

『笠見第3遺跡.! 2003 (財)鳥取県教育文化財団

『福留遺跡発掘調査報告書.! 2001 赤碕町教育委員会

内藤正中・真田慶幸・日置粂左ヱ門著 『県史31 鳥取県の歴史.! 1997 (株)山川出版社

坂詰秀一編 『仏教考古学辞典.! 2003 (株)雄山間
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第 1節遺跡の立地と層序

第3章三林遺跡の調査

第1節遺跡の立地と層序

三林遺跡は標高約64mの丘陵上に立地する。谷部の水田面からの比高差は約40m、海岸からの距

離は約2kmで、晴天時には背後の大山と日本海の水平線を一望することができる。

大山は第四期更新世に形成された安山岩~デイサイトの火山である。その開始期は100万年以上さ

かのぼるものと考えられ、約 1万数千年前に最後の噴火を行ったのち活動を停止した。この問、比較

的長い休止期間があったと考えられている。この休止期間以前の活動あるいはそれによって形成され

た火山体は古期大山、以降のそれらは新期大山とよばれている。三林遺跡の立地する丘陵は、古期大

山の噴出物からなる溝口凝灰角礎岩の上に、新期大山が噴出した降下テフラが累積した台地状地形で

あり、浸食作用によって大小の谷が刻まれている。降下テフラは下位のものから大山最下部火山灰層・

下部火山灰層・中部火山灰麗・上部火山灰層に大きく分けられている。

東西で高低差のある北区では調査区内の層序のほぼすべてを確認することができる。最下層から、

溝口凝灰角喋岩、下部火山灰層群、中部火山灰麗の大山倉吉軽石層 (DKP)、黄白色ソフトローム層、

上部火山灰麗の基盤である姶良Tn火山灰層 (AT)、軽石混じり黄褐色ローム属、上のホーキ層、弥

山軽石層、暗褐色ローム層、表土の順である。東区は黄白色ソフトローム愚から暗褐色ローム層・表

士、南区では加えて遺物包含層の堆積を確認した。

暗褐色ローム層は地表付近の火山灰層が風化・土壌化が進行したものと考えられる。東区の傾斜の

ない範囲では暗褐色ローム層が存在しなかったが、これは削平または流失によるものと推測される。

① 表土(耕土・腐植土)

② 包含厨(暗褐色土)

③ R昔掲忽ローム

§ 弥山軽石厨

⑤ 上のホーキ腐

⑤ 軽石混じり黄褐色ローム周

i笠有¥H:主認在喜

送金檎磯認証百
4 

10 

11 慾終確認隠

北区基本属序

o 姶良 Tn火山氏周
差是 黄自色ソフトローム陪

⑤ 大山倉吉軽石閥

番大山下部火山灰厨群

溝口凝灰角際岩層

第4図層序模式図
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第3章三林遺跡の調査

第5図 調査前地形および調査範囲

三林遺跡の遺構の埋土は暗褐色~褐色系統の色なので、ベースが火山灰層のような黄褐色系の色な

らば耕作土あるいは撹乱閣を除去しさえすれば、遺構を確認することが比較的容易であった。しかし

東区の西際や北区の東際、南区のように暗褐色ロームが残存している場合、このロームと遺構埋土は

遺物の出土の有無を除けば区別が付かず、遺構の輪郭を検出することが困難であった。この場合は検

出が可能な面まで掘り下げることにした。

南区の北側斜面に堆積する包含層から出土した遺物は弥生時代後期から古墳時代中期の土器、石器

で、付近で検出される遺構の時期と合致する。堆積した時期は不明であるが、時代の異なる遺物が混

在することから、遺物を含む流土の自然堆積と考えられる。

本章第5節で詳しく触れるが、東区から先土器時代のものと考えられるスクレイパー (S48)が1

点出土した。ただし古墳時代中期の竪穴住居跡 (SI9)の中の、耕作に伴う撹乱層からの出土である

ために本来の出土地点は明らかにできない。検出した遺構や、耕作の撹乱の深度はAT層あるいは

それ以下に達しているため、この石器が遺跡内の火山灰愚から出土した可能性はあるが、今回の調査

内容でそれ以上のことに言及するのは控えておく。

[参考文献]

岡田昭明ほか1995I野外研修案内書 大山テフラと蒜山原」日本地学教育学会第49回全国大会実行委員会

nu 
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第 1節遺跡の立地と厨序
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第3章三林遺跡の調査

竪穴住居跡

第 1表三林遺跡時代別遺構一覧表

土坑

時期 支童特i名 地区 グリッド 平面形 規模 (m)京酉la(ni) 主役数 中央ピット

SIl3 東区 D5 円形 ※7.0 ※38.5 7< 

後期主前E 

SI16 東区 D5他 隅丸方形 ※4.2/※4.2 ※17.6 4 O 

SI27 東区 F6 隅丸方形 4.4/※4.4 ※21.1 4 O 

SI42 東区 C5 隅丸方形 3.2/2.8 ※9.0 3< 不明

SI2 (1日) 束区 C5 隅丸方形 ※4.3/※3.5 ※15.1 5< O 

SI2 (新) 東区 C5 隅丸方形 6.01京日-6.0 ※36.0 5< O 

SI5 東区 D5 円形 7.1/※6.6 36.8 6 O 

後j耳中明主
SI6 東区 E5 格円形 ※8.2/来7.。※45.0 9 不明
SI8 東区 E6 隅丸方形 ※6.4/※6.2 ※39.7 6 O 

SI15 東区 E4 隅丸方形 4.4/※4.0 ※17.6 4 O 

弥時代生
SI19 東区 D5 問丸五角形 ※5.4/※5.4 ※29.2 5 O 
SI34 南区 Hllf也 隅丸方形 4.8/4.8 24.2 4 O 

SI4 CI日) 東区 D4 円形 ※34.1 4 O 

SI4 (新) 東区 D4 円形 ※7 ※37.3 6< O 

SIl7 "*区 F5 隅丸方形 ※4 ※20.2 4 O 

議後楽
SI45 東区 J7 隅丸方形 3.0/1.8< ム1.3 不明 不明

SI25 南区 H14他 関丸方形つ 3.5<11.2< ム3.6 1 < 不明

S131C1日) 南区 Il 2~也 円形 6.8 57.8 3< O 

SI31 (新) 南区 111 多角形ワ 4.3 36.8 3< O 

SI35 南区 111 円形 4.3 18.5 4 O 

SI47 南区 111 円形 5.6 25.7 4 O 

終末 SI3 東区 C4 隅丸方形 4.3/4.3 18.5 4 O 

SIl 東区 B4他 隅丸方形 5.6/2.3< ム12.9 2< 不明

i初明
SI30 東区 H3 隅丸方形 ※5.9/5.0 ※28.9 4 O 

SI41 東区 17 隣丸方形 5.6/5.4 30.7 4 O 
頭

北区 隅丸方形 5.0/4.7 O SI24 C8 23.5 4 

SI11 東区 Cl他 隅丸方形 4.0/※3.6 ※13.7 2 

SI28 東区 G5 隅丸長方形 5.8/3.3 18.8 2 

期2前前荘

SI29 東区 G2他 隅丸方形 7.2/※6.0 ム24.4 4 O 

SI44 東区 J5他 隅丸方形 6.9/6.7 ※45.0 4 O 

SI46 東区 17 縞丸方形 ※6.4/※6.2 ※39.2 4 O 

SI26 北区 C9 隅丸方形 4.4/1.6< ム3.5 2< 不明

SI33 南区 H12他 方形 4.2/4.1 17.5 4 O 

SI7 京区 E5 隅丸方形 6.2/5.9 36.6 4 O 

古代主時主

SI10 東区 C2他 隅丸方形 5.6/5.5 30.8 4 O 

前中明l1; 

SIl2 東区 Dl他 隅丸方形 6.2/6.1 31.4 4 O 

SI14 東区 B4 隅丸方形 3.2I0.3< ム0.5 不明 不明

SI18 東区 F6 l 隅丸方形 4.4/4.2 19.2 4 O 

SI43 *区 17 方形 ※3.6/※3.2 ※11.4 2 

SI32 南区 H12他 隅丸方形 4.8/4.7 22.5 4 O 

前題撞葉 SI23 北区 Cll 方形 4.5/4.4 19.8 4 

SI20 東区 Cl他 方形 4.4/1.2< ム4.8 不明 不明

葉自Eh sm 東区Dl他 方形 3似 2.6 ※10.9I 2 

SI22 13I!区 F2 方形 3.7/3.4 1 12.5 1 2 1 0 

SI38 I mlR I H17 I 11形。 2821〈jl1一ト1沼2A12825290 32企 一日開SI9 東区 C4 方形 5.0/※4.4 

自華 SI39 制 H14他 雌日~竺677全5叫E 7 
SI40Cl日)南区 H15他 方形

S140(新)南区 H15他 方形

時 SI36 南区 112 楕円形

期不明 SI37 南区 JlO 隅丸方出 5.4/4.7 I 26.3 I 4 I 0 

掘立柱建物跡

時期 走塁機名 地区 グリッド 王手立百形 規模 (cm) I特記事項

SK2 東区 C5 円形 78X76-108 滋とし穴

SK3 東区 C5 隅丸方形 63X50-100 落とし穴

SK4 東区 I C6 円形 78X70ー120 落とし穴

SK9 東区 F3 椅円形 85X63-77 務とし穴

SKll 東区 B4 長方形 113X48-80 落とし穴

SK15 東区 H6他 不主主円形 160X139-35 貯蔵穴

SK16 東区 H7 不整円形 90X84-63 洛とし穴

SK17 東区 G6 同丸長方形 123X55-50 落とし穴

SK18 東区 K6 悶丸長方形 115X65ー71 怒とし穴

SK19 東区 Dl キ百円汗S 68X56-47 落とし穴

時 SK20 東区 C3 円形 80X80-89 遂とし穴
期 SK21 東区 D4 円形 65X53-89 落とし穴
不
明 SK23 東区 K8 精円形 84X68-75 怒とし穴

SK24 東区 J8 同丸長方形 112X60-135 法とし穴

6 東区 J8 長方形 90X60-93 落とし穴

日東区 Dlfl也 不整円形 75X68-91 溶とし穴

2 1 J在区 C5 不怒円形 95X70-70 落とし穴

SK33 示|亘 Cl 隅丸長方形 93X55-79 落とし穴

SK34 東区 E3 椅円形 86X74-123 落とし穴

SK12 |南区 H13他 隅丸長方形 160X85-23 SK131:先行

SK25 南区 110 円背5 75X65-94 落とし穴

SK27 南区 HI0 円形 80X73-136 誌とし穴

SK28 南区 J9 円形 68X63-102 落とし穴

lU  l-、SdKK6111束 >':1 G百 円形 19陥X176-6S
貯蔵穴

南区 112 円形 107XI05-90 貯蔵穴

南区 J11 不整円形 117X110-55 貯蔵穴

弥ル j?後策前本 南区 111他不整円形 120X120-45 貯稜穴

H 生 SK8 南区 111 不整円形 120XI00-45 貯蔵穴

代 SKI0 商IRI 112 不崩闘キ丸省丸整円阿長長円形方1)千形F形 21h342008500 X×1 9g8020S0刈←-1594Z300 5 0 5 

貯蔵穴

SK13 南区 H13他

SK22 南区 H12 貯蔵穴

終末 SK14 南区 112 貯蔵穴

古時墳{1;諒賠訴菜 SK29 東区 H4 
中顕中葉 SK31 東区 D2 楕円形 I 68X57-34 

〔凡例〕

・数値の※は復元値、ムは残存値を示す。

・住居跡の規模は(長軸/短軸)または直径を示す。

・数値の r(Jは「以上j を示す。

時期 3盤機名 地区 グリッド i湾 梁行長(m) 桁行長 (m) 主軸 特記事項

弥生時代終末 1 SB4 京区 H6 1 X 3 3.8 4.8 !¥ -240 ー E 布掘り

古墳時代前期中主主 1 SB5 東区 D4 1 X 2 1.3 3.0 !¥ -200 - E 

SB 1 東区 DlfI也 2X3 3.1 4.2 N - 40 - E 布掘り

時期不明 SB2 東区 C4他 1 X 3 1.6 4.4 !¥ -25。 E 2 rJlx 3間の可能性もあり

SB3 東区 D4他 1 X 1 2.6 2.7 沢一24。 E 

柵

時期

弥生時代後期中楽

時期不明

埋葬施設

出土土器 特徴掘方 (cm)

方形Cl30XI00-30()1 土師器蔵骨器5 石榔内に木炭を充娯し、その中に蔵骨器を入れ子状に納める。

円形 (43X43-18() 1須恵器壷1、土師器杯41掴方中央に須恵器塗を鐙き、その周囲に土師器郎を並べる。

q
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第2節東区の調査

第 2節東区の調査

(1)概要

農道の東側の区域である。南北長約100m、東西幅約50，，-，60m。調査範囲は南から北へ緩やかに

傾斜する地形で、西側は農道の路面より0.5"-'1 m程度高くなっていた。クロボクを主体とする表土(耕

土)を掘り下げたところ、中央の浅いところでは約30cm程度で地山を検出したが、西側の地表面は

北西へ向かつて傾斜していて、農道の路面よりも30"-'50cm程度下がっていた。表土除去後の地表面は、

果樹園の撹乱が著しく、中央部南北50m東西50mの範囲は天地返しによって、南北で検出した地山

面よりさらに約60cm下まで掘り返されていた。耕土の下は撹乱土の中に地山面が小島のように散在

する状況を呈していた。撹乱土は耕土と地山土のブロックのほかに、遺物を包含する土のブロックが

混ざり合っていた。遺物の出土分布には偏りがあり、遺物の集中する範囲の撹乱土下からは遺構が検

出された。全般に検出した遺構は撹乱で破壊されていて、遺構埋土もほとんど残存していなかった。

そのために時期決定可能な遺物も僅かであったので、遺構の範囲内の撹乱土から出土した遺物を参考

資料として使用した。

東区では、竪穴住居跡32軒、掘立柱建物跡5棟、柵2列、土坑22基、ピット126基、火葬墓2基

を検出した。

竪穴住居跡の時代は弥生時代後期前葉から古墳時代中期後葉にかけてのものである。その内訳は

弥生時代後期が14軒、古墳時代前期が16軒、古墳時代中期が4軒となる。弥生時代後期の竪穴住居

跡は北西側の緩斜面に、等高線に沿った幅20mの帯状の範囲で密集して検出された。平面形は円形、

楕円形、胴張りの隅丸方形である。後期前葉から後葉にかけて、大型の竪穴住居 (SI4、5、6、

13)が一定の範囲内で、場所を移動して建て続けられた様子が伺える。古墳時代前期初頭~前葉の

竪穴住居跡は東側の斜面際で検出された。弥生時代後期の居住域であった西側の緩斜面は軒数がまば

らになるが、前期中葉には再び西側が居住域の中心となる。前期の竪穴住居跡の平面形は隅丸方形と

方形である。古墳時代中期は中葉の住居跡が北東隅で3軒並び、後葉の住居跡は西側緩斜面で 1軒の

み検出されている。中期の竪穴住居跡の平面形は方形のみとなる。

掘立柱建物跡は 1間X1問、 1間X2問、 1間X3聞がそれぞれ1棟ずつ、布掘りが2棟検出された。

そのうち時期が判明しているものは、弥生時代終末期の布掘り (SB4)と、古墳時代前期中葉の 1

間X3間 (SB5)の2棟である。

柵は東西方向、南北方向にピットが3基並ぶものをそれぞれ1列ずつ検出した。時期が判明したの

は弥生時代後期中葉の南北方向のもの (SA2)であるが、同時期の竪穴住居跡から離れている。

土坑は、出土遺物から確実な時期が判明しているものは、弥生時代後期後葉の貯蔵穴 1基 (SK1) 

と、古墳時代前期初頭と中期後葉の用途不明土坑2基 (SK29、31)の 3基である。そのほか形状か

ら弥生時代後期後葉の貯蔵穴と推定されるものを 1基、縄文時代の落とし穴と推定されるものを18

基検出している。貯蔵穴は直径約1.8mの円形で、同時期の建物跡から離れた位置にある。落とし穴

は調査区内の全域で検出しており、平面が長方形のものと円形・長円形のもの、底面に小穴を持つも

のと持たないものとがある。

火葬墓は平安時代のもので、調査区南東側の斜面落ち際に、 1mの間隔をあけて東西に 2基並んで

検出された。 1基は土坑内に組まれた石榔の中に蔵骨専用器が納められたもので、もう 1基は土坑内
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tJ12 1t tj 〈長賞褐色土{石の粒を含む。防く Lまる)

袋 署音黄褐色土(百四殺を古む)

Q;灰悩色土(黄色土ブロック 鋭化物を含む)

密灰1~色土(鈴色土ブロックを含む)

さき 淡灰褐色土

事陪員灰褐色土(炭化物少鼠、石粒古)

@ 積氏褐色土(能色士ブロックを含む)

審黄色七ブロック

ミ手 前色・前椅色粘土ブロック(鮎llo土) 毒 黄灰褐色士(首色土ブロックを含むe しまりが忍い)

若手賞肉色土(石の粒を含む) 審 黄色土ブロック{黄灰褐色土を古む)。 5ヱ 1: 80 2 m 
会談灰筒色土 審前夜褐色土

委長淡灰間色士(錆色土ブロックを多く含む@悶くしまる。貼fli土)害 時黄褐色土とE主化物の混じり
炭化的

第7図 SI1・14

に直接須恵器の査と土師器の杯が埋納されていた。同時代の遺構および遺物は見つからなかった。

( 2 )竪穴住居跡

SI1 (第7・8図、 PL.2 . 30・48、第11・17表)

B4"-'C4グリッドの標高63mの緩斜面に立地する。半分強は調査区外に伸びる。南側15mにSB

5が位置する。西端で落とし穴SK11を切る。北側を SI14に、南端を SI9に切られる。床面の平面

形は隅丸方形で、長軸5.6m、短軸は不明である。検出面から床面までの深さは30cmである。

主柱穴は P1 (37X33-60) cmとP3 (26X21-50) cmの2基を検出した。住痕の直径は20cm

である。 P1とP3の中間で検出した P2 (33X20-40) cmとP4 (30X20-47) cmは主柱穴とし

た2基よりも規模が小さいことから、補助住穴と考えられる。未調査の範囲を含めると、主柱穴4基、

補助柱穴3基がトランプの 7の目のように配置されるものと推測される。

壁溝の断面形は逆台形で、幅15cm、深さ 5cmである。壁溝際の床面は貼床を施して整地しており、

床面外周は中央よりも若干高くなっている。 P2から北側に30cm離れた、床面の中央に当たる位置に

(1.3XO.6) mの範囲でカーボンベッドを検出した。木炭の砕片と灰からなり、中心の厚さは約6cm 

である。炉と推定されるが、炭化物の下の形状は周辺の床面と変わらず、焼土化もしていない。北側

はSI14の掘方に切られているので、全体の規模や様子は不明である。検出面以下の掘方埋土は3層

に分かれるが、壁際から流れ込んだ状況を示し自然堆積と考えられる。

床面出土の遺物は砥石などの礎石器のみである。 P1の西側で出土した Sl、S3は砥石、 S2は砥

石から蔽石への転用品で、いずれも安山岩を使っている。その周辺と、 P3の東側で安山岩およびデ
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第8図 SI1・14出土遺物

イサイトの亜円礁が5点出土している。これらの醸の表面に敵打面などの使用痕は観察できなかった

が、いくつかには炭化物が付着していたことから、炉上で土器を支えるために使ったものと考えられ

る。 P4の西側で台石が1点出土している。埋土中から出土する土器は小片で、器種を特定できるも

のは少なかった。嚢1は掘方埋土の下層から、費2は上麗から出土した。

一場

己 oS  1: 4 10田

時期は、出土遺物から天神J1[ 1期、古墳時代前期初頭ごろのものと考える。 (家塚)

SI14 (第7・8図、 PL.2・32、第11表)

B4グリッドの標高63mの緩斜面に立地する。北側の調査区境界上で検出しており、大半は調査

区外に伸びる。南東側10mに竪穴住居跡SIlOが位置する。 SI1を切る。床面の平面形は隅丸方形と

推定される。検出した範囲での長軸3.2m、短軸0.3m、検出面から床面までの深さ46cmである。

柱穴は検出していない。壁溝の断面形は逆台形で、幅は不明、深さは約6cmである。検出した範囲

の床面全体は貼床で整地されていた。厚さは4"'-'6 cmで、壁際は掘方のまま残して壁溝を作り出して

いる。掘方埋土は4麗に分かれるが、壁際から流れ込んだ状況を示し、自然堆積と考えられる。床面

上での出土遺物はない。嚢3は埋土中の出土で層位は不明である

時期は、出土遺物から天神川m期、古墳時代前期中葉ごろのものと考える。 (家塚)

SI2・SI42(第9・10図、 PL.2・3・30・48・49、第11・17・19表)

C5グリッドの北東側、標高63mの緩斜面に立地する。北西側の半分は削平によって壁面が失われ

ている。南側 5mに竪穴住居SI5、東側10mに柵SA2が立地する。 SI2はSK32とSI42を切って

いる。 SI2は床面の拡張を伴う建て替えが行われていため、古い方を(旧)、新しい方を(新)と呼

称する。 SI2 (新)の床面で多くのピットを検出したが、その中から埋め戻しの痕跡、ピットの規模

と配置に基づいて、 SI2 (新)、同(旧)、 SI42の3軒の住居跡の主柱穴を抽出した。

. SI2 (新) 床面の平面形は胴張りの隅丸方形で、長軸6m、短軸は主柱穴の配列から 5m以上6m

未満と推定される。検出面から床面までの深さは40cmである

主柱穴は P1 (70X65 50) cm、P2 (37X37-56) cm、P3 (23X20-50) cm、P4 (33 X 

31-63) cm、P5 (56X39-55) cmの5基を検出した。 P1とP5は柱を引き抜いた痕跡が認めら

に
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第10図 SI2出土遺物

れる。 P4-P5聞が他に比べて離れすぎているため、この間の撹乱(果樹園の排水溝による)範囲

に、もう 1基の主柱穴が存在したことが推定される。 P2の西側に接する P7は地山士で埋め良され

ているため、 P2の前身の主柱穴か、あるいは都合により未使用のまま埋め戻された穴と推定される。

中央ピット P6 (78X57-30) cmは、東西の2つの穴を連結させたような掘方であり、北東側の上

端には板を立てたような痕跡がある。埋土は自然流入で、建物全体のものと同質である。中央ピット

の東側の床面に、 (2.9X1.7-0.3)mの不整形な土坑Klが掘られていた。埋士は地山士と同質であ

り、上面は貼床が施されていた。 Klの掘方は(旧)の壁溝を切り、埋土はP2、P7に切られている。

このことから Klは(新)への建て替え作業時に掘られ、埋め戻されたものであることが分かるが、

目的は不明である。

壁溝は北東側と南東側の壁際で検出した。断面形は緩やかな曲線で、規模は残りのよいところで幅

22cm、深さ 3cmで、不明瞭かつ断続的である。床面には、(旧)の柱穴P12上面と壁溝の部分に貼床

を施している。焼土面は中央ピットの北側に 3箇所、南側に 1箇所確認している。埋士には炭片が含

司

i
1
1よ



第3章 ミ三林遺跡の調査

C 
1 、~ L 
SI9 
0，'馬、ミミh
P5 

新「

¥1-7 4雫'"¥¥、

:証工計
にD

ι 

~.. ~ 
日

台石 府/6
でア

t立

乱

H=64.00m 
A P6 A' 
519樫土 撹乱 519埋土

H=64.00m 
C 

H=64.00m 
D c' 

P5 P3 

こε黄灰褐色土日炭化物、砂礎少滋混)
会灰褐色士

主主 崎灰褐色土(炭化物粒を含む)

a:立褐色土

⑤ 晴黄褐色土(黄色土プロックを含む)

安黄色土プロック(担悶め土)

と忌 附立t褐色土

@ ~立褐色土(階蹟褐色土を含むe 聞くしまる)

怨灰褐色土

事前灰褐色土

審黄灰褐色土〈黄色土プロックを含む)

事貨筒色土(悶くしまる)

@ 灰褐色土(悶くしまる)
@ 婿}政灰褐色土(下閣はしまりがI!l{い。 m化物絞を含む)
審 黄氏褐色土(黄色土プロックを含む。閃くしまる)

番 町守貨収褐色土

⑤ 黄E疋褐色土(黄色土プロックを含む@固くしまる)

な灰褐色土

@;章氏褐色土(黄色土プロックを含む)

署長 陪貨灰褐色こ仁(黄色土プロックを含む)

要ま !員褐色土(黄色土プロックを含む。固くしまる)

D' 
P4 

iノー~ C， _ ~， 1三-~

20 

。 S= 1 : 802m  

0S  1: 4 10cm 

第11図 SI3および出土遺物

まれる点が注目されるが炭化材や焼土ブロックのような、一般に焼失住居を示すとされる痕跡は、埋

土の掘り下げ中も、断面の観察でも確認できなかった。

. SI2 (旧) 床面の平面形は胴張りの隅丸方形で、長軸4.3m、短軸は主柱穴の配列から3.5m前後と

推定される。床面のレベルは(新)と同ーと推定される。

主柱穴は P8 (26X22-41) cm、P9 (30X27-55) cm、P10(30X27… 64) cm、Pll (22X 

21 29) cm、P12(27 X 24-47) cmの5基を検出した。本来は6本柱であったが、北隅の 1基が撹

乱で失われたものと考える。中央ピットは P6の東半分が(旧)の時期に作られた部分で、(新)へ

の建て替えに伴って西に拡張したものと推測される。壁溝の規模は幅20cm、深さ 10cm程度で、断面

形は緩い曲線を描く。(新)の貼床によって埋められていた。

北東側の壁際の床面直上で、砥石S5、S6、敵石および磨石の S4が出土した。 S5の石材は粘板

岩で、出土時には二つに割れていた。出土状況から人為的なものではなく、住居廃棄後に落下物など

による衝撃が加わって割れたものと推測される。 S6の石材は流紋岩で、砥面に明瞭な研磨痕が残る。
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S4は安山岩の亜円撲で、蔽打痕に赤褐色の顔料のようなものが付着していた。図化していないが、

S4の東脇に並んで出土した磨石の表面にも赤褐色の物質が付着していた。砥石S7は遺構の検出作

業中に出土したものである。土器はいずれも埋土中の出土で、床面直上のものはない。壷4、底部片

6は2層の上面から、護5は2麗中の床面近くから出土している。 F1は埋土中から出土した釘であ

る。軸部の断面は円形で、軸部上端を叩き、叩打方向に直角に折り曲げて頭にしている。

SI2 (新)の時期は出土遺物からV-2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。(I日)から(新)

への建て替えは聞をおかずに行われたと推測される。

. SI42 SI2に切られているため、床面は全て失われ、壁面と壁溝の一部、柱穴が残存するのみであ

る。床面の平面形は残存部分の形状から隅丸方形と推測され、規模は主柱穴の配置から、長軸3.2m、

短軸2.8mと推定される。床面からの高さは推定値で19cmである。

主柱穴は P13(30X30-67) cm、P14 (38 X 32 81) cm、P15(33X30-81) cmの3基が想定

される。本来は4本柱であったが、 SI2 (新)内の K1の掘り下げで破壊されたものと推測される。

壁溝の断面形は緩い V字形で、幅18cm、床面からの深さは 5cm程度と推定される。

埋土は SI2と類似している。遺物は出土していない。 SI2に先行することから、弥生時代後期前

葉ごろのものと推測される。(家塚)

SI3 (第11図、 PL.3 . 30、第11表)

C4グリッド中央、標高63.5mの緩斜面に立地する。南側2mにSB5が立地する。西端は SI9に

切られる。床面の平面形は隅丸方形で、地形の下る西側の幅が僅かに広い。規模は長軸4.3m、短軸4.3m

である。検出面から床面までの深さは35cmである。

主柱穴は P1 (38X28-59) cm、P2 (45X40-81) cm、P3 (40X35-67) cm、P5 (35 X 

33-73) cmの 4 基を検出した。それぞれの埋土の断面に柱痕が観察でき、その直径は10~15cmであ

る。 P4 (57X50-30) cm、P7 (38X28-14) cmは、主柱穴よりも浅く、直径約10cmの柱痕跡が

残ることから、補助柱穴と考えられるものである。中央ピットの P6 (56X55-60) cmは、床面の

中心より50cm東側に寄っている。上端が方形で、西側に板を立て、地山土を使って固定したような

痕跡がある。埋土は2層に分かれ、下庸には炭化物粒が含まれていた。

壁溝の断面は逆台形で、幅15cm、深さ 5cm程度である。床面は地山の掘削のみで整形され、貼床

は施されない。焼土面は中央ピットと P2の間で4箇所検出した。その反対側では、 P3の南側から

発し、中央ピットにつながる用途不明の溝を 1条検出した。溝の東端は壁溝から離れている。長さは

1.5mで、北へ膨らむ曲線を描く。幅は中央ピット側が10cm、P3側は20cm、床面からの深さはどこ

も6~ 7 cmであるが、標高値を比較すると、溝の両端のほうが2~ 3cm深くなっている。溝の埋土は

住居掘方の埋土と同質であった。掘方の埋土は炭化物を僅かに含んでいた。意図的に埋め戻した痕跡

は無く、自然流入土の堆積によるものと考えられる。

護7は床面付近の埋土中から、嚢8は中央ピットの底面で出土した。どちらも平行沈線が部分的に

ナデ消されている。単純口縁の壷9は埋土中から出土した。図化していないが、中央ピットの北側と

南側の床面直上で台石が2点出土している。台石はもう 1点、東側の壁面に寄りかかり、壁溝の底面

から浮いた状態で出土している。

時期は出土遺物からVI-1様式、弥生時代終末期ごろのものと考える。 (家塚)
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① 灰褐色土(炭化物少l!i混。小礎混)

② 黄褐色土

ミE明褐色土(石の粒を含む。固くしまる)
④ 淡灰褐色土

⑤ 時黄色土ブロック

⑤ 附灰褐色土(黄色土を含む)

⑦ 陪灰褐色土

③ 賞灰褐色土

@ 黄色土ブロック(黄灰色土を含む)

⑮灰褐色土(炭片を含む)

⑨ 灰褐色土(黄色土ブロックを多く含む)

⑫ 灰褐色土

⑬ 暗灰褐色土

⑮暗黄褐色土

⑤ 暗灰i自色土(炭片を含む)

⑮ 陪黄褐色土

⑫ 黄褐色土(聞くしまる)

⑮ 暗寅褐色土(炭片を含む)

⑮ 階黄灰褐色土

容黄褐色土(灰褐色土)

⑮ 暗黄灰褐色土

③ 晴黄灰褐色土

若手 黄褐色土(黄色土ブロックをむ)

容陪黄褐色土(しまりが悪い)

⑮黄褐色土(固くしまる)

⑫ 暗黄褐色土(しまりが惑い)

③ 貧褐色土ブロック

③ 淡灰褐色土(しまりが悪い)

⑮ 淡灰褐色土

@ w昔黄禍色土(聞くしまる)
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第13図 SI4出土遺物

SI4 (第12・13図、 PL.4. 32・48・49、第11・17・19表)

D4グリッドの北西側、標高63.8mの緩斜面に立地する。南西側20mにSI17が位置する。 SB5 

に切られる。また SA4が重なるが前後関係は不明である。 SI4は床面積の拡張を伴う立て替えが行

われているため、新しい方を(新)、古い方を(旧)と呼称する。(新)の床面では多くのピットを検

出しており、配置から SI4 (新)・([日)、 SB5、SA4のそれぞれの柱穴を抽出した。

. SI4 (新) 床面の平面形は円形である。北東側の壁溝が残存しないので、主柱穴の配置から長軸

7.2m、短軸6.6mと推定され、面積は37.3ばである。検出面から床面までの深さは10cmである。

主柱穴は P1 (57 X44-54) cm、P4 (40X34-60) cm、P6 (30X25-54) cm、P11(31 X 

30-62) cm、P12(36X25-79) cm、P21(49 X44-64) cmの6基を検出した。本来は P11

P12聞の撹乱範囲にもう 1基あって、 7本柱で建てられていたと推測する。柱痕の直径は10""'20cm

である。中央ピット P9は床面の中心に位置する。平面形は上が隅丸方形 (145X110-12)cm、下

が円形 (46X40 -26) cmの二段掘りになっている。埋土は自然流入による堆積である。

壁溝は全体の半分弱の範囲で残存している。断面は浅い U字形で、幅14cm、深さ 4cm程度である。

床面は北西が削平されている。(旧)壁溝部分の貼床による埋め庚しを除いて、地山の削り出しのみ

で整形されている。焼土面は18箇所で検出した。埋土は削平のためにほとんど、残っていなかった。

・SI4 ([日) 床面の平面形は円形である。北西側が削平されて壁溝が残っていないが、長軸6.6m、

短軸6.6mと推定され、面積は34.1ばである。

主柱穴は P8 (46 X 31 -51) cm、P13(30 X 27 -42) cm、P14(34X 27 -53) cm、P18(31 

X30-44) cmの4基を検出した。土層断面に残る柱痕の直径は12cmで、ある。中央ピットの北東側と

南西側で溝 1 (70 X 13 -2) cm、溝2 (34X 7 -2) cm、溝 3 (12X12 4) cmを検出した。検

1
1ムつ]
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な灰褐色土

@ 灰褐色土(炭化物を含む)
③ 暗灰褐色土

@) 淡灰褐色土(際の粒と地LlJ土プロックを含む)

⑤ 淡灰褐色土(炭殺と地山土プロックを含む)

⑤ 暗黄褐色土{砂際粒を含む)

IJ) 陪氏褐色土

⑤ 階黄褐色土

奪略灰渇色土

議黄褐色土

@ 褐色土(黄褐色土が混じる)

4会談灰褐色土(地山土プロックを含む)
啄黄灰色土プロック

@ 陪灰褐色土{地LlJ土プロックを含む)

4長崎灰褐色土
⑧ 暗灰褐色土(l白山土プロックを多くむ)

岱灰褐色土{地LlJ土プロックを含む)

~ 黄灰褐色土(聞く Lまる)

⑮ 附黄褐色ニt

事 陪黄褐色土(地山土プロックを含む)

金黄褐色土(炭粒を含む)
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考委 貨褐色土{悶くしまる)
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出面が削平されていたので、本来の形状を残していない。溝 1と溝2との聞に P18を挟んでいるが、

もともとはー続きに(新)の床面に掘られたものと推定する。溝3は両端が撹乱で破壊されている。

どちらも用途不明である。

護10はP21の埋土中から、護11は床面付近の埋土中から出土した。撹乱内で出土した費12は口縁

部に縦方向のハケメあるいは貝殻腹縁を使った平行沈線が施されている。 S8はP1東側の壁溝埋土

中から出土した安山岩の敵石である。両端部に敵打痕があり、側面は手になじむようにわずかな凹み

をつけている。埋土中出土の F2は穿孔具あるいは鍛の茎部と推測する鉄器である。軸部の断面が方

形で、端部の一方は尖り、もう一方は撃で切断したようなつぶれかたをしている。

(新)の時期は出土遺物からV-3様式、弥生時代後期後葉ごろと考える。(1日)から(新)への建

て替えは聞をおかずに行われたと推測される。(家塚)

SI5・SI13・SI19(第14・15図、 PL.4・32・48・49、第11・17・19表)

D5グリッドの標高63.5mの緩斜面に 3軒の竪穴住居跡が重複して立地する。北側 5mにSI2、

南側5mにSI8が位置する。 3軒の竪穴住居跡が重複していたが、土層断面の観察から SI5はSI19

を切り、 SI19はSI13を切ることが判明した。したがってSI13、SI19、SI5の111買に新しくなる。

. SI5 床面の平面形は円形である。北西側が削平されているが、主柱穴の配置から長軸7.1m、短軸

6.6mと推定され、面積は36.8rrlである。検出面から床面までの深さは38cmで、壁面は80度の角度

で外傾して立ち上がる

主柱穴は P1 (50X42-45) cm、P2 (34X30-42) cm、P3 (60X34-50) cm、P4 (68X 

54-37) cm、P5 (32X30-55) cm、P6 (38 X 32 -56) cmの6基を検出した。これらは中央ピッ

トを中心とする半径2.7mの円周上に配置されている。中央ピットの両側に配置された P7 (30X26 

-58) cm、P8(38X34-50) cmは補助柱穴と推定される。柱痕の直径は10'"'"'18cmである。中央ピッ

トP9 (58X52-33) cmは平面円形で、埋土の下層は炭化物の粒を含んでいた。北側の上端外周に

幅50'"'"'6 Ocm、高さ 4'"'"'5 cmの周堤が検出された。南側は撹乱が入っている。

壁溝の断面はV字形を呈し、幅14cm、深さ 3cmである。床面は地山を削りだして整地しており、

貼床は施されない。焼土面は3箇所で検出された。いずれも床面の中心から 1m離れた位置にある。

埋土は4層に分かれるが、自然流入による堆積と考えられる。

P8の周辺から、安山岩の亜円礁と亜角礁が5点集中して出土した。柱の根元に固めて置いていた

ものがそのまま埋没したと推測する。 S9は敵石と磨石の兼用品で、磨面に赤色顔料が付着していた

が、そのほかの礁には使用痕が認められなかった。 S10は中央ピットの南側で出土した敵石である。

F3は図の左側を上にして、南東側の壁面に張り付くようにして出土した。僅かに摺曲する形状から

鎌と考える。 F5は板状鉄片で層位不明の埋土中から出土した。査14は床面直上で出土した。護13、

15と鈍F4は層位確認のためのサブトレンチの掘り下げ中に出土し、一括して取り上げられている。

最も新しい様相を呈する土器はSI5に属するものと考えられる。

時期は出土遺物からV-2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。

. SI19 先行する SI13の内側に重複している。床面の標高はSI13よりも15cm深い。残存する壁溝の

廻り方から、床面の平面形は直径5.4mの隅丸五角形と推定される。検出面から床面までの深さは26

cmである。

主柱穴は P10(38X32-35) cm、P11(32X30-39) cm、P12(52 X45 -46) cm、P13(45X 
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第15図 SI5・13・19出土遺物

35-52) cm、P14(35 X 33 -48) cmの5基を検出した。 P14-P10軸の北側60cmの位置に平行し

て並ぶ P15 (32X28-40) cm、P16 (33X29-41) cmの2基は、その配置から建物の入り口を構成

する補助柱穴と推定される。中央ピット P17 (41X34-30) cmは平面円形で、北側と南側に (85X

25-2"-'5)cmの周堤を配する o床面は地山の削り出しで整形されている。焼土面を2箇所で検出した。

16は埋土中から出土した奮の口縁部である。端部外面は直立し、平行沈線が施されている。

時期は出土遺物から、 V 2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。

. SI13 残存する壁溝の廻り方と、主柱穴の配置から、床面の平面形は直径7mの円形と推定され、

床面積は38.5ばである。検出面から床面までの深さは16cmで、壁面は80度の角度で外傾して立ち上

カtるo

主柱穴は P18(39X37-35) cm、P19(55X47-40) cm、P20(35 X 25 -37) cm、P21 (35 

X20-46) cm、P22 (30 X 28 -50) cm、P23 (38 X 30 -60) cm、P24(54X 34-55) cmの7基を

検出した。本来は P24-P18聞の撹乱範囲にもう 1基あって、 8本柱で建てられていたと推測する。

P25 (50X40-48) cmは補助住穴と考えられる。中央ピットは検出していない。

壁溝の断面は緩い V字型で、幅18cm、深さ 6cmで、ある。撹乱によって破壊されているため、全体

の4分の lを残すのみである。床面は全体の 5%程度しか残存せず、その範囲内で貼床、焼土面は検
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① 陪灰褐色土(砂礎混。士総片を多く包含する)

議 黒灰褐色土(砂擦をやや多く含む。土日昔片を多く包

合する)

② 貨灰褐色土(黄色土プロック;足。砂穣少鼠混}

@ 灰褐色土(黄色土ブロックを含む)

⑤ 陪灰褐色土(黄色土ブロックを含む)

⑤ 黄褐色粘資土

会賞褐色土

③ 黄褐色土(炭化物、黄色土粒少々j昆)

⑤ 灰褐色土

⑮ 附灰褐色土

⑮ 時黄褐色土

⑫ 黄褐色土ブロック

袋灰褐色jこ

袋暗賀補色土{貨褐色土プロックを含む)

審灰褐粘筑土(黄褐色土を多く含む)

4島 黄褐色土(しまりが悪い)
③ 黄十日色土ブロック

4善晴貧褐色土(固くしまる)
⑩ 黄褐色土{閲くしまる

空襲 黄色土ブロック(聞くしまる)

③ 淡灰褐色土

⑫ 賞褐色土

⑮ D<褐色土

多 有音灰褐色土(炭片を含む)

之芸 術賞褐色土

零時灰褐色土

ミ予 防黄褐色土

春町:黄褐色j二(炭片を含む)

事黄色土ブロック

⑤ 淡氏褐色土 G実片を含む)

第17図 SI6・7 (2) 

出していない。埋土はわずかであったが、地山土に類似し、固くしまっていたことから、埋め良され

た可能性がある。埋土中から嚢17が出土した。

時期は、 SIl9に先行することと、一括取り上げをした嚢13の時期からV-1様式、弥生時代後期
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(家塚)前葉ごろのものと考える。

SI6 (第16""18図、 PL.5 . 32・49、第11・19表)

E5グリッドの南東側、標高64mの平坦面に立地する。西側 5mにSI8、北側 5mにSIl9、SI5が、
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北東側 3mにSI15が位置する。北西側が SI7に切られる。床面の平面形は楕円形である。主柱穴の

配置から長軸8.2m、短軸 7mと推定され、面積は45ばである。検出面から床面までの深さは36cm

である。

主柱穴は規模と配置から壁沿いの P1 (36X36-46) cm、P2 (44X28 49) cm、P3 (50X39 

-41) cm、P5 (40 X 37 48) cm、P7 (30X22-52) cm、P9 (40X32-40) cm、P12(36X 

31-69) cm、P14(28X19-65) cm、P15 (26X26-未計測)cmの9基と推定される。 P4 (32 

X30-34) cm、P6 (31 X28-30) cm、P7 (26X24-52) cm、P10 (28X24-38) cm、P11 (26 

X22-62) cm、P13 (24X20-50) cmについては、主柱の建て替えが行われたことを示すものと考

える。 P16(42X34-52) cm、P17(50 X 26 -41) cm、P18(38X34-45) cm、P19(34X24-

49) cm、P20(30 X 24 48) cmは補助柱穴と推測される。柱痕の直径は10~16cm程度である。

壁溝の断面は緩い V字形で、幅18cm、深さ 8cmである。床面は地山を削り出して整地しており、

貼床は施されていない。焼土面は検出されなかった。埋土は上麗と下層の2層に分けられるが、自然

堆積によるものと考える。

出土した土器は破片のみである。嚢18、19、高坪21は埋土上層から出土した。震20は奮の口縁部で、

P16の埋土中から出土した。 F6とF7は埋土下層から出土した鉄製品である。 F6は幅10mm、厚さ

4mmの板状で、端部の1方が折れ曲がっている。形状から錨の基部と推定する。 F7は幅 5mm、厚さ

3 mmの棒状鉄製品で、二つに折れ曲がっている。

時期は出土した遺物から、 V-2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。

SI7 (第16・17・19・20図、 PL.5・30・31・48、第11・12・17表)

E5グリッドの標高64mの平坦面に立地する。南西側10mにSI15、北東側30mにSI10が立地する。

北側で SI16、南東側で SI6を切る。床面の平面形は隅丸方形で、地形が下る北西側の幅が、南東側

(家塚)

よりも90cm広い。規模は長軸6.2m、短軸5.9mである。検出面から床面までの深さは30cmである。

主柱穴は P21 (56X38-50) cm、P22(64X50-61) cm、P23(66 X 54-41) cm、P24(38 

X 36 -29) cmの4基を検出した。中央ピット南東側の P25(40X33-16) cm、P26(32X24-30) 

cmは補助柱穴と考える。 P26は埋め戻されていた。中央ピット P27(80X40-55) cmは撹乱で破壊

されていて、埋土の残りも悪い。上段の深さ約10cmのニ段掘りである。

壁溝の断面は逆台形で、幅20cm、深さ10cmである。床面に貼床は施されておらず、主柱穴に固ま

れた範囲は風化によるものなのか、凹凸が著しい。焼土面は P21とP24の間で2箇所検出した。
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第3章三林遺跡の調査
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第19図 SI7出土遺物(1)

埋土は大きく上層(1層)と下層に分かれ、下層はさらに壁際周辺に堆積した層 (3屠)と、その

後中央に堆積した層 (2層)に分かれる。 1'"'-'2層からは3層に比して多量の土器が出土した。この

ことから住居廃絶後の窪地が土器捨て場に利用され、埋土はその過程で徐々に堆積したものと考える

ことができる。

小型嚢22、高杯33、鼓形器台35、査28、椀31がP24の周囲の床面で出土した。 35は脚部の4方

向が穿孔されている。いずれも破損品である。査23、椀29、30、32は3層中から出土した。 23は

口縁部の小片で、外面に竹管文が刻印されている。 32は完形品で、壁溝の底面から 3cm程度浮いた

状態で正立していた。饗25、26、27、高坪34、低脚坪37、器台脚部36、壷24は2層からの出土で

ある。 37は脚部に 1箇所穿孔されている。護27と高杯34は布留系の土器である。北隅の床面で出土

-28-
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第20図 SI7出土遺物(2 ) 

した敵石Sllは安山岩の亜円礁を用いている。両端に敵打痕があり、側面は手になじむように加工

している。砥石S12は流紋岩の角礁を用いている。西隅の床面で22などの土器とともに出土した。

床面出土の28の頚部の施文は天神)fI II期の特徴だが、 22、33、35は小型化するE期の特徴を示す。

3層出土の23はE期、 2層出土の34はE期の特徴を示す。時代は天神川m期に移りながらも若干E
期の余韻が残る過渡期にあたり、古墳時代前期中葉ごろのものと考える。(家塚)

SI8 (第21・22図、 PL.6 . 30・48・49、第12・17・19表)

E6グリッドの緩斜面の標高63.5mに立地する。東側5mにSI6、北東側10mにSI5が位置する。

床面の平面形は、残存する壁溝と主柱穴の配列から長軸6.4m、短軸6.2mの胴張りの隅丸方形に復元

される。検出面から床面までの深さは46cmである。

主柱穴は壁溝沿いに配置されている P1 (72X54-74) cm、P2 (48X38-77) cm、P3 (60 X 

44-62) cm、P4 (44X34-64) cm、P5 (30X26-34) cm、P6 (42X34-59) cmの6基を検

出した。柱痕の直径は15cm前後である。 P1-P4線上の P7 (42X38-43) cm は直径10cmの柱痕が

残り、補助柱穴と推測する。 P2-P5聞の P14(30 X 20 -29) cmも補助柱穴と推測されるが、他

の柱穴とは異なり埋め戻されていた。中央ピット P8 (104X88-53) cmは上段円形、下段円形の

ニ段掘りである。下段のピットの西脇に底が27cm浅いピットが並ぶ。配置から浅いほうのピットが

後から掘られたものと推測される。中央ピットの埋土は2層に分かれる。上麗は床面の下層の埋土と

同一であるが、下層は地山土のブロックを多く含むことから、中央ピットは住居の廃棄時に埋め戻さ

れたものと推測される。

壁溝の断面形は幅15cm、深さ 8cmの緩いV字形である。床面の整地は貼床を施さず、地山の削り

出しのみで行われている。焼土面は中央ピットの周りで4箇所検出した。北側の床面上で溝 1 (200 

X18-6) cm、溝 2 (180X20-7) cmを検出した。溝 1は中央ピットから北東に向かつて弧を描

いて伸びるが、壁溝までは至らず、溝底に傾斜の方向は認められない。溝2はP2とP8の聞で東西

方向に弧を描き、単独で終結する。溝底は東から西に向かつて傾斜している。どちらも断面は緩いV

字形で、埋土は床面埋土下層と同一である。建物の掘方は床面の外周を埋める 3層、床面の中央を埋
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@ 精黄禍色土日~殺を多く含む)
@ 黄褐色土

③ 暗貨褐色土 (S18を切るピット)

⑤ 陪黄氏褐色土

毒 殺灰褐色土(炭粒を含み、固くしまる)

(J) 貧民褐色土

⑤灰褐色土

告書 陪黄補色土

4量殺褐色土
密淡氏褐色土

qz. 淡黄褐色土
@ E幻自色土(決粒を含む)
傘防指摘色土

4き陪貨褐色土(i!ii.殺を含む)
豪黄褐色土 (i!ii.粒を含む)

恋淡黄褐色土(しまり:思い)

袋陪黄褐色土(段粒を含む)

第21図 SI8
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める 2層、容積の大半を占める 1層によって埋没している。 3層は地山土に類似し、東側に偏る分布

と検出状態から人為的な土の投棄が考えられるが、 1、2層は自然堆積と考えられる。

主柱穴の周辺および、壁面沿いで多くの礎石器が出土した。 P3の東側の床面上で安山岩の台石が

出土した。磨石S15はP12の東側の壁溝際から出土した。石材はデイサイトで、磨面に多量の赤色
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第2節東区の調査
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第22図 SI8出土遺物

顔料および煤が付着している。 P4-P5聞の 3層中で敵石と磨石を兼用する S13が出土した。安山

岩の亜円礁を用い、表面には煤が付着している o P6の北側の床面上で台石と敵石S14が出土した。

両方とも安山岩で、 S14は磨石から敵石に転用している。そのほかにも使用痕が認められない安山岩

あるいはデイサイトの亜円膿が5点、壁際の 3層中から出土している。

1
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円

δ



第3主主 三林遺跡の調査

P6 
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① 晴氏褐色土(炉跡)

② 階灰褐色土

③ 附b疋褐色土

石E 黄灰褐色土(固くしまる)
舎 誠一灰褐色土(聞くしまる)

⑤黄褐色土(固くしまる)

!J) 暗灰褐色土(しまりが懇い)

告書 時黄灰褐色土

@ 暗黄褐色土(黄色土ブロックを含む。聞く

しまる)

@;黄灰褐色土{灰褐色土ブロック、地山ブロッ

クを含む@しまりが悪い)

③ 賞灰褐色土(灰褐色土ブロックを含む。し

まりが夏、い)

@ 黄灰褐色土(地山ブロックを多く含むa 閲

くしまる)

土器の出土量は、撹乱が著しいせいもあり、非常に少ない。嚢38、39は1層から、費40は2層か

らの出土である。埋土中から 5点の鉄製品が出土した。 F9、Fllは3属から出土した。 F9は錨の

刃部で、表面に錆が見える。 Fllは厚さ 2mmの鉄片である。 F8、F10は層位不明の埋土中から出土

したもので、 F8は2本の角棒を接合したような形状をしている。 F10は円形の頭部と軸部を持つ釘

で、現代の釘に酷似することから、撹乱からの出土の可能性が考えられる。 F12は撹乱から出土した

厚さ 4mmの三角形の板で、破損した製品の断片と考えられる。

で

L 

。

{

内

凶

時期は出土遺物からV-2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。

SI9 (第23図、 PL.3 . 32、第12表)

C4グリッドの緩斜面の標高63mに立地する。近辺に同時期の遺構が存在しない。北側で SI1、

出
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第23図 SI9および出土遺物

(家塚)

南東側でSI3をそれぞれ切る。西側の 3分の lは削平されている。床面の平面形は長軸 5m、短軸4.4m

の方形に復元され、面積は22ばである。検出面から床面までの深さは 5cmで、壁面はほとんど残存

しない。

主柱穴は P1 (52X43-58) cm、P2 (50X48-75) cm、P3 (40X36-79) cm、P4 (30X 

29-42) cmの4基を検出した。柱痕の直径は10'""'23cmである。床面中央の炉P5 (70X65-12) 

cmは大小2つの皿状の窪みが東西に連結し、それぞれが焼土面を持つ。東側の小さい炉は炭化物の間

層を2層挟んで地山土で埋め戻されていた。西側の大きい炉は南西側を地山土で埋め戻し、規模を縮

小(約0.6倍)している。南西側の壁溝際に位置する P6 (48X46-26) cmは壁溝と同じ埋土が堆積

することから柱穴ではなく、いわゆる特殊ピットと考える。

壁溝の断面は逆台形で、幅16cm、深さ 6cmである。床面は P5の部分的な埋め戻し以外には貼床
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第2節東区の調査

が施されず、地山の削り出しのみで整地している。床面の埋土はほとんど残存していなかった。

P6の埋土中から土師器椀41、須恵器醒42が出土した。 41は口縁端部が内湾している。 42は口縁

部片で、頚部と口縁部の境界に鋭い凸帯がめぐる。

時期は出土遺物から天神川VIII期、 TK208"-"23、古墳時代後期後葉ごろのものと考える。(家塚)

SI10 (第24"-"28図、巻頭PL.1・2、PL.8 . 35・36・49、第12・17・19表)

C2、C3グリッドの標高64mの平坦面に位置する焼失住居である。南東側15mにSI12、南西側

30mにSI7が位置する。床面は長軸5.6m、短軸5.5mの隅丸方形である。検出面から床面までの深

さは48叩である。

主柱穴は P1 (58X44-73) cm、P2 (54X40-56) cm、P3 (42X42-58) cm、P4 (50 X 

44-70) cmの4基を検出した。いずれも柱痕が残り、その直径は20"-"30cmである。 P7 (18X15-

13) cm、P5 (46X38-15) cmは4基の主住穴に比べて掘方の規模が小さいが、窪みの大きさがそ

のまま柱材の直径とすれば、 P2、P3の柱痕の直径より一回り小さい程度である。主柱に渡された

梁を支えるための補助住穴と考える。中央ピット P6周辺は調査中に入れたサブトレンチの底面が床

面よりも深くなっているが、平面は隅丸方形に復元され、残存する規模は (70X 57 -49) cm、上段

の深さ約 5cmの二段掘りである。

壁溝の断面はV字形で、 I幅16cm、深さ 2"-"3 cmと非常に浅く、床面が壁際で僅かに傾斜するとい

う程度である。貼床は北西側の壁際付近で部分的に施され、床面と壁溝をあわせて整地したようであ

る。焼土面は P7を中心に検出した。

掘方の埋土は複雑に重なり合っていたが、包含物の占める割合から、①黄色土ブロックを多く含む

層、②焼土ブロックを多く含む層、③炭化物を多く含む層、の3種類に大別できる。断面図をみると

床面上に③の土、その上に②の土、①の土が堆積していることが分かる。

炭化物は床面のほぼ全域で検出した。主柱穴に固まれる範囲内は微細な炭片ばかりであるが、その

外側の壁寄りの範囲は板材や縦割の丸太材のように、形の判明する大きな部材が出土している。焼土

ブロックは主住穴よりも内側で多く検出されるが、建物中心は希薄で、 ドーナツ状の分布を示す。焼

土ブロックが炭化材の直上から出土することから、カヤ葺きの上に土を被せた土葺き屋根の可能性を

考えることができる。黄色土ブロックを含む①の層は全域にわたって検出されるが、②、③の層を被

覆するものと捉えることができる。焼土ブロックや炭化材と混ざり合うものは屋根に葺かれた土であ

り、そういったものを含まず上層に堆積する土は、埋め戻しに使われたものと考えられる。

主柱穴より外側の床面上で、建物の中心に向かつて放射状に並んで出土した炭化材は垂木と推定さ

れる。これらのうち 4点の資料について分析を行ったところ、すべてクリ材という同定結果が出た(第

5章参照)。そのほか直径 5mm程度のストロー状の植物繊維の束が垂木の上に重なって出土した。束

の向きは垂木とほぼ同じ、建物の中J心を向いている。建物中心付近でも同じ材質のものが小片となっ

て出土している。これらは屋根に葺かれていたカヤのようなもの(分析の結果、イネ科に同定されて

いる)と考えられる。そのほか、 P1の東側の壁際から約30cm離れた位置で、床面に約8cm堆積した

焼士ブロック (6層)上面と黄色土ブロック・焼土ブロック・炭化材混じり土 (4層)に挟まれた状

態で、屋根葺き材と同じ素材(同定結果:イネ科)を網代編みにしたものが出土した。大きさは (35

X45) cm程度で、 5、6本の繊維を 1幅にして編みこんでいる。出土状況から住居の壁面を保護す

るために被せていた壁材の一部分と推定される。炭化材と埋土の堆積状況から、竪穴住居の屋根は垂

qu 
qu 
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@ 灰褐色土(黄色土ブロックを含み、炭化材を多く含む)

@ 灰悩色土(黄色二七ブロック、焼土ブロック、炭化材を含む)

⑮ 黄臼色粘土ブロック(焼土ブロック、炭化材を含む)

@'立灰褐色土(炭化物粒を含む)

⑤ 明黄褐色土(j)i化物粒を含む)

@l 灰黄褐色土
@l 黄濁色土(様化物校を僅かに含み、 i割くしまる)
霊安 前褐色土(閲くしまる)

争時前1&色土(炭化物救を少量含む)

若手 暗赤褐色土(黄色土ブロック、炭化物粒を僅かに含む)

争時貧褐色土(炭化物粒を多く含む)

毛主 黄D(褐色土(炭化物救を含む)

黄色土ブロック

灰褐色土(黄色土ブロック、炭化材を含む)

明黄褐色土{黄色土ブロックを含む)

前灰褐色土(黄色土ブロック、焼土ブロック、炭化材を含む)

黄褐色土(黄色土ブロックを含む)

焼土ブロック(D(褐色土を含む)

明貨褐色土

E疋?品色土(黄色士校、炭化物粒を含む)

防策灰褐色土(焼土ブロック、 i炭化材を含む)
防政灰補色 t:

灰褐色土(黄色土ブロック、炭化材を含む)

貨褐色土(黄色こtブロック、炭化材を含む)

念
品
首
会
安
③
窓
会
答
品
宮
容
⑤
⑮

0S  = 1 : 802m  

SI10 

AH4 

Q
U
 

第24図



一苧守会守ミザ¥
一一JL 句、句、 日1S 一一-- 一一一一一一…
〆日 g 

UlOO.v9=H 

ご
H
H
E
品

C
C
告

の

'A 
〆，8

「コ

H=64.00m 
A 

夫ノ
一
凶 申-- E 

48 

18 

第25図 SI10遺物および炭化材出土状況
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第27図 SI10出土遺物(1 ) 

木の上にカヤを葺き、その上から土を被せていたと復元される。中央部から焼土ブロックが出土しな

いことから、天井部までは土が被せられなかったようである。火は内側から柱や垂木、カヤ材を燃焼

させ、それらが徐々に崩落して床面に堆積する。さらに土屋根が焼けて、ブロックとなって崩落する。

この過程が複雑に何度も繰り返されて住居は埋没していったと考えられる。建材が床面の中央で出土

しないのは、天井が高い中央部分は火の回りが強く、完全燃焼したためで、一方壁際付近は生焼け状
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第 3章三林遺跡の調査

態の建材の上に焼土ブロックが被さり、蒸し焼きになったと考えられる。同様に前述のカヤ状素材の

編物も、焼土ブロックが崩落している最中に剥がれた壁材が挟まれて、蒸し焼きになって残ったもの

と推測されるお。

床面上で多くの土器が出土した。査43は中央ピットの東側で、嚢44と小型饗46はP4の北東側

で横倒しになっていた。 44は押しつぶされた状態で、破片は底部まである。小型護47は布留系の土

器であり、 P3南東側の壁際で、口を上に向けた状態で出土した。小型丸底壷49と高杯51は南東隅

の壁溝内から出土した。 49は口を上に向け、押しつぶされた状態だ、った。 51は脚部が無く、杯部は

完形である。中央ピットの南側から出土した高坪55は、坪部を上に向け、押しつぶされた状態だ、っ

た。高坪50は脚部がないが坪部は完形で、北東側の壁面に立てかけた状態で出土した。嚢48、高坪

54、低脚坪53は破損品で、押しつぶされていた。小型丸底鉢52は南西側の壁際、床面よりも若干浮

いた状態で口を斜め下に向けて出土した。底部外面に木の葉の葉脈の圧痕が残る。費45は破片であり、

北西側の壁際、床面より若干浮いた状態で出土した。砥石S16はP4の南西側の床面上で出土した。

石材は花闘岩質アプライトで、重さは19k9である。 4面が使用されており、表面は火災時の被熱によっ

て赤色化している。 S16の北西側 1mの地点から出土した砥石S17はS16を母材とするもので、 S16

との接合面が砥面に使われている。砥石S18は流紋岩で、東隅の床面上で出土した。 F13は麗位不明

の埋土中から出土した鉄製品であり、板に鋲が打ち込まれた破片が2点含まれる。整理中に破損した

同一個体のようであるが接合点はない。混入品の可能性がある。

時期は出土遺物から天神川E期、古墳時代前期中葉ごろのものと考える。炭化材の放射性炭素年代

測定を実施したところ、約1800年前という結果が出ている。(第5章第1節参照家塚)

註)浅川滋男氏のご教示による。

SI11・20(第29図、 PL.10・33、第12表)

C1・D1グリッドの緩やかに東側に傾斜する標高63.5mに立地する。 2棟の竪穴住居跡が重複し

ており、出土遺物から SI11がSI20に先行すると考えられる。両遺構の床面の比高差は約40cmを測る0

・SI11 床面の形態は長軸4m、短軸3.6mの隅丸方形と推定される。検出面から床面までの深さは

23cmで、ある。床面の大部分が樹根によって撹乱されているため、遺存状態は良くない。また、東側

部分は緩やかに東側谷部に向かつて傾斜しているため、土が流出してしまった可能性が高く、東側の

壁面は確認できなかった。

ピットは全部で 9基検出された。そのうち主柱穴と推定されるのは P1 (38X35-55) cm、P2 (27 

X22-50)cmである。南北側の壁際に柱を立てていたと考えられる。床面で焼土が3箇所検出された。

埋土は2層に分けられるが、流れ込みによる自然堆積と考えられる。

床面近くの埋土中から輩56が出土した。この遺物から、天神)11 II期、古墳時代前期前葉ごろの遺

構であると考えられる。

・SI20 遺構の北側半分以上が調査区外であるが、床面の形態は 1辺4.4mの方形と推定される。検

出面から床面までの深さは南側部分で最大67cmを測る。壁溝は西側と南側で検出した。断面はV字

形で、最大幅23cm、深さ 8cmを測る。調査範囲内では床面でピットを検出できなかった。遺構埋土

は3層に分層できた。 1層は耕作土であり、 2、3層は流れ込みによる自然堆積である。

埋土中から護57、58、高坪59が出土した。出土遺物から判断して天神川VI期、古墳時代中期中葉

ごろの遺構であると考えられる。 (小谷)

。。
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第29図 Slll・20および出土遺物

SI12・21 (第30"-'32図、 PL.9・33・34・48、写真 1、第12・13・

17・19表)

D1・E1グリッドの緩斜面の標高63.7mに立地する。両遺構の約

2m東側からは谷部への傾斜が急になる。 SI12とSI21は床面がほぼ

同レベルであるが、遺構埋土、出土遺物等から判断し、 SI12が廃絶

された後、 SI21が建てられたと考えられる。これらは東区では比較

的残りのよい遺構である。

. Sll 2 床面の平面形態は隅丸方形で、長軸6.2m、短軸6.06mの隅

丸方形の建物である。検出面からの深さは南西部で最大77cmを測る。

ピットは全部で10基検出された。そのうち主柱穴と想定されるの

はP1，，-， P4で、 4本柱建物であると考えられる。ピットの規模はP

1 (45X36-53) cm、P2 (52X48-51) cm、P3 (45X40-61) 

cm、P4 (50X40-55) cmである。 P1、3、4には幅25cm前後の柱

痕あるいは抜き取り痕がみられる。また、それぞれの主柱穴問には補

助柱穴 P6 (41X38-22) cm、P7 (29 X 29 -28) cm、P8 (31 X 
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第3章三林遺跡の調査

26-12) cm、P9 (23X23-18) cmが配置されている。中央ピット P5は二段掘りで、長円形の浅

い掘り込み (134X105-8)cmのほぼ中央に、ピット (45X39-81)cmが深く掘り込まれている。

ピット埋土の中~下罵 (24層)は炭化物・炭化物粒が多く混じる。

壁溝の断面は緩いV字形で、幅18cm、深さ 6cmで全周している。 SI21と重複する範囲の壁溝は

SI21の建造に伴い貼床が施されていた。床面には部分的に貼床が施されていたが、正確な範囲を確

認できなかった。焼土面は柱穴に固まれた範囲内で6箇所に散在している。埋土は耕作土を除き 3層

(10層、 11層、 12層)に分麗できた。遺構埋土の大半を占める10. 11層は流れ込みによる自然堆積

であると考えられ、多量の土器片を包含していた。床面を薄く被覆する12層は貼床土の可能性がある。

11層中から直口壷61、査62、翌日、 65、67、68、低脚杯70、鼓形器台71、72が出土した。 12

層中からは壷60、護66、69が出土した。床面直上の12層中から嚢64が出土した。他にも SIl2の埋

土全域から大量の土器片が不規則に出土し、器種も様々であるが完形品は出土しなかった。この遺構

から出土した遺物の多くは本来この遺構に伴うものではなく、建物廃絶後に他所から持ってきて廃棄

されたものであると推測される。南東部壁際にある P10(81X64-13) cm埋土中から、ラグビーボー

ル形で、縦2条、横3条の溝を施した有溝石錘S19が出土している。また、南東部埋土から袋状鉄

斧F14、P2内から鉄製の穿孔具F15、その他にも埋土中から安山岩の敵石S20、21等が出土した。

時期は出土遺物から天神川E期、古墳時代前期中葉ごろと考えられる。

'S121 SIl2の北側部分の掘方と埋土を切って作られている。平面形は長軸3.3m、短軸2.6mの方形で、

検出面からの深さは西側で、最大44cmを測る。

ピットは全部で6基検出された。そのうち主柱穴と想定されるのは P5 (27X26-66) cm、P2 (27 

X26-30) cmで、 2本柱建物であったと考えられる。主柱穴間距離は1038mを測る。また、中央付

近に位置し、溝と重複する P4 (35 X 20 -13) cmは炭化物・焼土粒の混じりがある。

壁溝は北側でのみ検出したが、それとは別に中央付近の P4から幅12cm、深さ 5cmの溝が約107m

東方向に伸び、壁に到らず収束している。埋土は耕作土も含めて4層に分層できた。埋土状況から判

写真 1 SI12遺物出土状況(南から)

-40-

断すると流れ込みによる自然堆

積と考えられる。

埋土中から嚢73が出土した。

遺物から天神川VI期、古墳時代

中期中葉ごろの時期と考えられ

る。 (小谷)
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第31図 SI12・21出土遺物

SI15 (第33・34図、 PL.6・32・48、第13・17表)

E4グリッド、標高64.2mの平坦面に立地する。南西側3mにSI6、北西側10mにSI5が位置する。

床面の形態は胴張りの隅丸方形である。規模は長軸4.4m、短軸4mに復元される。検出面から床面

までの深さは6cmである。

主柱穴は P1 (34X29-57) cm、P3 (59X37-55) cm、P7 (23X23-48) cm、P9 (44X 

30-44) cmの4基を検出した。床面の四隅の、壁面から40cm内側に配置される。主柱穴間距離はP

1 -P3聞が2.8m、P3-P9聞が2.7m、P9-P7聞が2.8m、P7-P 1聞が2.7mである。柱痕

はP9に残り、直径は16cmである。 P1は柱が抜き取られている。補助柱穴は P2(30X25-17) cm、

P4 (23X12-16) cm、P6 (35X20-9) cm、P8 (35X28-29) cmの4基を検出した。 P1 -P 

3聞の P2と、 P7-P9聞の P8が対になり、中央ピットの両側に並ぶP4、P6が対になる。 P2

っ“44 
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第32図 SI12出土遺物

第2節東区の調査
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は焼土面を切っていることから同一場所での建て直し、あるいは補助柱の追加が行われたことが推測

できる。中央ピット P5 (47X38-27) cm は主柱穴の対角線の交点に位置する。埋土は不明である。

壁溝の断面は緩い V字形で、幅10cm、深さ 5cmである。壁際を全周していたものと推測される。

検出時から床面が露出し、掘方埋土はほとんと、残っていなかった。床面は撹乱が著しい。貼床は施さ

れていない。焼土面を P2の位置に 2箇所検出した。

護74は掘方埋土中から出土した。 75は中央ピットの埋土中から出土した小型の歪である。内面は

頚部までヘラケズリされ、体部外面に指頭圧痕がある。実用品かどうかは不明である。砥石S22はP

3南東側の床面上から出土した。石材は流紋岩質凝灰岩であり、全面が砥面として使用されている。

時期は出土遺物から、 V-2様式、弥生時代後期中葉ごろのものと考える。(家塚)

SI16 (第35図、 PL.6・43、第13表)

D5"-E5グリッド、標高63.8mの北西向きの緩斜面に立地する。南西側20mにSI27が位置する。

南東側がSI7に切られ、北東端が同時期の SI13と重複する。 SI7に切られていることと、撹乱によっ

て床面の 3分の 2が破壊されている。残存する壁溝と主柱穴の配置から復元される床面の形態は、長

軸4.2m、短軸4.2mの胴張りの隅丸方形となる。

主柱穴は P2 (62X40-72) cm、P4 (28X24-56) cm、P6 (32X28-68) cm、P10(22 X 

20 -46) cmの4基を検出した。それぞれ床面の四隅の、壁面から40cm内側に配置されたものと推測

される。主柱穴間距離は P2-P6聞が3.4m、P6-P4聞が2.8m、P4-P10聞が3.1m、P10-
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柱痕はP7に残P2聞が2.8mである。

(88 X 68 K1 直径は20cmで、ある。り、

cmはSI7の床面で検出した土坑-49) 

規模は大きいが位置的に SI16である。

の中央ピットに当たるものと考える。埋

土4層から土器が出土した。

l幅15cm、壁溝の断面は緩い V字形で、

深さ 4cmである。壁際を全周していたも

のと推測される。検出時から床面が露出

掘方埋土は残っていなかった。床面し、
、移

の 1断面図 A-A'は撹乱が著しい。

(メ
T住 T 一一

両画面函

H=64.60m 
， 

B Pl P2 P3 

~γ寸可)
4 

層は貼床土の可能性がある。焼土面を P

P7はこ

SI16に伴わない

4の北東側に 1箇所検出した。

の焼土面を切るため、

柱穴である。

CD !i(褐色土(砂原少儲混)
@ 黄灰褐色土

ミ李氏褐色土(賀色土ブロックを古むa

しまりが懇く、役乱状)

④硝黄褐色土 昏黄褐色土

吾首掲色士 号暗黄褐色土

霊長黄!i(褐色土(固く Lまる)

さき苗褐色土 審賀氏褐色土

⑮ 黄褐色土(地山土ブロックを古む.

固くしまる}

H=64.60m 

一寸~一寸ー

76は中央ピット K1から出土した小

破片がまとまって出土型の嚢である。

一~一一?で~

口縁端部

は僅かに上方につまみ出され、外面に2

上半が完全に復元された。し、

内面は頭部まで削条の凹線がヲiかれる。

。 S= 1 : 802m  られる。外面に煤が付着している。

~~ 
SI15 

?J
74 

第33図

モ三三三二コ
~一一一一寸

(家塚)

3かV-1様式、

生時代後期前葉ごろのものと考える。

時期は出土遺物から、

第17表)PL. 7・48、(第36図、SI17 

南半はF5グリッド北東隅の平坦面に立地する。

1¥( ナ¥A--¥11 /jF，JJ 

ム

転地返しで破壊されている。北半も耕作の撹乱が著

床面の形態北東側30mにSI3が位置する。しい。

05=1:4  IOcm 。

短長軸4.6m、は残存する壁溝と柱穴の配置から、

軸4.4mの隅丸方形と推定する。検出面から床面ま

での深さは6cmである。

(38X32 P3 cm、(38 X 36 -65) 主柱穴はP1

(35 X 34 

壁面から60cm内側

P7 cm、(48 X 35 -48) 

cmの4基を検出した。

P6 cm、-58) 

-63) 

主柱穴問距離はP1 -P3聞が3.1に配置される。

P 

P7 

P6 -P7聞が3.1m、

P6、柱痕はP3、

P3 -P6聞が3.1m、

7 -P 1聞が2.9mである。

m、

SI15出土遺物第34図

P 1 -P3聞のP

-44-
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直径は20"-'24cmで、ある。

cm、(24X21-19) 

に残り、
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第2節東区の調査

ト

寸|
バヘ♀Jpg

{一VH
L

Z
C
N
T
中
川
計
工

SI7 

。 S=l0四

。 S= 1 : 802m  

H=64.20m 
A A' 

(I) 暗黄褐色土(黄色土プロックを含む)

号淡灰褐色土(黄色土プロックを含む)

会灰褐色土日~化物粒を含む)

④ 灰褐色土(黄色土プロックを含む)

⑤ 暗黄褐色土

@ 賞掲色土

⑦ R古賀褐色土

@ 暗黄褐色土

③ 灰褐色土

寸「

H=64.20m 

c P 2 c' 

1 6 '0 I ¥ ~ f( I 

H=64.20m 
E E' 

H=64.20m 

B P6 
P4 

H=64.20m 
5一一 IS' 
PIO 

-w- -w-

第35図 SI16および出土遺物

27-26) cmは規模と配置から補助柱穴と考える。南半の天地返しの範囲は床面よりも30cm以上掘り

下げられているために、 P6-P7問、 P7-P 1聞に存在した補助柱穴は破壊されたと推測される。

中央ピット P5 (47X40-59) cm は主柱穴の対角線の交点より40cm東寄りに位置する。ピットの検

出面は削平されているが、二段掘りで作られていることが確認できた。主柱穴と同じ程度の深さを持

つが、埋土は単一層であり柱痕は確認できなかった。

壁溝の断面はV字形で、幅15cm、深さ 4cmである。掘方埋土はわずかしか残っていなかった。残

存する範囲の床面で、貼床と焼土面は検出されなかった。

P2 -P3聞の床面付近で敵石S23が出土した。おにぎり形の安山岩の亜円礁で、辺部とその反対

側の頂点に敵打痕がある。

埋土中から図化できないほど小片の衰の口縁(取り上げNO.693、図・写真なし)が出土した。それ

に基づき、 V-3様式、弥生時代後期後葉ごろの住居跡と考える。(家塚)

SI18 (第37図、 PL.7・32、第13表)

F6グリッドの西向きの緩斜面に立地していたと推定される。天地返しのために本来の遺構検出面

が完全に破壊されている。北東側5mにSI7、南側30mにSI43が位置する。床面の形態は胴張りの

隅丸方形である。規模は長軸4.4m、短軸4.2mで、ある。検出面から床面までの深さは6cmである。

主柱穴は P1 (44X 38-69) cm、P2 (46 X44-59) cm、P3 (43X39-53) cm、P4 (44X 

42-58) cmの4基を検出した。床面の四隅、壁面から60cm内側に配置される。主柱穴間距離は P1

-P2聞が2.7m、P2-P4聞が2.2m、P4-P3聞が2.3m、P3-P1聞が2.4mである。柱痕は

R
U
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H=64.40m 日=64.40m

B P 1 P 3 B' C P5 P4 C 

日誌64.40m
C 

P7 

C 

P6 

~一一一ーマヤ

(Iisl 
ム

~ 

~ 
① 時褐色土 Ud(粒を含む)

② 黄褐色土

③灰褐色土

足む 灰褐色土

⑤ 賀補色土プロック

⑤黄褐色土ブロック

⑦ 黄禍色土

⑧ 灰褐色土

⑤ 淡黄褐色土(炭粒を含む)

⑮ 黄褐色土

@ t童灰褐色土
惨 員一灰褐色土(黄色土プロックを含む)

S23 

0s  0ζ1 : 40叩

第36図 SI17および出土遺物

深さは最大64cmを測る。

P1"'-'3に残り、直径は12"'-'24

cmである。中央ピット P5 (42 

x34-41) cmは建物の中央よ

りもピット 1基分南東側に位置

する。埋土は不明である。

壁溝の断面は V字形で、幅

16cm、深さ 6cmである。壁際

を全周していたものと推測され

る。掘方埋土は僅かしか残って

いなかった。床面の撹乱が著し

く、本来の面積の約4分の lが

島状に残存する。貼床は施され

ていない。

出土遺物はP2の埋土中から

嚢あるいは壷の底部の小片が出

土したが、図化不能であり、時

期も不明である。図化された土

器は遺構検出中に、天地返しで

撹乱された土から出土したもの

である。 77は小型の費、 78は

小型器台の受け部である。

時期は出土遺物から、天神j[[

E期、古墳時代前期中葉ごろの

ものと推定される。(家塚)

SI22 (第38・39図、 PL.9・33・

43・48、第13・17表)

F2杭を中心とする、標高

64.2mの平坦面に立地する。撹

乱をあまり受けておらず、遺存

状態の良い建物である。平面形

は方形で長軸3.7m、短軸3.4m

を測る。検出面から床面までの

ピットは全部で8基検出された。そのうち主柱穴と推定されるのは P2(26X26-67) cm、P3 (35 

X30-57) cmで、 2本柱建物であると考えられる。主柱穴問距離は1.35mを測る。配置状況から補

助柱穴と考えられる P4 (26x23-5) cm、P5 (25X22-24) cm、P6 (20x19-55) cm、P7 (27 

X 27 -60cm)の4基を検出した。中央ピット P1 (58 X 47 -21) cmは2段に掘り込まれており、下

層埋土は褐灰色土と炭化物が混じる層 (12語)で、焼土ブロックも少量含んでいる。北東側の壁際

-46-
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@灰間色:1:(暗黄色土ブロックを

多く含む)

③ 漬筒色土ブロック(閲くしまる)

③灰褐色土

⑤ 灰掲色土 (~ff貧色土ブロックを

多く含む)

@暗黄色土ブロック
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第37図 SI18および出土遺物

第2節東区の調査

で上段 (81x67-3) cm、下段 (58

X35-44) cmのニ段掘りの特殊ピッ

トP9が検出された。南隅壁際の P

8 (38 X 32-23) cmの底面から高

郎82が同一個体の脚部に坪部を被

せた状態で、護の胴部片とともに出

土した。 P8は検出に失敗したが、

埋土は地山土であり、住居の床面に

土器を埋納するための穴であるとい

える。

壁溝は断面台形であり、幅22cm、

深さ 6cmで全周している。床面に貼

床はなく、焼土面も検出されなかっ

た。埋土は4層確認された。埋土堆

積状況から判断すると、流れ込みに

よる自然堆積であると考えられる。

埋土は暗黄褐色土系の埋土が主体

で、全体的にしまりがない。

P9の2段目の掘方の西側から椀

81が伏せた状態で、そのほか P8

付近の床面で費80、埋土下層から

護79、P3底面から細粒花商岩の敵

石S24が出土している。

時期は出土遺物から、天神川VI期、古墳時代中期中葉ごろと考えられる。(小谷)

SI27 (第40・41図、 PL.7・38・48、第13・17表)

F6グリッドの西向きの緩斜面に立地していたと推定される。天地返しのために本来の遺構検出面

が完全に破壊されている。北東側20mにSI16が位置する。床面の形態は円形に近い胴張りの隅丸方

形である。規模は長軸4.4m、短軸4.4mである。検出面から床面までの深さは26cmである。

主柱穴は P1 (64X43-38) cm、P2 (70X56-46) cm、P3 (49X32-40) cm、P4 (48X 

41 48) cmの4基を検出した。 P3、P4が壁溝際に寄るのに対し、 P1は40cm離れた位置にある。

主柱穴問距離はP1 -P2聞が2.7m、P2-P3聞が2.5m、P3-P4聞が3.1m、P4-P 1聞が2.5

mである。柱痕は P1"'4に残り、直径は10"'20cmである。中央ピット P5 (60X58-28) cmは主

柱穴4基の対角線の交点に位置する。埋土は外側からの流れ込みによる堆積状況を示す。主柱穴4基

と中央ピットの配置は、床面の中心から約20cm南西側に寄っているといえる。床面P6 (44X 36-

18) cmは壁溝埋土を切ることから、この住居跡に伴わない。

壁溝の断面はV字形で、幅10cm、深さ10cmで、ある。壁際を全周していたものと推測される。床面

の撹乱が著しく、本来の面積の約3分の 1が島状に残存する。貼床は施されていない。焼土面は検出

できなかった。

円

i44 



¥ 米
11 11 

'" ι 
/E ~、時λ

}/ 日Ilく1
~ @P6 

S24 

1111 ------.6.' 
LIIIIL@劫③q2

冷ミミェグ 」

P7P3  P1 

I '" 11 

立 CZ52

L 
fノ調i

戸【 1 J/ 
o 

第 3章三林遺跡の調査

i1 

79 

82 

0 S  = 1 : 802m  

ヨ立 掲灰色土{炭化物少盤混。もろい)

⑤ 黄褐灰色土

@ 褐灰色土と炭化物の混じり(焼土プロック少量混)
⑫ 黄褐灰色土(下閣に炭化物少鼠混)

⑮ 縄灰色土{炭化物少致混)

⑤ i河灰褐色土

@lを褐灰色土

器明褐灰色土

H=64.40m 
A' D D' 

P5 

一~

① 黄褐色土(③より褐色が強くしまりがない)

② 陪褐灰色土(ややもろい)

③ 黄褐色土(炭化物少盤混)

③ 暗tltl品灰色土
⑤ 黄灰褐色土(⑤よりやや暗い)

⑤ 貨灰褐色土

⑦ 黄灰色土(白色が強い)

③ 貨商灰色土

@ 黄褐灰色土

第38図 SI22

ヒニー~-~

0S  = 1 : 4 IOcm 

第39図 SI22出土遺物
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B -B' の断面を見ると、断面に柱痕の残る Plの範囲は床面と同じ高さで掘方埋土が堆積してい

ることから、住居の柱材が床面から切り離されたと考えられる。住居は自然倒壊ではなく、解体され

たと言える。

出土遺物はP2の埋土中から費83が出土した。口諒端部は僅かに拡張し、外面に 3条の凹線がヲi

-48-



かれる。内面は頚部下までケ

ズリが入る。嚢84は掘方埋土

中から出土した。 S25は北東側

の床面よりもやや上から出土し

た、花岡岩質アプライトの砥石

である。 4面が使用されてい

る。 P4の東側の床面から安山

岩の亜円擦が出土した。使用痕

はなく、用途不明である。

時期は出土遺物から、 V-1 

様式、弥生時代後期前葉ごろの

ものと考える。(家塚)

SI28 (第42・43図、 PL.ll・38・

48、第13・17表)

G5グリッドに位置する。天

地返しによる撹乱が著しく、床

面レベル付近まで掘削された範

囲も広く、遺存状態は悪い。地

形図の周辺の等高線の流れか

ら、北西側に下る緩斜面に立地

していたと推定される。平面形

は長軸5.8m、短軸3.3mの隅丸

長方形である。

ピットは全部で6基検出した。そのう

¥ 
局常戸

ι 
ζロ〉 ア

/少

足三旦.:'hOOm
B 

v 。命

ヤ/

旦三担工OOm
C P4 

6 

① 暗黄褐色土{地山プロック

を多く含む)

② 淡黄褐色土

③ 淡灰褐色土

③ 暗黄褐色土

⑤ 貨色土プロック

ー-=⑥ 淡黄褐色土(炭枝を含む)

v ⑦ 暗貨褐色土(炭片を含む)

③ 黄褐色士(閲くしまる)

⑨ 暗賞褐色土(しまりが悪い)

⑩淡褐色粘土プロック(聞く

しまる)

⑤ 暗黄褐色土(淡灰褐色粘土

D' プロック、炭片を含む)

⑫ 淡灰褐色粘土プロック(階

黄褐色士、炭片を含む)

ミ美

¥--!j-

j党吉L

2 

H=64.00m 
D Pl 

ち主柱穴は P1 (47X46-65) cm、P

2 (54X38-40) cmで、 2本柱建物で

あると考えられる。主柱穴問距離は2.05

mを測る。 P3 (42X27-67) cm、P5

(53X38-46) cm、P6 (42X40-50) 

cmも規模が大きく、 3本柱の時期があっ

たことも考えられる。

また、上面が隅丸長方形状の特殊ピッ

トP4 (84X63-67) cmの下層部には

炭化物・炭化物粒が混じっていた。

周溝の断面は U字形で、最大幅16cm、

深さ 7cmを測る。東側と北側の壁溝は

埋め良されて、床面を拡張した痕跡がわ

ずかに認められた。焼土面は検出できな

P5 P3 

第40図 SI27
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第2節東区の調査
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OS  = 1・ 10凹

第41図 SI27出土遺物
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込4f 全ミ弐 ~ 

ι 

~ぺ、~、 。
l持 I~ V 

H 。ョo 
ζの ι 

lA 

O ⑫台石 ① やや暗黄灰褐色土(埋め戻し。 1

-1日間大のE章、氏褐色土小プロッ

夕、黄色地山土プロックを含む)

② 貨灰褐色土とD(褐色土の混じり

(炭化物混)

③灰褐色土(非常にもろく、坦!め戻

したような土で、 1日cm大のプロッ

ク状に崩れる)

④ やや暗灰褐色土(炭化物、炭化物

粒混)

⑤黄灰褐色土{非常にもろく、埋め

A H=64司60m
戻したような土)

P4 -p;' ⑥ やや附灰褐色土(ややもろい)

⑦ 褐灰色土

4 。 S= 1 : 802m  

第42図 SI28

かったが、 P1 -P 2聞の床面付近の埋土には炭化物・炭化物粒が混じっていた。掘方埋土は暗黄褐

色土が主体で、断面を見ると地山土ブロックがモザイク状に堆積していた。これらの閣は自然堆積で

はなく、埋め戻しがなされたと考えられる。

埋土中からの出土土器は小片で、器種、時期ともに不明であった。護85、86、88、直口査87、低

脚坪89、鼓形器台90は床面範囲内の撹乱土中から出土したものである。南側壁際からは安山岩の敵

石S26が出土している。 P2の東側部分には床面に埋め込んだような状態で台石が出土した。

時期は撹乱層出土の遺物から、天神川E期、古墳時代前期前葉ごろのものと推定する。(小谷)

SI29 (第44・45図、 PL.ll・38、第13表)

G2"-'H2グリッドの標高64.2mの平坦面に立地する。西側半分は天地返しによる撹乱のため床

面が削平され、柱穴が残るのみであるが、東側半分は比較的良く残っていた。残存部分の掘方の形

態、ピット配置状況から判断すると、床面の平面形態は長軸7.2m、娃軸6mの隅丸方形と復元される。

検出面から床面までの深さは30cmである。

ピットは全部で6基検出された。主住穴は P1 (35 X 34 -72) cm、P2(39X34-72) cm、P3 (34 

X24-56) cm、P6 (29X28-61) cmの4基である。それぞれの主住穴ピット内には炭化物が混じっ

ていた。 P1には柱痕又は抜き取り痕(幅約16cm)が認められ、 P2は他の柱穴より多くの炭化材・

炭化物を含んでいた。また、 P3からは3"-' 4 cm大の長さをもっ炭化材片も出土している。中央ピッ

トP4 (81X64-14) cmは隅丸方形で浅く、埋土中から遺物・炭化物等は出土しなかった。

中央ピットの西側の床面上の (47X43-1"-' 2) cmの範囲は砂及び、砂質土が多く混じり、 0.5"-'2 

cm大の操・小石がまばらに敷き詰められていた。被熱した痕跡、炭化物等は認められないが、東と西

ハU
「

D



の両側の床面で焼土面を検出した

ことから炉に関係する施設と推定

する。残存する部分の埋土は南北

ベルトで2層に分麗できた。流れ

込みによる自然堆積であると考え

られる。

主柱穴の 1つである P3中層か

らは土器片が数点出土し、そのう

ち饗91を図化した。掘方埋土中

から費92、低脚杯93、床面付近

から低脚坪94、95が出土した。

時期は出土遺物から、天神川E

期、古墳時代前期前葉の時期に相

当すると考えられる。(小谷)

SI30 (第46図、 PL.11・44、第13

表)

H3グリッドに位置する。天地

返しの撹乱を全域にわたって受け

ているため、遺存状況は極めて悪

Z 
R ニd

¥コ主??

ケイペ

第 2節東区の調査

く検出は困難を極めた。重機によって大部分を床面レベル以下まで掘り削られており、床面はほとん

ど残存しないような状況であった。残存する壁溝とピットの配置から、床面の形態は隅丸方形で、長

車由5.9m、短軸5mと復元される。検出面から床面までの深さは30cmである。

床面推定範囲内でピットを 7基検出した。そのうち主柱穴はP1 (43X40-75) cm、P2 (50 X 

43-84) cm、P3 (42X32-72) cm、P4 (35X35-75) cmの4基である。主柱穴間距離はP1-

P2聞から順に (3.8、4.0、3.5、3.7)mである。中央ピット P5 (68X57-100) cmは2段に掘り

込まれており、上段は床面から20cm程度の深さをもっ。下段の埋土下層 (11、12層)には炭化物が

j毘じっている。

また、南西側の壁際に位置する平面隅丸方形の特殊ピット P6 (67X48-96) cmの埋土は、地山

土主体でもろくブロック状に崩れやすいことから埋め戻し土である可能性が高い。このピットはかな

り深く掘り込まれているのが特徴であるが、遺物・炭化物等の出土もなく、用途等は不明である。

東隅には床面より 10cm程度高く造った部分(推定復元値約1.6m以上×約0.9m)があり、ベッド

状遺構であった可能性が考えられる。

埋土中から費96、高坪97が出土した。出土遺物から判断して天神川 I期、古墳時代前期初頭ごろ

。 S= 1 : 4Ocm  

第43図 SI28出土遺物

の遺構であると考えられる。

SI41 (第47・48図、 PL.10・42・48、第13・14・17表)

17杭を中心とする範囲、標高64mの平坦面に位置する。遺構の約2'"'-'3m東側からは谷部への傾

(小谷)

斜が急になっている。天地返しによる撹乱で、床面レベル以下まで削平された範囲が広く、東側部分

を除いて残りは悪い。南東隅で平安時代の火葬墓SX1と重複している。平面形は長軸5.6m、短軸5.4

1
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第3章三林遺跡の調査

mの胴張りの隅丸方形で、遺構

検出面が残る東側部分で、標高

64.0m前後を測る。

ピットは全部で12基検出さ

れた。主柱穴は P1 (55X48 

-50crn、P2 (54 X 47 -51) crn、

P3 (55X48-54) crn、P4(60 

X 59-68) crnの4基で、主住

穴間距離は P1 -P2聞から)1頃

に (3.2、3.3、3.2、3.1)mである。

P1には幅18crn程の柱痕または

抜き取り痕が残っており、 P4

の埋土中層からは土器片が数点

出土している。また、 P7 (44 

X 30-56) crn、P8 (40X 38 

-32) crnは4基の主柱穴の深

さにほぼ近いレベルまで掘り下

げられている。柱痕等は残って

いないが、この建物の建て替え

k ." 
C_@P5  

qI」:

L q3 

ヘ L寸

PL4 
史、

¥Je 

。 5= 1 : 802m  

ンJ ミ一戸山と
等に伴うピットである可能性が H出 54油 m

C 

ある。中央ピット P9 (48X P5 

c' 
Pl 

。、3

d 
S話

A' 

話
相
『

千
円
H

国

E
C
T
.
支
出
川
刊
に

35-28) crnは撹乱により上部

が掘り削られて原型を留めない

が、残存部分は平面隅丸方形を

呈している。このピット内から

は遺物、炭化物等は検出されな

かった。

壁溝は断面U字形で幅10crn、

深さ 6crnを測り、撹乱で一部途切れる箇所もあるが本来は全周していたが可能性が高い。壁溝際の床

Cむ褐灰色土(炭化物少麓混@黄灰褐色土
③ 賞灰褐色土{炭化物少量混)

D' ④灰茶褐色土{炭化物少露関)

P2 ⑤ 槌灰色土(炭化物少鼠混)

密談灰茶褐色土(炭化物少議混)

②灰茶褐色土(炭化物少量混)

⑤ 灰褐色土(炭化物をやや多m;)

⑤黄土色土ブロック 事灰茶褐色土(炭化物i昆)

③ 褐灰色土{炭化物、炭化材やや多混)

4差黄禍灰色土(炭化物混)
@ 灰茶褐色土(炭化物il!)

H=54.40m 
D 
P3 
B 

面は貼床が施され、壁溝と合わせて整形していた。焼土面は P1 -P4の中間に 1箇所認められる。

撹乱が著しいが、遺構埋土は残存する部分で5層が確認できた。灰褐色系の土が主体である。

主住穴P2と北東側壁面との間で、護99と高坪坪部100が床面に伏せた状態で出土した。 99は100

の端部の上に載っていた。 99はひび割れていることを除けば完全な状態で出土したが、底部側の直

径24cmが穿孔されていた。割れ口は丁寧に整えられており、焼成後の穿孔と考えられる。 99と壁面

との聞に堆積した埋土中から饗98が口縁部を下に向けた状態で出土した。 98は99に接していないこ

とから、 99が半分埋没したころに投棄されたものと考えられる。そのほか埋土中から敵石S27が、 P

7の東側の床面上では台石が出土した。

時期は出土遺物から天神間 I期、古墳時代前期前葉前葉ごろの遺構であると考える。(小谷)

101'9 

第44図 SI29
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』工
。 S=10四

①やや精灰茶褐色土(撹乱かり

②灰茶褐色土(白色砂粒混)

③ 黄灰褐色士

③ 灰茶褐色土{炭化物少盤I昆)

⑤ 黄灰褐色土(炭化物少量混)

⑤ i黄灰褐色土{⑤より暗い)

⑦ やや明黄褐色土(上図に炭化物少致混)

⑧灰茶褐色土(ややもろい)

⑨ やや明黄褐灰色土

⑩ 灰茶褐色土(炭化物少量混)

@ 灰茶褐色土(炭化物少量、黒褐色土混)

@ 黒褐色土に茶褐色土が混じる(黒褐色土主体。炭化物少量正混)
⑬ やや明賞褐色土(非常にもろく、プロック状に1品れる)

@ やや明黄褐色土と黒褐色土の混じり(もろい)

。 S=I:80 2m 

第46図 SI30および出土遺物
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第3章三林遺跡の調査
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②政格色士 宮淡灰褐色土 (1主化物少魁)

② 灰茶褐色土 @ 黄灰褐色土(下回に地山プロック混)

③ 灰貨同色土 ⑤ 黄灰褐色土{地山土の埋め戻しかり

④灰褐色土(撹乱か?) 骨灰褐色土(ややもろいe 粘性が強い)

場灰茶褐色土(白色砂際j詫) ⑤ 灰茶褐色土仔主化物少盤j昆)

⑤ 氏茶褐色土(ややしまる) 窓1 氏茶褐色土(炭化物少気混。②よりやや

⑦黄灰褐色土 明るt¥)

⑧ 灰褐色土(ややもろいが粘性あり。土器 @ 陪褐灰色土(炭化物少掻j毘)

片混)

⑤ 灰褐色土に黄土色土プロックが多く混じ

る合

⑧ 灰褐色;上{ややもろい@粘性あり)

@ 賛灰褐色土

@ 褐灰色土(炭化物少量混)

H=64.20rn 
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第2節東区の調査

100 

SI43・46(第49図、 PL.12・41・49、

第14・19表)

17杭を中心とする範囲に 2棟の竪

穴住居跡が重複している。両方とも天

地返しによる撹乱を著しく受け、とり

わけ北側半分は一部の柱穴以外は全く

残っていないような遺存状況である。

地形図の等高線の流れから、北西に

下る緩斜面に立地していたと考えられ

る。 S146の主柱穴 P4をS143の壁溝

が切ることから S143がS146に先行す

ることが判明した。

. SI43 壁溝と柱穴の配置から床面形

態は長軸3.6m、短軸3.2mの方形に復

元される。検出面から床面までの深さ

は10cmである。主柱穴は P6 (30 x 

24-44) cm、P7 (30 x 27 -45) cm 

の2基で、柱穴聞の距離は108mであ

る。壁溝の断面は U字形で、幅14cm、

深さ 5cmである。南側は壁溝が二重

に巡らされているが、溝と溝との聞は

15cmで、拡張とは考えにくい規模で

ある。

P6 -P7聞の、床面から 6'"" 7 cm 

程浮いた埋土中から高坪102が出土し

た。層位不明の埋土中から査101、鉄

製品 F16も出土している。 F16は幅

9 mm、厚さ 3mmの板状を呈し、表面に

僅かに鋪のような稜が認められること

から錨と推測される。

時期は出土遺物から天神Jflill期、古

墳時代前期中葉ごろと考える。

. SI46 S143以上に残りが悪く、かろ



第3章三林遺跡の調査
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~~ 
撹乱 iJ} 

① 筒灰色土(地山ブロック少鼠混)

② 褐灰色土(炭化物少盤混)

③ やや暗灰褐色土(炭化物少母浪。上層に黄土色土プロック混)

④ 茶褐色土(炭化物少量混沌しまりなし)

⑤ 灰茶褐色土(炭化物多鼠混。しまりなし)

⑥ 炭化物と精灰茶褐色土の混じり(しまりなし)

⑦ 灰褐色土(黄土色土プロック滋)

⑧ 黄灰褐色土

⑤ 灰褐色土(炭化物少盈i昆)

⑮ D<掲色土(上層に黄土色土プロック混)

③ 灰褐色土
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第49図 SI43・46および出土遺物

うじて南側壁面と床面の一部、ピット 5基が検出できたのみであった。床面形態は長軸6.4m、題軸

6.2mの隅丸方形に復元される。検出面から床面までの深さは25cmである。主柱穴は P1 (49X42 

-29) cm、P2 (35 X33-42) cm、P3 (34X32-43) cm、P4 (35 X 32 -56) cmの4基である。

主柱穴間距離は P1-P2聞から願に (3.6、3.2、3.5、3.3)mで、ある。中央ピット P5 (48X39-

76) cmの埋土は多量の炭化物を含むo

遺構の時期を決定できる遺物は出土しなかった。平面形態と規模がSI29に類似することから、天

神川E期、古墳時代前期前葉ごろの住居跡と推定する。(小谷)

SI44 (第50図、 PL.12・44・49、第14・17表)

J5-----K5グリッドに位置する。天地返しによる撹乱を広範にわたって受けている。本来は北へ下

る緩斜面に立地していたと推測される。床面形態は長軸6.9m、短軸6.7mの隅丸方形である。検出面

から床面までの深さは25cmである。

ピットは全部で7基検出された。主柱穴は P1 (62X56-87) cm、(58X 52 -90) cm、(50X44

円。
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日詰65.40m
A P5 
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@ 賛成問色土(地山土少量混.もろい)

③灰褐色土(炭化物をやや多く古む}

@ 地山ブロックと褐灰色士、炭化物の溢じり
4 毛む暗灰褐色土(1-3聞大の黄土色土ブロックと炭化物の混じり)

⑤ 時掲灰色土 ⑤ 緒灰褐色土(褐色が強い)

⑦ 賀灰褐色土(もろい@ 貰灰褐色土(ややもろい}

事筒脱色土(炭化物少鼠混}

事掲灰色土{炭化物少量混@⑨より褐色が強い)。 S= 1 : 802m  
@ 褐灰色土{炭化物少量ra)
@ 暗掲灰色土(炭化物少量混a 黄土色土小ブロック誕)

⑬ 崎灰褐色土{骨よりやや陪く、しまりが強い}

@ 暗灰褐色土{置土色土小粒混)

長灰間色土<18色が強い)

@ 禍灰色土(炭化物少量、貧土色土小ブロック混}
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第50図 SI44および出土遺物
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-82) cm、(70X65-72)cmの4基である。主柱穴間距離はP1 -P 2聞から順に (3.6、3.8、3.7、

3.8) mである。それぞれの土窟断面には柱痕あるいは抜き取り痕(幅22'""-'26cm)が認められる。

中央ピットである平面長円形の P5 (102X62-54) cmは二段掘りで、東側にもう 1段深く掘り

込まれた断面U字型ピット状部分(深さ44cm)がある。被熱した部分はないが、下層部には炭化物

が混じり、炭化物の付着した石が出土した。 P1 -P6聞の P6 (57 X 49 -16) cmと東壁際の P7 (65 

X50-30) cmは特殊ピットと考えられる。
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第51図 SI45および出土遺物

壁溝は断面U字形で、幅18crn、深さ 9cmを測り、本来は全周していたと考えられる。焼土面は P

5 -P6間で 1箇所認められた。遺構埋土は残存部で床面直上の 1層のみ確認できた。地山ブロック

が混じり、もろく崩れやすいため、埋め戻された可能性が考えられる。

埋土中から多くの土器片が出土したが、図化できたものは、費103、104、高坪105である。また、

P1内から板状鉄片F17が出土している。

時期は出土遺物から、天神)IIII期、古墳時代前期前葉ごろのものと考える。 (小谷)

SI45 (第51図、 PL.12・43、第14表)

J 7グリッドの北向きの緩斜面、標高65.3mに立地している。南側部分を残して、大部分が天地

返しによる撹乱を受けており、遺存状況は非常に悪い。残存部分から床面の平面形態は隅丸方形と推

測される。残存する床面の長軸は3m、短軸1.8m、検出面から床面までの深さは36cmで、ある。

壁溝は幅12cm、深さ 5cmで、ニ重に巡らされていた。内側の溝は埋め戻されていたことから、拡張

を伴う建て直しが行われていたことが判明した。壁寄りの床面で検出された P1 (23X23-15) crn 

は規模が小さく、主柱穴とはなりえないと考える。南側の残存する部分の埋土は灰褐色土の単麗であ

る。床面直上から出土した遺物はないが、埋土中から護106が出土した。

時期は出土遺物からV-3様式、弥生時代後期後葉ごろのものと考える。 (小谷)

O
O
 

F
h
u
 



第2節東区の調査

¥よ11 /じJ11 

σ品Cロ】ムD 、
p、
Eい

① 時褐色士

②暗貿褐色土

③ 貧褐色士(軽石ブロックを③より多

く含む)

④ 黄褐色士(軽石ブロックを含む)

告1毛 札?L M 叩⑤ 晴黄褐色士(黄色士ブロックを含む)⑦ 淡黄灰褐色土

N ⑧ 黄褐色士

ι 由 ⑨ 黄灰褐色土

c刊4tDE 4e 3 il ⑮ 暗黄褐色士{黄色士ブロックを含む)

11υ 

J 気通'P2 U 
t口

叩

可 ~~ Wbl 
ι 

αD 

iiド~I @ 。 Sヱ 1・80 2m 

QI 江一一一 i 

第52図 SB 1 

(3 )掘立柱建物跡

SB 1 (第52図、 PL.13)

D1 "'""D2グリッドの標高64mの平担面に立地する、布掘りの掘立住建物跡である。東西に並ぶ2

条の溝と 2基の住穴によって構成される。 2条の溝は南北方向に、 103"'""104mの間隔を空けて平行に

掘られており、それぞれ東溝、西溝と呼称する。

東溝の掘方は全長4.8m、幅50cm、検出面から底面までの深さは30cmである。埋土上面では柱痕跡

を検出できなかったが、土層断面で P4"'""P7 (穴ではないが便宜上Pをつける)の4本を確認した。

柱痕 (2層)の直径は P4から順に15cm、12cm、19cm、25cmである。住間距離は P4-P5聞から

順に101m、l.2m、108mとなっている。 P6-P7間の縦方向に入る土層(1層)は樹根の撹乱と認

識している。埋土は 2層であり、柱を掘方底面に据えた後から下層 (4層)、上層 (3層)と土を入

れている。上層のほうが下層よりも包含する地山土ブロックの量が多い。埋土は上層、下層ともに特

別固く締まっているという様子はなかった。掘方の底面は平らで、住の立つ位置をあらかじめ掘り窪

めることはしていない。

西溝は撹乱によって中央が分断され、樹根の撹乱で北端を欠く。掘方の全長は5.2m、幅36cm、検

出面からの深さは52cmである。北半の埋土は失われている。土層断面で P8、P9の2本の柱痕を確

認した。柱の直径はともに25cmで、住間距離は0.8mである。埋土および底面の状況は東溝と同様で

ある。

東溝と西溝の南端側の中間に P2 (50 X 36 -32) cm、北端側の中間に P3(64X50-34) cmがある。

P2は若干西溝側に寄っているものの、 P3は両溝の中心に位置しており、全体の配置から 2基のピッ

トは棟持住と推定される。 P2は柱痕があり、直径12cmである。 P3は樹根で撹乱されている。西溝

南端のさらに南側に位置する P1 (40X40-52) cmは柱痕直径20cmで、底面の標高は西溝の底面と

同じ高さである。同様の規模のピットが周辺に存在しないことから、 SB1に関連するものと考える。
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含む)

④ 暗黄褐色土(黄色土ブロックを
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⑤暗黄褐色土(黄色土ブロックを
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⑥ 暗灰褐色土

⑦ 陥灰褐色土(黄褐色土ブロック
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⑦ 暗黄褐色土(黄褐色土ブロック
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⑧ 黄褐色土(暗黄褐色土を含む)

⑨ 暗黄禍色土

① 時灰褐色士(黄禍色土を含む)

② 時前褐色土
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④ 暗黄褐色土(灰褐色土を含む)

⑤ 暗黄褐色土

⑥ 黄褐色土ブロック

⑩ 黄褐色土ブロック

5= 1: 40 1m 

第53図 SB2・3

布掘り溝の柱と棟持柱によって、梁行2間(3.1m)X桁行3間(4.2m)の掘立柱建物跡を復元できる。

主軸方向は東溝を基準にすると N-4
0

-Eであり、ほぽ真北を向く。

埋土中から出土したのは土器の小片で、時期を特定できるものはなかった。西溝から出土した奮の

破片が、頚部までヘラケズリされていたことから、弥生時代後期以降であることが分かるのみである。

東側でSI12と隣接することから、この住居跡の時期である天神川E期を挟む前後と考えられる。

(家塚)

SB 2 (第53図、 PL.13)

C4......... C5グリッド、北西向きの緩斜面の標高63.5mに位置する。 SI2、SI3、SI4、SI5、SI9

の狭間にある。梁行 1間(1.6m) X桁行3間 (4.4m)で、主軸方向はN-250 - Eである。

柱穴の規模は、 P1 (39X34-30) cm、P2 (22X22-20) cm、P3 (31X31-26) cm、P4 (31 

X30-23) cm、P5(22X22-26) cm、P6(35X29-8) cmで、ある。柱痕の直径は10.........15cmである。

北西側の P5-P6間の桁柱穴は果樹園の撹乱によって失われたか、あるいはさらに北西側に桁柱が

並ぶ、 2間X3間の建物であったとも考えられる。

ピット埋土中から遺物が出土せず、切り合い関係もないため、遺構の時期は不明である。(家塚)

SB 3 (第53図)

D4"-'E4グリッドの東側、標高64.2mの平坦面に立地する。梁行1間 (2.6m)X桁行 1間 (2.7m)

で、主軸方向は N-240 - Eである。

柱穴の規模は、 P1 (42X40-52) cm、P2 (42X40-36) cm、P3 (48X48-47) cm、P4 (36 

X 34-32) cmで、柱痕の直径は12"-'15cmである。
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第2節東区の調査
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① 陥灰褐色土(黄色土粒を古む.柱痕)

@ 暗灰褐色土(黄色土粒を多く古む)

@ 灰褐色土(黄色土ブロックを多く古む)

@ 談前灰色土ブロック{閲くしまる)
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由λ:1>'、 ι f!J 結歯褐色土(液黄色土ブロックを多く古む@固くしまる)
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@ 灰褐色粘貿土(黄色土ブロックを含む)
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@黄色土ブロック
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@ 淡灰褐色粘質土(黄色土ブロックを含む)

事淡灰褐色土(柱111)
@ 談前灰色土(黄色土ブロック、貧灰褐色土を含む)

議暗黄褐色土(住痕)

告決民褐色土{黄色土ブロックを古む}

雪量 淡灰褐色粘貿土〈固くしまる)

容淡灰掲色土(柱痕}
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([; 暗黄褐色土{黄色土ブロックを古む)
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ミb 暗蹟褐色土(黄色土ブロックを吉む)

霊能褐色土(黄色土ブロックを合む)

雪量 暗歯褐色士

争歯褐色土{諜粒、炭化物を古む)

会婿灰褐色土

事暗賀補色土

⑨ 淡褐色土(黄色土ブロックを古む.I開くしまる)

第54図 SB4・5および出土遺物

ピット埋土中から遺物が出土せず、切りあい関係もないため、遺構の時期は不明である。(家塚)

SB 4 (第54図、 PL.13、第14表)

H6グリッドに位置する布掘りの掘立柱建物跡である。天地返しによって深く掘り下げられている

が、地形図の等高線の流れから判断して、平坦面から北西に緩やかに傾斜し始める地点に立地してい

たと考えられる。検出面の標高は64.4mである。 2条の溝が南北方向 (N-240 - E) に、 3.3.........3.4

mの間隔をあけて平行に掘られている。それぞれ東溝、西溝と呼称する。

西溝は全長5.6m、幅35.........40cm、検出面からの深さは26cmである。埋土上面では柱痕跡を検出でき

なかったが、土層断面でP1......... P4の4本を確認した。住痕 (12、18、20、23層)の直径は P1か

ら順に14cm、16cm、22cm、15cmである。柱間距離は P1-P2聞から順に103m、108m、106mとなっ

ている。

東溝の全長は5.2mであるが、中間に103m途切れる区間がある。北側の長さは1045m、幅38cm、

1
1ム円。
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第55図 SA2・4および出土遺物

検出面からの深さ35cmで、南側の長さが2.45m、幅34cm、検出面からの深さ30cmで、ある。柱痕はP

5""""P7の3本を検出した。柱痕(1、 6、8層)の直径は P5から順に18cm、16cm、17cmで、ある。

柱間距離はP5から頗に3.1m、0.5mである。

溝の掘方埋土は場所によって層の数と土の質が異なり、 SB1と比較すると施工が雑である。 SB1 

が溝の掘方に直接柱を立て、掘方全体を埋め戻して柱を固定するのに対して、 SB4は掘方を埋めた

後に穴を掘り、その中に柱を立てて裏込め土で固定している。 P2、P5は穴が溝の底面を掘りぬい

ており、 P6、P7は柱穴の底面が溝の底面に達していないことがそれを裏付けている。一般的な掘

立柱建物跡と変わらないか、むしろ脆弱な施工と思われるが、建物の建て直しの時に柱を掘り返して、

柱を据え直した可能性が考えられる。

東溝と西溝の聞では棟持柱を立てる穴は検出できなかった。天地返しで失われた可能性もあるが、

現況では梁行 1間 (4.8m) X桁行3間 (3.8m)の掘立柱建物跡が復元される。東溝の途切れる区間

は、入り口を設けるために意図的に掘り残されたものか、あるいは掘方の深さが一定しないー続きの

溝が、天地返しの削平によって二つに分かれているように見える、という可能性が考えられる。

埋土中から出土する遺物は少ない。東溝の埋土中から饗107が出土した。口縁端部は外半し、外面

は横ナデである。

時期は出土遺物からVI-1様式、弥生時代終末期ごろと考える。 (家塚)

SB 5 (第54図、第14表)

D4グリッド、標高64mの平坦面に位置する。西側はSI4を切る。梁行 1間(1.3m)、桁行2間 (3

m)で、主軸方向はN-200 -Eである。

柱穴の規模は、 P1 (47X38-31) cm、P2 (48X42-28) cm、P3 (51X44-24) cm、P4 (42 

X 30-14) cm、P5 (30X28-10) cmである。西側の桁柱P4、P5はSI4の掘方内で検出した。

P1と対になる位置の柱穴は耕作の撹乱によって検出し得なかった。柱痕の直径は16cmである。護

108はP3埋土中から出土した。

時期は出土遺物から天神}11m期、古墳時代前期中葉ごろと考える。

ワムロU

(家塚)
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(4 )柵

SA 2 (第55図、第14表)

C3.........4グリッドの西向きの緩斜面、標高63.5mに立地する。西側6mにSI2が位置する。

P 1 (51 X38-43) cm、P2 (35X26-24) cm、P3 (36X26-14) cm、P4 (33X30-20) 

cmの4基のピットが東西方向 (N-750 - W) に一直線に並ぶ。 P3、P4は接しており、いずれか

一方だけが柵の柱であるならば、 P1、P2との埋土の類似性から、 P3と考えられる。 P1......... P3ま

での全長は3.2mである。 P1埋土中から饗109が出土した。

時期は出土遺物からV-2様式、弥生時代後期中葉と考えられるが、周囲の同時期の遺構との関連

性を積極的に見出すことができない。(家塚)

SA4 (第55図)

D4グリッドの SI4内に位置する。 3基のピットで構成される柵列である。

ピットの規模は、 P1 (48X42-37) cm、P2 (52X44-34) cm、P3 (54X47 -45) cmを測る。

P3は単層であるが、 P1、2にはそれぞれ幅11.........18cmの柱痕又は抜き取り痕がみられる。

P2内から土器片が出土したが小片で図化できなかった。 SB3、SB5が東側に位置し、 SA4の向

き (N-12
0

-E) とそれらの主軸の方向は近似しているため、掘立柱建物跡との関連性が伺える。

(小谷)

( 5)土坑

SK 1 (第56図、 PL.14・45、第14表)

G5グリッドに位置する。天地返しによる撹乱のため、上部が掘り削られているため、遺存状態は

良くない。

残存部分は長軸196cm、短軸176cmで、残存する深さは最大69cmを測る。底面(長軸180cm、短軸

168cm)の形状や壁面の立ち上がり状況から推測すると、本来はほぼ円形の土坑であったと想定され

る。撹乱の影響で上部が残存しないが、壁面の傾きから、上部がすぽまる袋状の掘方であったと考え

られ、貯蔵穴と推定される。

埋土は3層に分溜できた。 1層は暗灰茶褐色土で土器片が混入しており、 2層は炭化物が混じって

いる。床面直上にあたる 3層はもろく、地山ブロックもやや多く混じっている。

1層から土器片10数点、 3層から土器片10点程度が出土した。小片が多くほとんどは図化できな

かった。床面南東部直上から費110が出土した。

遺構の時期は出土遺物からV-3様式、弥生時代後期後葉ごろのものと考えられる。(小谷)

SK 2 (第56図、 PL.14)

C5グリッドの北端、南西向きの緩斜面の標高62.8mに立地する。西南西側6mにSK4、南南東

側8mにSI3、東北東側9mにSK11が位置する。

平面形態は円形で、長軸78cm、短軸76cm、検出面から底面までの深さは108cmで、ある。埋土は 1麗で、

短期間に埋没したものと考える。遺物は出土しなかった。底面の中央に (16X12-20)cmの小ピッ

トが掘られている。逆茂木を立てるための穴と考える。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。(家塚)

SK 3 (第56図、 PL.14)

C5グリッドの北端、南西向きの緩斜面の標高63.5mに立地する。果樹園の排水溝の底面で検出し

円
ベ
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第3章三林遺跡の調査
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〆
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H=63.60m 
A 

， 
/ 

SK 1 

① 時灰街色土(②より附い@土器片j昆)

A' 

A' 

② 暗灰褐色土〈黄土色土ブロック少致、黄土色土粒、炭化物少致混)

③ 暗灰褐色土{地山プロックやや多混。ややもろい)

旦三思~80m
A 

① 黄褐色土

A' 

事竜二d

。 5と
10cm 

第56図 SK 1・2・3および出土遺物

た。北北東側8mにSK2、南南東側11mにSK21が位置する。

来三K3

LO~ 
H=63.60m 
A 

① 黒褐色土

。 S= 1 : 40 

A' 

1m 

平面形態は隅丸方形で、長軸63cm、短軸50cm、検出面から底面までの深さは 1mである。埋土は

1層で、短期間に埋没したものと考える。遺物は出土しなかった。底面に小ピットはない。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。(家塚)

SK4 (第57図、 PL.14)

C6グリッドの東端、南西向きの緩斜面の標高62.5mに立地する。東北東側6mにSK2が位置する。

平面形態は円形で、長軸78cm、短軸70cm、検出面から底面までの深さは120cmである。埋土は1麗で、

短期間に埋没したものと考える。遺物は出土しなかった。底面に小ピットはない。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。 (家塚)

SK 9 (第57図、 PL.14)

F3グリッド、標高64.3mの平坦面に位置する。上部は耕作による撹乱で遺存状態は良くない。

平面形は隅丸方形を呈し、長軸85crn、短軸63crn、検出面からの深さは最大で77crnを測る。掘り下

げ中、埋土中位から炭化米粒が1点出土した。その後は注意深く掘り進めたが、他に米粒を検出する

ことはできなかった。これが混入したものか、意図的に埋められたものの一部であるかは不明である。

土器等他の遺物の出土はない。埋土はしまりがない灰褐色土の単膚で、炭化物を少量含んでいる。

底面にはピット (17X16-28)crnが検出された。このため、この遺構は落とし穴であると考える。(小谷)

SKll (第57図、 PL.15)

B4グリッドの南側、南西向きの緩斜面の標高63mに立地する。果樹園の排水溝の底面で検出した。

西南西9mにSK2、東南東11mにSK20が位置する。東側を SI1に切られる。

平面形態は長方形で、長軸113crn、短軸48crn、検出面から底面までの深さは80crnである。埋土は
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H口 62.60m
A A' 

① 暗褐色土(黄褐色土ブロックを多く含む)

第 2節東区の調査

ト巴百~
H=64.40m 
A 

H=63.10m 
A A' 一一一A'

① 茶褐色土(褐色が強い)

。 S= 1 : 401m  

第57図 SK4・9・11

1層で、短期間に埋没したものと考える。遺物は出土しなかった。底面の中央に (22X20-58)cm 

の小ピットが掘られている。逆茂木を立てるための穴と考える。小ピットの埋土は土坑の埋土と同質

であった。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。 (家塚)

SK15 (第58図、 PL.14)

東区H・16グリッドに位置する。北方向には SB4、南方向には S143・46が位置している。天地

返しによる撹乱のため、遺存状態は極めて悪い。遺構の上部半分以上は掘り削られているものと思わ

れるo

残存部の平面形は歪んだ、円形を呈し、長軸160cm、短軸139cm、残存部分の深さは最大35cmを測る。

残存部分の埋土は茶褐色土の単麗である。

① 灰褐色土(②よりやや明るい，砂際混)

②灰褐色土偶þ~害少食混)

③ やや時灰褐色土(炭化物少盤混@やや粘貿)
①茶褐色土{黄土色土粒少髭昌) ② やや暗灰褐色土(しまりあり)

s= 1 : 401m  

A 

SK15 

H=65.00m 
A A' 

A A' 

SK18 SK17 
4
ー止す
A
一

A' 

H=64.00m 
A 

H=67.00m 
A A' A' 

① 灰褐色土(黄土色土粒、

炭化物少量混)

第58図 SK15・17・18

に
UFO
 



第3章三林透跡の調査

埋土中から土器片が数点出土したが、いずれも小片であり図化しえず、出土遺物から時期を判断す

ることはできなかった。掘方の形態がSI1に類似することから、貯蔵穴と推定する。(小谷)

SK16 (第59図、 PL.15)

東区H7グリッドに位置する。天地返しによる撹乱のため、上部がかなり掘り削られている。

残存部の平面形は不正円形を呈し、長軸90cm、短軸84cm、残存部分の深さは最大63cmを測る。埋

土は 3屠に分麗された。半裁時は2層であると考えていたが、 2層までの掘り下げ時さらに下に層が

あることが認められた。 2麗までとは明確に分層される 3層はしまりがある粘土質埋土で流れ込みと

は考えにくいため、人為的に埋められた層である可能性が考えられる。

遺物等は出土していないため、遺構の時期は不明であるが、形状から落とし穴と考える。(小谷)

SK17 (第58図、 PL.15)

東区G6グリッドに位置する。天地返しによる撹乱により、上部半分以上は掘り削られているため、

遺存状態は非常に悪い。

残存部分の平面形は隅丸長方形を呈し、長軸123cm、短軸55cm、残存部分の深さは最大50cmを測る。

本来はもっと高位に検出面があったと想定される。埋土は4層に分層でき、床面上の3層は炭化物を

少量含んでいた。底面中央部に底面ピット (14X13 -37) cmが検出されたため、落とし穴であると

想定される。

出土位置は不明であるが黒曜石片が1点出土した。土器等他の遺物は出土していない。(小谷)

SK18 (第58図、 PL.15)

東区南端K6グリッド、標高65.3mの北方向へ緩やかに下る位置にある。耕作等による撹乱をあ

まり受けておらず、遺存状態は良い。

平面形は方形で、長軸115cm、短軸65cm、検出面からの深さは最大71cmを測る。底面にはピット (19

X 18-76) cmがある。埋土は灰褐色土の単層である。この遺構は底面ピットが、かなり深くまで掘

り下げられていることが特徴として挙げられる。

床面付近から黒曜石片が l点出土した。埋土中から他の遺物は出土していないが、遺構の形状から

落とし穴であると想定される。(小谷)

SK19 (第59図、 PL.15)

東区D1グリッド、標高64.0mの平坦面に位置する。北方向には SB1、北東方向にはSI12が位置

している。

平面形は楕円形を呈し、長軸68cm、盟軸56cm、検出面からの深さは最大47cmを測る。埋士は3層

に分麗され、 3層は炭化物を含んでいる。底面中央には深くはないがピット (16X 14 -6) cmが検

出されたため、落とし穴と推定される。

掘り下げ中に土器片が数点検出されたが、いずれも小片で図化しえなかった。時期は不明である。

(小谷)

SK20 (第59図、 PL.16)

C3グリッドの標高63.7mの平堀面に立地する。果樹園の排水溝で、埋土の上半分を失う。西南西

11m にSK11、東側17mにSK33が位置する。

平面形態は円形で、直径80cm、検出面から底面までの深さは89cmで、ある。埋土については、壁際

をったうように堆積する層は壁面の崩落によるものと捉えられ、基本的には単層で鎧期間に埋没した
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① 暗褐灰色土(黄土色土小粒が上履

に混じる)

② やや陪灰茶褐色土

① 黒褐色土(黄土色土粒やや多混。砂粒混@ やや陪灰褐色土{土器片少録、炭

② 暗褐色土(砂粒混) 化物混)

③ やや陪茶褐色土{やや粘貿.閲く Lまる)

〆SK20 〆 SK21

O-A :'(ÇJ)~ 

H=64.00m 
A A' 

① 暗褐色土(黄色土ブロックを含む)

② 暗黄掲色土(地山!iiが崩れたものか)

H=67.00m 
A A' 

H=64.20m 
A 

① j前掲色土

② 黒褐色土

ーな'

③ 時灰褐色土(黄褐色土ブロック

を含む)

来-p-SK30 

LO-A 
H=64.20m 
A 

① 暗灰褐色土(根悦乱か)

一つ正'

第2節東区の調査

ものと考える。遺物は出土しなかった。底面に

小穴はない。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。

(家塚)

SK21 (第59図、 PL16)

D4グリッドの標高64mの平明面に立地す

る。果樹園の排水溝の底面で検出した。北北

西11mにSK3、南側 7mにSK9、東南東

11mにSK34が位置する。

平面形態は円形で、長軸65cm、短軸53cm、

検出面から底面までの深さは89cmである。埋

土については、壁際をったうように堆積する層

は壁面の崩落によるものと捉えられ、基本的に

は単層で短期間に埋没したものと考える。遺物

は出土しなかった。底面に小穴はない。

時期は不明であるが、落とし穴と考えられる。

(家塚)

SK23 (第59図、 PL16)

K8グリッド、標高66.9mの平祖面に位置す

る。耕作による撹乱を受けており、遺存状態は

良くない。

残存部分の平面形は楕円形を呈し、長軸84

crn、短軸68crn、検出面からの深さは最大75crn

を測る。壁面はほぼ垂直に底面まで達し、底面

は平坦である。埋土は2層確認できた。

遺物等は出土していないため、遺構の時期は

不明であるが、形状から落とし穴と考える。

(小谷)

SK24 (第60図、 PL16)

J8グリッド、標高66.3mの北向きの緩斜面

に立地する。遺存状態は良い。

平面形は隅丸長方形を呈し、長軸112crn、短

軸60crn、検出面からの深さは最大135crnを測

り、かなり深く掘り込まれているのが特徴であ

る。底面にはピット (19X 16-43) crnがある。

埋土は 3麗に分層され灰茶褐色土主体である
① 灰茶褐色土(黄土色土粒やや多混)

② 灰黄褐色土 ②附色土 が、上部には黄土色土が混じる灰褐色土の層が
③ 

第59図 SK16・19・20・21・23・30 ある。
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第3章三林遺跡の調査

遺物等は出土していないため、時期は不明であるが、形状から落とし穴と推定する。(家塚)

SK26 (第60図、 PL.16)

東区J8グリッド、標高66.6mの北向きの緩斜面に立地する。 5m北方向に SK24が位置している。

平面形は長方形を呈し、長軸90cm、短軸60cm、検出面からの深さは最大93cmを測る。底面中央部

にはピット (15X12-24)cmがある。埋土は灰茶褐色土主体で、上部には黄土色土が混じっている。

遺物等は出土していないため時期は不明であるが、形状から落とし穴と考える。(小谷)

SK29 (第61図、 PL.17・43、第14表)

東区H4グリッドに位置する。天地返しによる撹乱のため、著しく掘り削られており、本来の検

出面は残存しない。

検出中、この付近の撹乱土中から広範囲に土師器片が比較的多く出土し、竪穴住居跡と想定して遺

構検出を始めたが、柱穴や壁面も検出されなかったため、図のような土坑であると判断した。本来は

深く掘り込まれた土坑であったと推定されるが、最大壁高10cm程度しか残っておらず、どのような

形態の土坑であったかは不明である。

長軸は258cm、短軸は124cmで、ある。残存する埋土は灰褐色土の単層で、下層には土器小片が混入

していた。土器は破片が多く、十分な形を留めていないものが大半である。そのため、当時の廃棄坑

であった可能性が考えられる。掘り返された撹乱埋土中と、床面直上及び床面から 1""'"2 cm浮いた位

置から遺物がまとまって出土した。埋土からは肩部に刺突列点文を施した饗111、床面近くからは鼓

形器台112、低脚坪113等が出土した。

時期は出土遺物から判断し、天神川 I期、古墳時代前期初頭の遺構と考えられる。(小谷)

SK30 (第59図、 PL.17)

D 1""'" D2グリッド、標高64.2mの平祖面に立地する。北側13mにSK33、南東側2mにSK19

が位置する。 SB1の2本の布掘り溝の中間に位置する。

平面形態は円形で、長径75cm、鰹軸68cm、検出面から底面までの深さは93cmである。埋土は上部

の撹乱状のものも含めて 3層に分けたが、下2麗はしまり具合の違いがあるものの基本的には単層と

考える。遺物は出土しなかった。底面に小穴はない。

正確な時期は不明であるが、形状から落とし穴と考える。 (家塚)

SK31 (第63図、 PL.17・45、第14・17表)

東区D2グリッド、標高64.2mの平坦面に位置し、東西両端で2基のピットに切られている。

平面形は不正円形を呈し、長軸68cm、短軸57cm、検出面からの深さは最大34cmを測る。埋土は2

層に分層できた。灰褐色土系の埋土で下購には炭化物が混じっている。

1題から土師器護114が出土した。その下の 2層からは敵石と砥石を兼用した S28が出土した。

出土遺物から推定される時期は、天神川四期、古墳時代中期後葉であるが、遺構の性格は不明であ

る。 (小谷)

SK32 (第62図、 PL.16)

C5グリッド東側、標高63mの緩斜面に立地する。 SI2 (新)の床面で検出した。 SI2 (旧)の壁

溝が埋土を切るので、SI2に先行する遺構である。南側4mにSK3、北西側5mにSK2が位置する。

平面形態は不正円形で、長軸95cm、鰹軸70cm、検出面から底面までの深さは70cmである。埋土は2

層に分かれ、埋没の過程で停滞期があったものと考える。遺物は出土しなかった。底面に小穴はない。

oo 
po 
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第60図 SK24・26
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111 

第2節東区の調査

時期は不明であるが、形状から落とし穴と考

える。(家塚)

SK33 (第62図、 PL.17)

C1グリッド西側、標高63.8mの平坦面に立

地する。西側17mにSK20が位置する。

平面形態は隅丸長方形で、長軸93cm、短軸

55cm、検出面から底面までの深さは79cmであ

る。埋土は2層に分かれ、埋没の過程で停滞期

があったものと考える。遺物は出土しなかっ

た。底面に小穴はない。

時期は不明であるが、形状から落とし穴と考

える。(家塚)

SK34 (第62図、 PL.17)

東区E3グリッド、標高64.4mの平祖地に位

置する。上部は梨耕作による撹乱を受けて遺存

状態が良くない。

平面は楕円形を呈し、長軸86cm、短軸74cmで、

検出面からの深さは最大123cmを測る。遺物は

出土していないため、遺構の時期は不明である

が、形状から落とし穴と考える。(小谷)

f ¥守町ケ。 S= 10叩

第61図 SK29および出土遺物
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SK32 
、革本

LQ 
H=63.40m 
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一一
¥ '¥・114'1

¥S28 2 J 

5 = 1 : 40 1m  
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A' Y 」
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H=64.00m 
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① 暗褐色土{黄褐色

ロームブロックを

多く含む)

① 灰黄禍色土(炭化物ブロック少量

含②粘性があり、しまりが強い)

② 黄褐色土

第62図 SK32・33・34

A' 

。 5= 1 : 20Ocm 

①灰褐色土

②灰褐色土(①よりやや陪く、炭化物を

少致合む)

114 

第63図 SK31および出土遺物
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第 2節東区の調査

(6 )ピット

総数126基のピットを検出した。北東側に多く分布している。中央付近から南側にかけての撹乱が

著しい範囲からも 2基、検出された。南側部分でもまばらな状態であるが検出されている。それらの

うちほとんどは径40cm以下のピットであるが、中には60cm以上の径を持つもの、 50cmを越える深さ

を持つものもある。

埋土は暗褐色土系で単層のピットが多いが、黒褐色土、褐色土、灰褐色土のピットもみられる。土

器片が出土したピット (19基)もあったが、大半は小片で図化できず、 P67を除き時期は不明である。

北東側部分には比較的多くのピットが検出され、それらが方形又は直線上に並ぶ箇所もあったが、

ピットの規模が一致せず、また柱痕も見られなかった。遺構面全体に言及できることであるが、果樹

園の耕作による撹乱のため、掘立柱建物跡や、柵を構成する柱穴が失われた可能性がある。

P67 (第64・65図、第14表)

東区D1グリッド、 SI12とSB1東溝の聞に位置する。 SI12とは隣接している。木の根による撹乱

のため、遺存状態は良くない。規模は (50X38-17)cmである。ピット底面から土師器聾115が5

片に割れた状態で出土した。

時期は出土遺物から天神川区期、古墳時代中期後葉である。

Pl09 (第65図、第17表)

J4グリッドに位置する。天地返しによる撹乱が著しい。ピットの規模は (40X30-37)cmで、

(小谷)

中層付近から20cm大の亜円礁が2つ重なるようにして出土した。そのうち S29はデイサイトの砥石

である。土器は出土せず、周辺に他のピットは検出されなかった。他遺構との関連及び時期・性格等

は不明である。 (小谷)

。1: 20 25tm 
E画面副

第64図 P67

F/ク之k 弘己

言でぢでで士写 S29 S 1: 4 10田

第65図 P67・109出土遺物
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第 3章三林遺跡の調査

( 7 )埋葬施設

SX 1 (第66・67図、巻頭PL.3 . PL.18・19・47、第14表)

J3グリッドの、東側斜面際の平坦面に立地する。東側 1mにSX2が位置する。古墳時代前期の

竪穴住居跡SI41の南隅を切っている。果樹園の耕作に伴う天地返しの際に、重機によって北西側が

破壊されている。検出面は表土除去後の地山面で、墳丘の有無は不明である。土坑内に2段積みの石

榔が組まれ、その中に蔵骨器が納められていた。

土坑の掘方は長軸1.3m、短軸 1mの方形に複元される。検出面から底面までの深さは30cmである

が、内側に組まれた石榔が検出面より30cm上まで露出しているので、本来の掘方の深さは60cm以上

になるものと推測される。掘方の向き(短軸)は真北から約20度、磁北から約10度西に振るが、地

面の傾斜の方向とは無関係であることから、概ね東西南北を意識したものと推測される。

掘方底面の中央部は (47X40-8) cmの範囲が掘り窪められ、 (44X27 -11) cmの大きさの自

然礁が平坦な面を上にして水平に据えられていた。この擦を取り囲むように、 (40~50X35-20~

25) cm大の自然礁が東側に2個、南側に 1個、西側に 1個据えられていた。南側の礁は東西の礁に挟

まれている。これらの際は平坦な面が内側に向けられている。この礁の上に、隣り合う醗を跨いで2

段目の擦が積まれている。 2段目の牒は東側で 1個、南側で2個検出した。 2段目の西端の膿は天地

返しの時に砕かれ、その破片が内側の蔵骨器にめり込んでいる。土坑掘方と石榔との隙間および石榔

の下段と上段の礁の隙聞は地山土と SI41埋土、つまりは当時土坑を掘ったときに出た土を裏込め土

として充填し、石組みが固定されていた。

石榔内には握り拳半分くらいの大きさの木炭 (4層)が下段の高さまで充填され、その中心に蔵骨

器の下3分の 1がうずめられていた。木炭層中からは遺物が出土しなかった。

蔵骨器は5点の土師器の組み合わせからなる。これらは日常使用される土器とは異なる形状をして

いることから、埋葬のために作られた専用器と呼ぶことができる。内訳は、口縁部の拡がらない衰

のような形をした、少しずつ大きさの異なる土器 (116、117、119)が3点、三度笠のような形を

した土器が 1点 (118)、底の浅い衰のような形をした土器(120)が1点である。以下は組み合わ

せの順序である。火葬骨は117の内部に納められていた。厚さは 5cm程度で、ある。 119は外容器とし

て使われており、 117は119の中に納められていた。 117が119の中でぐらつかないように、隙聞に

土師器片が差し込まれていた。 116は117の蓋として使われ、 117と119の隙間に差し込まれていた。

118は119の蓋として使われていた。 119は120の中に納められていて、 120は木炭の中に口縁部の

高さまで埋められていた。蔵骨器は天地返しによって半分が破壊されていた。

石榔内の埋土は、遺構検出時にはほとんど残存していなかったが、砕けた116、118、119の破片

を包含する埋土(1層)は炭が混じっており、蔵骨器117の口縁部の高さまで堆積していた。 117内

の堆積土 (2層)はきめが細かく、混入物がない。上部は固くしまっているが、下半から火葬骨 (3層)

との境目にかけて、徐々にしまりが悪くなっていた。 1、2層の堆積状況から、石榔は木蓋が被せて

あったと推測される。木蓋が崩落した衝撃で蔵骨器の外容器に亀裂が入り、その隙聞から少しずつ土

が流入して2層が堆積し、 1属は天地返し以降に流入したものと考えられる。

火葬骨は 1cm以下の大きさの骨片、骨灰、木炭が均一に混ざ、った状態であった。分析・鑑定を行っ

ていないため、被葬者の性別、年齢、骨格の部位ともに不詳である。

蔵骨器の体部内面はヘラケズリの上からナデ調整が施され、外面は丁寧なヘラミガキあるいはナデ

っ“
ウ
t



SX 1 
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SX2 
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言語

H=64.00m 

A 1~ A 
F 
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I予i. ，// 3/ 

〈む 'If褐色士(しまりが怒く、粘性が弱e>)

多防波褐色土{ローム土を含む)

@n奇黄褐色土(ホーキプロックを含む)

q;立褐色土(ホーキプロックを多く含む)

A' 

(SX 1・2の平面図の配置は実際の平面位置を示す) 51  : 20 口調

し……1…… 1

第66図 SX1・2

が施されるなど、日常容器には施されない仕上げが加えられている。寸法についてはそれぞれが隙間

無く組み合わせられる大きさになっている。これらのことからも5点の土器が、 SX1の被葬者のため

だけに作られた専用の蔵骨器であるといえる。

掘方の北西の外側で、転地返しで移動した石榔の磯とともに須恵器の壷121が出土した。破片の一

部が礁の下敷きになっていることから、 SX1に伴う土器と考えられるが、本来の位置は不明である。

底面に iXJ のへラ記号が刻まれている。
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第3節北区の調査

SX 2 (第66・67図、巻頭PL.4 . PL.18・19・47、第14表)

J3グリッドの、東側斜面際の平坦面に立地する。西側 1mにSX2が位置する。検出面は表土除

去後の地山面で、墳丘の有無は不明である。土坑内に須恵器の壷と土師器坪が埋められていた。

土坑の掘方は直径43cmの円形である。検出面から底面までの深さは18cmであるが、埋納された須

恵器の査が検出面より 15cm上まで露出しているので、本来の掘方の深さは33cm以上になるものと推

測される。

土坑の掘方の底面は、 3 cmの厚さで地山土 (4麗)が埋め戻されている。これは底面を整地するた

めに施された貼床のようなものと解釈される。 4層上面の、掘方の中心に須恵器査122が据えられ、

3、2、 1層の}II買に堆積する。 122の上半は破損しているが、耕作によるものと推測される。壷の内

部に堆積した土を水で洗浄したが、何も回収できなかった。土師皿123'"'-'126は遺構検出面の高さで

すでに上半が露出していた。須恵器壷の庸部の高さで、壷の西側から完形の坪124、南側から 3個体

分(123、125、126)の坪の破片が出土した。須恵器査の埋納途中に土師器坪を配したと推定される。

122はSX1の121よりも一回り大きな個体であるが、形状、製作技法ともに同一で、同時期のもの

と考えられる。 123'"'-'126は底部がヘラ切りで切り離され、内側から指で少し押し出している。内外

面は薄い赤彩が施される。

SX 1の時期については、蔵骨器が専用器であり、類、{7iJが無いために時期が決定できない。 SX2の

坪は伯書国庁第2様式、八峠編年の平安 1期、 9世紀中ごろのものである。したがって共半する須恵

器壷122も同時期のものである。 SX1の撹乱中から出土した須恵器壷121がSX1に伴うものである

ならば、 SX1も9世紀中頃のものと推定される。

SX2の性格については、火葬墓SX1と同時期の遺構で近接した距離にあり、土器が意図的に埋納

されていることから、両者の関連は非常に強いものといえる。確証は無いが、火葬墓と考える。(家塚)

第 3節北区の調査

( 1 )概要 (PL.21)

東区北西部から農道を挟んで連続する地形である。東半は標高61mの平坦面で、西半は斜面地と

なっている。全域において果樹園の耕作に伴う撹乱が著しい。南側は廃棄物投棄のために掘削された

坑によって断崖となっている。調査の結果、古墳時代前期の竪穴住居跡3軒と、ピット l基を検出し

た。農道際で検出した SI24は周堤で固まれた炉と中央ピットが併設された特殊な住居である。検出

面からの掘方の深さが70cm以上あったため果樹園の撹乱の影響をほとんど受けておらず、今回調査

した中でも最も遺存状態がよい遺構であった。斜面中腹にあるテラス状の地形に立地する SI23は全

調査区域内で、最も標高の低い地点で検出された遺構である。斜面に取り固まれ、地形的に孤立し

ているため他の住居と比べると異質な立地である。 SI24以西、以北の平坦面の範囲は果樹園の撹乱

土から弥生時代後期前葉~古墳時代中期後半の土器が出土したが、遺構は検出されなかった。 SI24、

26は暗褐色ローム層を掘り込んでいるが、遺構が検出できなかった範囲は暗褐色ローム層がなかっ

た。かつてはSI24の北西側にあった高まりが削平されて、浅い掘方の遺構が削平されてしまった可

能性が考えられる。しかし地形図の等高線の流れから見て、多く見積もっても最高所で、50cm程度の

削平であり、東区の天地返し範囲での遺構検出状況を勘案すれば、もともと遺構の密度が低い空間で

あ ったと考える。(家塚)
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第3章三林遺跡の調査

( 2 )竪穴住居跡

SI23 (第68・69図、 PL.21・38、第14表)

Cllグリッドの、西向きの斜面中腹、標高58mにあるテラス状の地形に立地する。住居跡の位置

はかつて裂の木が植えられていたところで、それを掘り返すためにあけられた大穴に多量の廃材が投

棄されていた。この影響で大半の埋土が失われ、床面は樹根によって撹乱されていた。

床面の形態は長軸4.5m、短軸4.4mの方形で、床面積は19.8ばである。検出面から床面までの深さ

は87cmで、壁面は60度の角度で立ち上がる。

主柱穴は P1 (30X28-52) cm、P2 (35X26-47) cm、P3 (28X28-40) cm、P4 (32 X 

30-58) cmの4基を検出した。主柱穴間距離は P1 -P 2聞が106m、P2 P3聞が106m、P3-

P4聞が107m、P4-P 1聞が106mで、壁面から104m内側に配置される。円形の特殊ピット P5 (41 

X40… 24) cmが東壁際中央に、方形の特殊ピット P6 (73X38-36) cm、P7 (88X48-29) cm 

はそれぞれ北西隅と南東隅の対角に位置する。埋土中から遺物が出土していない。

北東隅の壁際で壁溝を検出した。断面は緩い V字形で、幅14cm、深さ 4cm前後である。床面が撹

乱されているため、焼土面、貼床の有無について確認ができなかった。土層断面をみると、東壁から

109m、南壁から105mの範囲の床面が、中央から北西側にかけての範囲よりも約8cm高くなっている

ことが観察できる。このことから東壁側と南壁側に平面L字形の高床部分が存在したことが推測さ

れる。

饗127は北東隅の床面付近から出土した。口縁下端の突出は鈍く、体部上半はヨコハケ、下半はナ

ナメハケである。 128は埋土中から出土した聾または査の底部片である。

時期は出土遺物から天神間N期、古墳時代前期後葉ごろのものと考える。 (家域)

SI24 (第70・71図、 PL.20・37・48・49、第14・15・17・19表)

C8グリッド北側、東区から連続する西向きの緩斜面が平坦面へと地形変換する標高約6102mの地

点に位置する。南西側10mにSI26が位置する。

床面の形態は長軸 5m、短軸4.7mの隅丸方形である。検出面から床面までの深さは75cmで、壁面

は70度の角度で立ち上がる。

主柱穴は P1 (44X 32-62) cm、P2 (60X45-66) cm、P3 (41X38-68) cm、P4 (43X 

40 68) cmの4基を検出した。主柱穴間距離は P1 -P 2聞が2.9m、P2-P3聞が2.6m、P3-

P4聞が2.8m、P4-P 1聞が2.6mで、壁面から70"'80cm内側に配置される。柱痕跡がP1"'P4

で確認でき、直径は20cmである。 P1の断面は柱痕の中心をずれたようである。

中央ピット (102X88-54)cmは床面の中央に位置する。上段隅丸方形、下段円形の二段掘りになっ

ている。北西側に周堤(100X40-7)cmを持つ。 A-A' の土層断面では中央ピットの東側の床面に、

厚さ 6'" 8 cmの固くしまった土の堆積があり、調査中に出土地点が柱状に残されていた S30は固く

しまった土の上に載っていた。これらのことから中央ピットの南東側にも周堤が存在したが、誤って

掘り飛ばしたものと考える。中央ピットの底面には炭化物が8cmの厚さで堆積していた。その上には

3層の土が堆積しているが、最上層(5層)は下の 2麗と比べてしまりが強く、床面の埋土とは異な

ることから埋め戻されたものと考える。ピットの底面および壁面に被熱の痕跡は認められなかった。

中央ピットの南西側に、幅20'"28cm、高さ 4cmの周堤に固まれた炉が併設されている。平面の形

態は隅丸の長方形であり、周堤を含めた規模は(152X48)cmで、周堤の内側は (90X40) cmであ
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る。周堤の上面から炉底までの深さは8cmであり、住居の床面から4cm掘り窪められている。炉内に

は炭化物が周堤の高さまで堆積しており、北西側は炉外の床面にあふれていた。炭化物は木炭の細粒

と灰で、遺物は出土していない。炭化物除去後の底面は平坦で、被熱による変色や著しい硬化は認め

られなかった。土層断面H-H' をみると、炉の周堤が中央ピットの掘方上段を埋めて作られていて、

中央ピットの埋め庚し土が炉の周堤を埋めているのが分かる。炉の周堤と中央ピットの周堤は繋がっ

て一体のものとなっている。掘り下げ中に断面を観察したが、炉の周堤をあとから取り付けたような

痕跡は確認できなかった。このことから中央ピットと炉は同時に作られ、その後中央ピットが埋め戻

されたと考えられる。

壁溝は壁際を全周する。断面は緩い V字形で幅16cm、深

さ6cmである。床面に貼床は施されていない。焼土面がP1

-P2間に 1箇所検出された。埋土は自然堆積と考えられる。

床面直上および床面付近から土器、石器、鉄器が出土し

た。霊130、鼓形器台133はP2 P3聞の床面直上から出

土した。 130は完形品で、横倒しの状態でひび、が入っていた。

胴部は肩が張っている。 133は正立した状態であったが頚部

。f
L QIイペ
D' 

~'3 
f 

cコP7一) 

が崩れ、口縁部が破損していた。器高が高く、口径も大き

い。壁溝の埋土から出土した132は133の破片の可能性があ
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る。西隅の壁際付近の埋土中から出土した聾129は単純口縁と長胴の胴部という、当地域での同時期

の土器には見られない形態的特徴を示すことから、他地域の影響を受けたものと考える。低脚坪131

は床面および埋土中出土の破片が接合した。 P4の南西側の床面上および壁面にめり込んだ状態で安

山岩およびデイサイトの亜円礁が出土した。その内の 1点であるS31は溝状の砥面を 1条有しており、

原磯面に炭化物が付着していた。 S30は中央ピットの周堤上に載っていたと復元される安山岩の敵石

である。この敵石の表面にも煤が付着していた。砥石 S33はP3西側の床面で出土した。石材は滑石

である。砥石32は埋土中から出土した。石材は流紋岩である。 F18は中央ピット付近の床面で出土

した、幅1.1cm、厚さ0.6cmの棒状鉄製品で、 F19は床面近くの埋土中から出土した、幅1.7cm、厚さ0.2

cmの棒状鉄製品である。どちらも二つに折り曲げられている。形状から錨の基部と推測する。

時期は出土遺物から、天神JI [ 1期、古墳時代前期前葉ごろのものと考える。

只
U

ウ

i

(家塚)
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第3節北区の調交
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日
!Eコ S32

とこコ/ S33 

SI26 (第72図、 PL.21・38、第15表)

C9グリッドの南西向きの緩斜面、標高60.8mに立地する。北東側10mにSI24が位置する。

南側の大半が撹乱によって失われているが、残存部の形状から床面の平面形態は隅丸方形に復元で

きる。残存範囲の長軸は4.4m、題軸は1.6m、検出面から床面までの深さは26cmである。

床面で2基のピット P1 C32X20-32) cm、P2 (23X23-41) cmを検出した。復元される隅丸

方形の床面の隅に位置することから主柱穴と考えられるが、同時に 2本立っていたのか、建て直しに

79 
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第72図 SI26および出土遺物

伴い柱の位置を替えたのかどうかは不明である。壁溝は北東側の壁際で僅かに検出された。幅10cm、

深さ 5cmで、全周していたかどうかは床面の保存状態が悪いために不明である。貼床、焼土面は検出

していない。埋土は 1層で、残りが悪かった。

埋土中から土器片が出土したが、器種、時期が判別できるものは少なかった。 134、135は鼓形器台

の破片である。径の大きさは復元値で小片のため信頼性を欠くが、小型化する前の段階と考えられる。

時期は出土遺物から、天神川 I""II期、古墳時代前期前葉ごろのものと考える。(家塚)

( 3 )ピット

Cllグリッド内、西側の斜面中腹、標高59mにおいて P56(23X22-18) cmを検出した。 SI23

の後背斜面上の 2m東側に位置する。埋土は灰褐色土で SI24の埋土とよく似ている。位置関係から

このピットは例えば垂木を固定するための杭であるなど、 SI23に関連するものと考えられる。遺物

は 出土しなかった。(家塚)

-80-
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第 4節南区の調査

( 1 )概要

南区は北西一南東方向に細長い調査区である。東区とは地形的に連続し、北区とは谷を挟んで向か

い合う。標高は約65'""67mであり、北区より 3'""5mほど高い。地形はおおむね平坦であるが、丘

陵の高所側である南東側から谷に面した北西辺に向けてわずかに傾斜している。北東辺が段状に大き

く削平されている他に、果樹園に関係する撹乱の影響が調査区全域に及んでいる。それでも、遺構の

遺存状況は北区、東区と比較すると良好である。調査の結果、竪穴住居跡14軒(建て替えによる重

複2軒を含む)、土坑12基、柵列2条、ピット 8基を検出した。また、北側の谷に面した斜面地形で

あるG13、G14、G15グリッド付近には包含層が堆積しており、弥生時代後期~古墳時代中期の土器・

石器が多く出土した。竪穴住居跡は、弥生時代後期中葉(清水編年V 2様式期)のもの 1軒 (SI34)、

後期後葉(同V-3様式期)のもの 5軒 (SI25、31(旧) (新)、 35、47)、古墳時代前期のもの 2軒

(SI32、33)、古墳時代中期中葉~後葉のもの4軒 (SI38、39、40(1日) (新))、時期決定の根拠を

欠くもの 2軒 (SI36、37)である。これらのうち SI31 (新)、 33は焼失住居である。土坑は弥生時

代後期後葉~終末のもの8基 (SK5、6、7、8、10、13、14、22)、時期不明のもの4基 (SK12、

25、27、28)である。弥生時代後期~終末の土坑のうち、 SK13を除く 7基は断面が袋状を呈する

土坑であり、貯蔵穴としての機能が想定される初。また、時期不明の土坑のうち SK25、27、28は、

その形態から縄文時代の落とし穴と考えられる。柵列は、 SA1は時期不明であるがSA3は弥生時

代後期中葉の可能性が高い。また、ピットの多くは時期・性格ともに不明であるが、 P1からは古墳

時代中期の小型丸底査が完形で出土した。

以上のように、南区における弥生時代以降の集落の展開は後期中葉に始まり、後期後葉を最盛期と

して古墳時代中期~後期初頭まで継続する。遺構の分布をみると、弥生時代後期~古墳時代前期の遺

構は調査区中央からやや東寄りにかけての範囲に集中している。この付近では住居跡が互いに近接し

ている他、土坑・貯蔵穴のうち 4基が住居跡と重複している。一方で、古墳時代中・後期の住居跡は

これらとは空閑地を隔てて、調査区の西側に散在している。

南区の特徴として、弥生時代後期後葉の貯蔵穴が多い点をあげられる。さらに、住居跡と重複する

貯蔵穴はすべて住居に後出することから、後期後葉の時期幅の中で土地利用のあり方に変化が起こっ

た可能性も考えられる。(君嶋)

註)八峠 興 2000 I弥生時代の集落内における貯蔵穴の役割一東伯蓄を中心として一」

『島古墳群米里三ノ寄遺跡北尾釜谷遺跡(北尾古墳群)~鳥取県教育文化財団

( 2 )竪穴住居跡

SI31 (第73・74図、 PL.22・43、第15表)

1 12・113グリッド、標高64.8mの平坦面に位置する。果樹園に関係する撹乱によって、床面中

央から北壁にかけての範囲と、南東隅の一部分とが大きく方形に破壊されている。また、北西隅では

SK12・13と、北東隅ではSK14とそれぞれ重複しているが、切り合い関係よりこれらの土坑はいず

れも本住居跡に後出する。北側に SI32が、東側に SI36が近接する。また、西側は遺構の確認されて

いない空閑地である。

本住居跡は焼失住居であるが、東・南・西壁から0.4'""1.0m内側の床面に方形の壁溝が巡っており、

1
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oo 
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SI31 (新)焼土・炭化材検出状況
第73図 SI31
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SI31建て替え模式図



炭化材及び焼土の出土はこの方形の壁溝より内側に限られる。した

がって、本住居跡は新旧 2軒の住居が重複したものであり、これらの

うち古い住居の埋没後に構築された方形の住居が焼失によって廃絶さ

れたものと判断される。

SI31 (旧)は円形ないし楕円形を呈し、東西方向の最大径は約7.4

mである。北壁が破壊されているため南北方向の長さは明確にできな

いが、復元すれば7.3~7.4m程度と考えられる。検出面から床面まで

の深さは、最も残りのよい南東壁付近で約40cmである。壁面は外側

に傾斜して立ち上がる。床面は基盤土であるホーキ層をそのまま利用

しており、貼床は認められない。床面の周囲には壁溝が巡り、検出し

た範囲内では全周する。

床面で検出したピットのうち、 P2、P7、P8、Pll、P13、

第4節南sの調査
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S = 1 : 4 IC凹

P14、P16の7基については、 SI31 (新)の外側に位置すること、 第74図 SI31出土遺物

あるいは埋土に焼土や炭化物を含まないことから SI31(旧)に伴うものと判断される。規模と位置

関係から主柱穴と考えられるものはP2、P14、P8であり、これらはほぼ長方形の配置をとる。

したがって、本来はもう 1基の主柱穴がSK14の位置に存在していたものと推測される。それぞれの

規模は、 P2 (70 X 65 -50) cm、P14 (52X48-40) cm、P8 (35 X 32 -15) cmである。主柱

聞の距離は、 P2 P 14聞が5.2m、P14-P 8聞が3.6mである。また、 P16はいわゆる中央ピッ

トに相当する。住居の埋土は褐色土、暗黄褐色土を主体とする。埋土中からは土器片十数点が出土し

たが殆と、が小片で、ある。南壁際の床面上からは、護形土器137がつぶれた状態で出土した。 V-3様

式の特徴を示すことから、 SI31 (旧)は弥生時代後期後葉の住居と考えられる。

SI31 (新)の東、南、西辺については壁溝によって認識されるが、北辺については SI31 (旧)と

同様に撹乱によって破壊されているため、全体の形状は不明である。ただし、束、西辺の壁溝が

SI31 (旧)の壁溝に合流する形で途切れていることから、北半部の壁を SI31(旧)と共有した不整

多角形であった可能性も考えられる。その場合、各辺の長さは南辺約4.5m、南東辺約3.6m、南西辺

約2.5m、東西方向の長さは最大で約6.8mとなる。床面は(旧)住居の床面と同じレヴェルであり、

貼床は認められない。 SI31 (新)に伴うと考えられるピットはPL P 3、P4、P5、P6、P9、

P 10、P12、P15、P17の10基である。これらはいずれも埋土中に焼土ないし炭化物が流入している。

規模と位置関係から主柱穴と考えられるのはP4、P6、P10である。 P1も主柱穴の候補ではあ

るが、これら 4基を結ぶとややいびつな長方形の配置となる。ただし、床面北側の撹乱部分に本来主

柱穴が存在していた可能性もある。したがって、主柱配置としてはP4、P6、P10と失われた 1

基による 4本柱、あるいはこれにP1を加えた 5本柱の可能性が考えられる。これら主柱穴の規模は、

P 1 (55X50-48) cm、P4 (62 X 58 58) cm、P6 (40 X40-75) cm、P10 (30X24-64) 

cmである。主柱聞の距離は、 P1-P4問、 P4… P6問、 P6… P10間のいずれも約3.2mで、ある。

なお、 P4、P10では柱材が炭化した状態で遺存していた。また、 P17は中央ピットに相当し、 (1日)

住居の中央ピット P16を破壊して掘り込まれている。

埋土中および床面直上からは多量の炭化材が良好な状態で出土した。これらはすべて木質であり、

草本質のものは確認されなかった。住居内のほぼ全域から出土しているが、南東、南西の隅角部分で

円
〈
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第75図 SI32

はやや少ない。壁溝際では壁溝に直交する部材が多く検出されており、垂木材と考えられる。これら

は床面に密着しているもののほかに、住居内に倒れこむように折れ曲がり、住居内側の端部のみが床

面に接地した状態のものもある。形状を確認できたものでは板材が多いが、西壁際のa、bは上面が

割りこまれたような断面U字形を呈している。主柱穴聞を結ぶ線の内側には、南北方向を向くもの(c

"-' g) とこれに直交するもの (h"-'j)とがある。 (c) "-' (g) は、住居の中{;、を向いているように

も見受けられるが、放射状ではなくそれぞれが平行な配列で検出された。(e )を除いて丸太材である。

(d)は焼土塊の上面で出土した。 (h)、(j )は南北方向をとる(e )、(f)の下面で直角に組み合っ

ている。 (j)は角材の可能性もある。(i )は床面に密着して出土した肩平な板材である。床面の構

造に関連する部材、あるいは木製品の可能性もある。その他に、壁溝際で壁溝と平行して検出された

部材がある (k"-'p、No.3)。形状は板材と丸太材とがあり、出土位置も床面上のものとやや高い位

置のものとがある。床面上の (k)、(m)はいずれも垂木材の下からの出土である。板材であるNO.3

は住居内に倒れこむように斜めになって出土した。これらは壁面の構造に関係する部材であろうか。

なお、これら炭化材のうち 3点について樹種同定を行ったところ、主柱材No.1はタブノキ、垂木材No.

2はヤマグワ、壁際の部材NO.3はムクノキとの結果を得た(第5章第2節参照)。

住居の埋土は複雑な堆積状況を示している。住居の縁辺では水平ないしレンズ状に堆積しているも
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第76図 SI32出土遺物

のの、中央部の上層には 2麗、 10層、 11麗などの灰褐色土がブロック状の単位で堆積している。床

面直上の16層、 23層、 33層は焼土粒、炭化物、炭化材を多量に含む。 P5 . P13付近では、床面上

に炭混土が厚さ10crnほどで堆積しており、その上面の 2箇所で締まった焼土が堆積していた。焼土

のまとまりはその他に主柱穴付近の4箇所に認められた。これらはすべて床面直上ないし 2"-' 5 crnの

間層を挟んで堆積したもので、厚さは 5"-' 1 Ocrnで、ある。床面上にはこの他に、被熱して赤化した面

が多数認められる。その形状から、床面上で燃え続けた部材を原因とするものであろう。撹乱坑際の

断面での観察によれば、これらの赤化は床面下 2crnの深さにまで及んでおり、焼失の初期段階で床面

上に落下した部材が長時間高熱を保ち続けたことが推測される。

遺物は、埋土中から土器の小片十数点が出土したものの、時期を判断できる個体は殆どみられな

かった。ただし、先行する SI31 (旧)と、後出する SK14がともに弥生時代後期後葉であることから、

SI31 (新)も同様の時期と推測される。なお、丸太材(c )について14C年代測定を行ったところ、

3世紀中葉"-'4世紀初頭の値が得られた(第5章第1節参照)。

以上のように、本住居跡の調査は、建て替えによる住居規模の縮小が行われたことを確認できた点

で貴重な例となった。(君嶋)

SI32 (第75・76図、 PL.23・39"-'41、第15表)

H12・H13グリッド、標高63.6"-'64.5mの緩斜面に位置する。南側には SI31、SK12・13が近接

する。北側は谷に面し、西側は遺構の確認されていない空閑地である。北東隅角と床面中央付近を撹
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乱によって破壊されているものの、遺存状況はおおむね良好である。平面形は長軸4.8m、短軸4.7m

の隅丸方形を呈する。検出面から床面までの深さは、最も残りのよい南壁付近で約70Cs1である。壁

面はほぼ垂直に立ち上がる。床面は、全面がローム土質の淡檀褐色土による貼床である (8層)。厚

さは約10Cs1であるが、主柱穴 (P2、P4)付近の 2箇所では特に厚く、 15""20Cs1に達する。壁際

には壁溝が全周する。幅は15""20Cs1、深さは約1OCs1である。床面ではピットを 5基検出した。これ

らのうち規模と位置関係から主柱穴と考えられるのはP1""P4の4基である。これらのうち P1 "" 

P 3については、主柱を立てた後に貼床が施されているため、貼床面で確認できたのは住痕のみであ

る。その規模はP1 (54X45-42) Cs1、 P2 (38 X 36 -52) Cs1、 P3 (56x42… 62) Cs1であり、

使用された柱材の大きさはこれらの数値に近いと考えられる。また、 P4の掘方の規模は (70X45

… 56) Cs1であり、土麗断面より径25Cs1前後の住材の使用が想定される。柱問距離は、 P1-P2聞

から頼に2.5m、2.3m、2.3m、2.2mである。 P5はいわゆる中央ピットに相当する。撹乱により本

来の輪郭は失われているが、およそ径30Cs1、床面からの深さ約45Cs1である。埋土は炭化物の多く混じっ

た暗茶褐色土である。住居全体の埋土は暗褐色土、茶褐色土を主体とし、自然に埋没した状況を示し

ている。遺物は、埋土中および床面上より土器片が数十点出土した。査138は南西隅角の床面直上から、

南壁に立てかけたような状態で出土した。口縁部には低脚坪142で蓋をし、さらに脚部を打ち欠いた

高杯坪部145をかぶせていた。 138の内部には、胴部の割れ口から埋土が流入していたが、本来の内

容物については不明である。床面上からはその他に140、146、147が出土しており、 146、147は

いずれも完形に近い状態に復元できた。また、 139、141、144は床面から数Cs1浮いた高さからの出

土であり、いずれも遺存度の高い破片である。床面出土の土器は天神川II""ill期の特徴を備えている

ことから、本住居跡の時期は古墳時代前期中葉と考えられる。(君嶋)

SI33 (第77・78図、 PL.24・41・48、第15・17表)

調査区中央よりやや東の日12・112グリッド、標高63.9m""64.6mの緩斜面に位置する焼失住居

跡である。付近には住居跡が集中しており、西側に SI32が、南西に SI31が、南側に SI36が位置する。

東側に隣接する SI34とは重複しているが、切り合い関係から SI33がSI34に後出する。北側の1/4程

度が削平を受けているが、床面の遺存状況はおおむね良好である。平面形は方形を呈し、検出面での

規模は南北4.1m、東西4.2m、床面積は約17.5mである。検出面からの深さは、最も残りのよい南壁

側で約60Cs1で、ある。壁面はやや外側に傾斜して立ち上がる。壁溝は全周を巡り、幅15cm""20cm、

深さは 3cm""4cmである。床面には、ローム土質の黄褐色土によって厚さ 5"" 1 Ocmの貼床が全面

に施されている(12麗)。貼床面では6基のピットを検出した。これらのうち、規模および位置関係

から主柱穴と考えられるのはP1""P4である。これらは貼床によって住の掘方が覆われており、貼

床面では柱痕のみを明瞭に確認できた。これは焼失により主柱が立ったまま廃絶されたことに由来す

る。腐朽し空洞化した住痕に住居内の炭化材や焼土が流入したため、住痕が明瞭に残ったのであろう。

主柱穴の柱痕の規模はP1 (22 X 20 42) Cs1、 P2 (24X22-60) Cs1、 P3 (22X22-52) Cs1、

P 4 (24X20… 60) Cs1であり、これらの数値が主柱の大きさに近いと考えられる。また、 P1には

柱材が炭化して遺存していた (a)o P8はいわゆる中央ピットに相当し、長径45cm、短径40Cs1であ

る。周堤は伴わず、貼床面から掘り込まれている。また、 P8から東に向かつて溝が伸びている。こ

の溝も貼床面でのみ検出できたもので、貼床下までは達していなかった。 P7は貼床下で検出したも

ので、焼土が詰まった状態であった。ただし炭化物は含まないことから、住居構築時、あるいはそれ
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SI33出土遺物第78図

P6は南壁の壁面に掘り込まれている。埋土以前に行われた何らかの作業による被熱かもしれない。

P6 上層にはこれをほとんど含まないことから、下層には住居焼失時の炭化材が多量に含まれるが、

は住居焼失時には開口していたと考えられる。以上の所見から本住居の構築過程を復元すると以下の

ようになる。①住居を掘削する。②主柱穴の柱掘方を掘削し住を立てる。 P7もこの段階で掘削する。

この際に壁際には貼床を行わず、貼床との段差を利用し壁溝とする。④③貼床を施して床面を作る。

P 5もこの段階で掘削する。と溝を掘削する。(P 8) 貼床面上に中央ピット

四方の壁際に多く、住検出された炭化材はすべて木質であり、草本質のものは確認されなかった。

居中心部にはあまり遺存していない。壁際において、壁に直交する方向で検出された部材は垂木材と

考えられる。垂木材には、幅広で厚みのない板状のものと、幅が細く厚みがある丸太材か角材と考え
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られる部材とが認められる。また、住居の隅角付近の垂木材は、不明瞭ながら住居の中心を向いて放

射状に配列されているようにも見受けられる。東・南壁際には、床面に垂直に立てられた細い丸太材

が計7本検出された (b、b')。これらは一定の間隔で並んでいたようであり、その間隔は最も短

い箇所で約20cmである。これらは壁材を固定するための部材と考えられるお。なお、これらの炭化

材のうち 3点について樹種同定を行ったところ、主柱材 (a) と壁際の部材 (b)はクリ、垂木材(c ) 

はシイとの結果を得た(第5章第2節参照)。

これらの炭化材は、床面直上に堆積した 7、8、10層に含まれる。焼土は床面直上の6層、およ

びその上層の 5麗に特に多く含まれる。平面的には、 4基の主柱穴付近とそのやや内側に広がってい

る。これらの焼土や炭化材よりも上層では、 1"'-'3膚がほぼ水平に堆積している。これらのうち 2、

3麗は焼土粒を少量含む。また、床面では数箇所の被熱面が検出された。壁面や床面に見られる小さ

な被熱痕は、焼失時に燃え続けた部材によって熱を受けたものと考えられる。これらの他に、床面に

は比較的大きな被熱面が3箇所認められる。

遺物は、埋土中および床面直上から土器・石器が多数出土した。床面直上からは低脚坪2個体 (151、

153)、費 1個体 (148)が出土した。 153が炭化材の直下で出土したことから、これらの土器は住居

焼失時に床面に置かれていたものと考えられる。また、焼土や炭化材の検出面(3層の下面)では、

拳大"，-，20cm角の円操、角醸が多数出土した。弥生時代後期の器台149、S34"'-'37の石器類はこれら

の礁に混じって出土したものである。円膿・角礁には被熱の痕跡は特に認められない。これらの石材

は、屋根上に置かれていたものが落下した可能性もあるが、弥生土器や石器がともに出土している点

を評価すれば、焼失後の窪地に投げ込まれたものであり本住居に伴うものではないと考えられる。床

面出土の遺物は天神川E期前後の特徴を示すことから、本住居跡の時期は古墳時代前期前葉に位置づ

けられる。なお、垂木材 (d)についてはC年代測定を行ったところ、紀元前1300年前後の結果を

得た(第5章第 1節)が、これは当該期の年代観とは整合しない。(鈴木・君嶋)

註)浅川滋男氏のご教示による。

SI34 (第79・80図、 PL.23・44、第15表)

調査区中央東寄りのH11・111グリッド、標高64.4"'-'64.7mの緩斜面に位置する。付近には住居

跡が集中しており、東側にはS135・47が近接する。西側では S133と重複するが、切り合い関係よ

り本住居跡がS133に先行する。北西隅角を撹乱によって破壊されているほか、北側半分の壁面が大

きく削平されているが、床面の遺存状況はおおむね良好である。

平面形は一辺約4.8mの隅丸方形を呈する。検出面から床面までの深さは、最も残りのよい南壁際

で約85cmである。壁面はやや外側に傾斜して立ち上がる。床面は基盤土をそのまま利用しており、貼

床は認められない。床面の周囲には壁溝を伴い、検出した範囲では全周する。床面ではピットを6基

検出した。主柱穴と考えられるのはP1"，-，P4の4基で、それぞれの規模はP1 (44 X 35 -36) cm、

P 2 (56X46-51) cm、P3 (46X44-57) cm、P4 (52X 35-52) cmである。 P5はいわゆる

中央ピットに相当する。隅丸方形を呈し、規模は (48X46-35)cmである。南側に地山掘り残しに

よる周堤をもち、北西側に溝 (108X24-3) cmが接続する。さらに、もう 1条の溝 (92X9-4)

cmが直交する形で北東に伸び、ている。床面には被熱面が3箇所検出された。中央ピット北東側がもっ

とも大きく被熱している。埋土は7属に分層され、ほぽ水平に近い堆積状況を示す。 2層以下には炭

がわずかに混じるが焼土は含まない。遺物は埋土中や床面直上から土器片数点が出土したが、図化に
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第79図 SI34

耐えうるものは少ない。 155は床面直上から出土した同一個体と考

えられる器台である。 V-2様式の特徴を示すことから、本住居跡

の時期は弥生時代後期中葉と考えられる。(鈴木・君嶋)

SI35・47(第81・82図、 PL.23・43・44、第15・19表)

調査区東寄りの 111グリッド、標高64.2..-....63.9m付近の緩斜面に

位置する、重擾する 2軒の住居跡である。 SI35の被熱面がSI47の

BP4を覆っていること、 SI35の床溝がSI47の壁溝埋没後に掘られ

ていることから、SI35がSI47に後出する。西側には SI34が近接し、

南側には少し離れて貯蔵穴SK8が位置する。東側には、落とし穴

と考えられる SK25が位置するが、住居跡は確認されていない。

両住居は北端が撹乱により破壊され、壁面および埋土も北側2/3

ほどが削平されている。平面形はともに円形を呈し、 SI35は直径

第80図 SI34出土遺物 約4.3m、床面積約11.34ばである。 SI47は直径約5.6m、床面積

21.23ばである。両住居の床面はほぼ同じレヴェルにあり、ともに基盤土をそのまま利用している。
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に混} 事暗黄褐色土(均質)

⑤ 褐色土(1¥Tブロック混、炭筏かに混) 憩 靖栂褐色土

事 暗椅灰色:1:(白色砂E喜多くiR)

号 褐灰色土〈ロームブロック多量に迫、炭

粒混~ S147埋土)

@l 黄鎚色 t
審褐色土{炭多[誌に混)

護 降褐色土(ロームブロック誕)

事 時貨褐色土(ロームブロック多監に従)

器摘色土(決粒{監かに混}

毛並 黒褐色土(炭校少盛混)

@ 陪賞褐色土(ローム土筏かに混)

金陪筒色土(均質}

毒黄褐色土{炭粒健かに混)

@時騒褐色土(口 ムブロック混)

議時前橋色土

密政褐色土(白色撲混)

番 哉氏色土(ロームブロック混)

告暗栂色土{炭粒傑かに混)

言主 要lf黄褐色l(ロームブロック多最に混)

雪量 褐色土(ロームブロック縫J
霊安 暗褐色土(炭粒多く誕)

第81図 SI35・47
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第4節南区の調査

検出面から床面までの深さは、もっとも残りのよい南壁で約60cmである。両住居とも床面の周囲に

は壁溝を伴う。検出した範囲において、 S147では全周するが、 S135では2箇所でわずかに途切れる。

ピットは2棟合わせて11基検出した。 S135に伴うと考えられるのは 5基である。主柱穴と考えら

れるのは AP1~AP4 の 4 基で、それぞれの規模は AP 1 (38 X 34-51) cm、AP2 (38X33-

45) cm、AP3 (33X29-30) cm、AP4 (31 X 27-18) cmである。 AP5はいわゆる中央ピットに

相当する。 2基のピットが重複しているように見受けられるが、土層から切り合い関係は把握できな

1
1よ
Q
d
 

司1 黒褐色土 (S147哩土}
@ 絡民褐色土(白色砂磁多く巡。 SI47埋土)

容 にぶい前掲色土(ローム土多く混e

S147堤土)

一下〉 をき 陪褐灰色土{ロームブロック、炭粒多盤
にt仏 S147開土)

容 陪灰色土(ロームブロック多鼠に滋a

5147容陪灰色土(ロームブロック混9

SI47埋土)
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第82図 SI35・47出土遺物

い。それぞれの規模は(58X53-34)、(34X21-25)cmで、ある。周堤は伴わず、西に向かつて溝(162

X 16-7) cmが伸び、る。また、南側に帯状の被熱面がある。

SI47では6基のピットを検出し、主柱穴と考えられるのはBP1 '"" BP 4の4基である。それぞれ

の規模はBP1 (50X44-69) cm、BP2 (54X44-64) cm、BP3 (40 X 32 -43) cm、BP4 (62 

X46-56) cmである。 BP1の南側に位置する BP5は補助柱穴と考えられ、規模は (36X28-54) 

cmで、ある。 BP6はいわゆる中央ピットに相当する。東側のみに周堤を伴うが、本来全周していたも

のがSI35に破壊された可能性も考えられる。 2段に掘り込まれており、それぞれの規模は(108X

93-18) cm、(77X 70 -35) cmである。

埋土は17麗に分層される。 1'""4層は、住居の南壁より外側へ広がっていることから、住居の埋

没後に堆積した包含層と判断される。これら包含層を含め、各層はおおむね水平の堆積状況を示す。

また、炭化物や焼土粒がわずかに混じる。遺物は、包含層および埋土中より土器片十数点が出土した。

高坪159、護161は包含眉からの出土であり、本住居に伴うものではない。ともに古墳時代中期中葉

頃の特徴を示す。袋状鉄斧F20はSI47の南東隅壁溝際の床面上から出土した。床面出土の土器は殆

ど無いが、遺構の時期を示し得るのは、 SI35の中央ピット埋土中から出土した158である。 V-3様

式の特徴をもつことから、 SI35の埋没時期は弥生時代後期後葉と考えられる。また、両住居跡の床

面は同一レヴェルにあり、 SI35の東側壁溝がSI47の中央ピットを避けるように巡っていることから、

SI35はSI47の廃絶後時間を置かずに、 SI47の床面を可能な限り再利用して建て替えられた可能性が

高い。したがって、 SI47の時期についても弥生時代後期後葉と考えられる。(鈴木・君嶋)
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第4節南区の調査

① 黄褐色土(白色、黄白色砂E喜多くj昆)

②黄褐色土(lR!lに類似、やや明るい)

③ 暗黄褐色土(白色砂際、ホーキ小ブロック混)

④ 暗黄褐色土(白色砂擦少数混)

⑤ 黄褐色土(粘性強、炭化物少盤j混)

⑤ 黄褐色土(ローム土多致、炭化物少盤混)

⑦ 暗黄褐色土(ホーキブロック多く混)

⑧ 縮黄褐色土(黒褐色土混)

⑨ 階黄掲色土

⑩ 暗褐色土(ホーキブロック多く混}

@ 時褐色土(白色砂礎少鼠瀧)

@ 暗褐色土{炭化物徴滋混)
⑮ 暗茶舗色土(ホーキブロックj昆)

⑧ 暗黄褐色土

⑤ H府貨褐色土{粘性強)

@ 暗茶褐色土

⑤ 淡黄褐色土

⑮ 暗茶褐色土(締り強)

4長時D(褐色土
差益 暗褐色土

③ 暗貨褐色土

0S;  1 : 802m  

SI36 (第83図、 PL.25)

112グリッド、標高64.7.-.....65.1mの平坦面に位置する。付近には住居跡が集中し、北側に SI33、西

側に SI31が近接する。東側には貯蔵穴と考えられる SK6、SK7およびSA3が位置する。本住居

跡は SK5、SK10と重複するが、土層断面の検討から両土坑に先行することが明らかで、ある。

平面形は長径約4.4m、短径約4.0mの楕円形を呈する。検出面からの深さは、最も残りのよい南壁

付近で、約35cmで、ある。壁面はやや外側に傾斜して立ち上がる。床面は基盤土であるホーキ層をその

まま利用しており、貼床は認められない。東、南、西壁際には壁溝を伴う。幅は10.-..... 15cm、深さは

5 cm程で、断面はU字形を呈する。床面上でピットを 5基検出した。これらのうち規模と位置関係か

ら主柱穴と考えられるのはP1.-.....P3の3基である。それぞれの規模はP1 (48X44-46) cm、P

2 (54X48-52) cm、P3 (40 X 38… 56) cmで、 P1、P2には径約15cmの柱痕が認められる。

これらの柱間距離はそれぞ、れ2.5mであり、ほぽ正三角形の配置をとる。 P5はいわゆる中央ピット

に相当する。長径55cm、短径46cmの楕円形を呈し、深さは約25cmである。埋土はホーキ土の小ブ、ロッ

クが多く混じる暗褐色土である。このP5は地山を掘り残すことによって構築した高さ約5cmの周堤

によって固まれており、土堤内に堆積した暗褐色土 (11麗)の上面から掘り込まれている。

住居全体の埋土は地山に類似する黄褐色土、暗黄褐色土を主体とし、自然に埋没した状況を示して

いる。埋土中からは土器片十数点が出土したが、いずれも小片で図化に耐えず、時期を示す根拠に乏

しい。ただし、 V-3様式の土器が出土した SK5、10に先行すること、中央ピットを伴うことから、

弥生時代後期の住居跡と考えられる。(君嶋)

SI37 (第84図、 PL.25)

J 10グリッド、標高65.9.-.....64.2mの平坦面に位置する。東側に落とし穴と考えられる SK28及び
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SI37 第84図

住居跡が集中する範囲からは外れている。SA1が位置するが北側は空閑地であり、

四壁をほぼ東西南北方向に向ける。果樹園の暗渠による撹乱が著しく、平面形は隅丸方形を呈し、

最も残り南北は推定で約4.7mである。検出面からの深さは、遺存状況はよくない。東西は約5.4m、

わずかに東~東南隅にかけて部分的に遺存するのみのよい東南隅角付近で、約45cmである。壁面は、

貼床は認床面は基盤土であるホーキ麗をそのまま利用しており、ほぽ垂直に立ちあがる。であるが、

西壁際深さ 5-----15cmで、ある。められない。床面の周囲には壁溝を伴う。東・南壁際では幅約30cm、

では幅が狭くなり、幅10-----20cmとなる。北辺倒では壁溝は認められないが、本来無かったのか、撹乱・

これらのうち規模と位置床面でピットを11基検出した。削平によって失われたのかは不明である。

(32X 28-40) それぞれの規模はP1 関係から主柱穴と考えられるのはP1-----P4の4基である。

P 3ではcmであり、(66X50-46) P4  cm、(56 X43 -42) P 3 cm、(28 X 26 -36) P 2 cm、

2.4m、2.5m、P1-P2聞から}I慣に2.5m、これら主柱間の距離は、径約18cmの柱痕が認められる。

短軸P6はいわゆる中央ピットに相当する。長軸約60cm、ほぽ正方形の配置をとる。2.6mであり、

また、埋土は炭を多量に含んだ、黒褐色土の単層である。深さは約60cmである。約45cmの方形を呈し、

P 10は

中央ピットに関係する施設を構成していた可能性も考えられ

-94-

P 9、(4層)。厚さ 5cm程の炭混土の広がりが検出された

P6と直線状に並ぶ浅いピットであり、

P6の南縁に接する床面上にも、



る。それぞれの規模はP9 (28X24-10) cm、P10 (38 

X34 15) cmである。 P7は壁溝の外側に位置し、本

住居に伴うものかは不明である。またPllは、本住居

に後出するピットである。住居の埋土はほとんと、残って

いないが、ローム土に類似する暗黄褐色土、暗褐色土を

主体とする。埋土中からは土器片が十数点出土した。い

ずれも小片で図化に耐えず、時期を示す根拠に乏しい。

したがって本遺構の時期も明確にしがたいが、隅丸方形

を呈する平面形態から、古墳時代前期以降に位置づけら

れる可能性が高い。(君嶋)

SI38 (第85図、 PL.25、第15表)

調査区西端の日17グリッド、標高66.3mの平坦面に

位置する。付近は南区が展開する尾根の北西端にあた

り、周囲に他の遺構は確認されていない。

本住居跡は撹乱による壁や床面の破壊が著しい。ま

た、調査区南側への広がりが予想されたため調査区壁を

1mほど拡張したが、土層断面の検討から調査区外にも

撹乱が及んでいることが判明したため、これ以上の追跡

は行わなかった。結果として、東西2.8m、南北2.1mの

方形プランを検出した。検出面からの深さは、最も残り

のよい西壁際で約15cmで、ある。床面は根撹乱などによ

第4節南区の調査
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第85図 SI38および出土遺物

る凹凸が著しく、貼床は認められない。また、壁溝も伴わない。床面の中央やや南寄りでピットを 1

基検出した。長径約60cm、短径約40cmの不整な楕円形で、深さは約25cmである。埋土中からは土器

片数点が出土した。図示した162は天神川刊~四期の特徴を示すことから、本遺構の埋没時期は古墳

時代中期中葉と考えられる。(君嶋)

SI25・39 (第86 ・ 87図、 PL.26 ・ 32 ・ 44、第15~17表)

日 14 ・ H15 ・ 114グリッド、標高65.2~65.6mの平坦面に位置する、重複する 2 軒の住居跡である。

S139がS125の壁面・床面を破壊して構築されていることから、 S139がS125に後出する。西側には

S140が近接するが、北側、東側では遺構は確認されておらず、空閑地となっている。

S125はS139と撹乱とによって大きく破壊されており、検出したのは床面のごく一部である。壁面

および埋土はほとんど遺存していなかった。また、床面は調査区の南側へ広がっていくことが予想さ

れたが、土層断面の検討から調査区外にも撹乱が及んでいることが判明したため、これ以上の追跡は

行わなかった。床面は基盤土をそのまま利用しており、幅約10cm、深さ約 5cmの壁溝を伴う o この

壁溝はわずかに弧を描くことから、本来の平面形態は円形ないし隅丸方形と考えられる。また、床面

上でピットを 1基検出した。規模は長径48cm、短径38cm、深さ約65cmである。規模及び壁溝との位

置関係から主柱穴である可能性が高い。遺物は、床面上にわずかに残った埋土中から弥生土器166が

出土した。 V-3様式の特徴を持つことから、 S125は弥生時代後期後葉の住居跡と考えられる。

S139は、一辺約4.5mの方形を呈する。撹乱によって北東隅角部分が破壊されているものの、遺存
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第87図 SI25・39出土遺物

状態はおおむね良好である。検出面からの深さは、最も残りのよい西壁際で約65crnである。壁面は

ほぼ垂直に立ちあがる。床面はほぼ平坦で、 S125の床面より約40crn低い。大部分は基盤土をそのま

ま利用しているが、中央やや北寄りの一部では、黄褐色ローム土を用いて厚さ 1"-' 5 crnの貼床を施し

ている。東壁・北壁際、および西壁際の一部には壁溝を伴う。幅15"-'2 Ocrn、深さ 5~10crnである。ピッ

トは6基検出した。これらのうち規模と位置関係から主柱穴と考えられるのはPL P 2の2基であ
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る。それぞれの規模はP1 (42X42-40) cm、P2 (53X40-64) cmで、 P2には径約14cmの柱

痕が認められる。これらは南北方向に直線的に並び、柱間距離は約1.3mである。 P3"'P5は小規

模なピットで、これら 3基は三角形の配置をとる。規模はP3 (28x20-10) cm、P4 (28X26 

-15) cm、P5 (25X18-4) cmである。 P6は (50X 38 -35) cmで、東壁面の中ほどに掘り込

まれており、上屋を構成する柱穴であったか判然としない。ただし、 P6の直下から P1へ向けて幅

10cm、深さ 6'" 1 Ocm、長さ90cmの溝が直線的にのびており、この溝と何らかの機能的関係を持った

ピットである可能性は考えられる。また、 P1の東側に接した床面上に、厚さ 2'" 5 cmほどの炭混土

の広がりが認められた (10層)。住居全体の埋土は暗黄褐色土、暗茶褐色土を主体とし、自然に埋没

した状況を示している。遺物は、埋土中および床面上から土器片数十点が出土した。また、埋土中か

ら砥石S38が、 P2北東側の床面上から臼玉片 J1が出土した。図示した土器のうち、 163はP2

の埋土上面出土、 164はP1.P5埋土中および床面出土の破片が接合したものであり、遺構廃絶の

時期を示すものと思われる。これらは天神川VIII期前後の特徴を示すことから、 SI39の時期は古墳時

代中期後葉と考えられる。(君嶋)

SI40 (第88・89図、 PL.26・43・48・49、第16・17表)

H15・115グリッド、標高65.6"'66.0mの平坦面に立地する。撹乱による壁や床面の破壊が著しく、

遺存状況はよくない。東側にはSI25・39が近接する。また、西壁ではSK22と重複するが、本住居

跡の方が新しい。

本住居跡は、建て替えにより新旧 2軒が重複している。 SI40(旧)は、西辺・南辺より70"'80cm 

内側を巡る壁溝と、貼床下で検出されたピットにより認識される住居跡である。北辺および東辺は

SI40 (新)と共有していたものと考えられる。南北5.7m、東西4.8mの方形を呈する。主柱穴はP

4、P8、P9、P10の4基と考えられる。これらのうちP4、P8、P10は貼床下のピットである。

それぞれの規模はP4 (54X46-86) cm、P8 (62 X 44 -83) cm、P9 (33X30-42) cm、P10 

(40 X 30 -31) cmである。これらの柱間距離は、 P4-P9聞が2.6m、P9-P8聞が3.0m、P8

-P 10聞が2.6m、P10-P 4聞が2.9mで、ややいびつな長方形の配置をとる。床面は、基盤土を

そのまま利用している。ただし、 P1とP2の中間付近では、上下2面の貼床が施された箇所がある。

このうちの下層の貼床面がSI40(旧)に伴うものであれば、 SI40(旧)の床面には部分的に貼床が

施されていた可能性がある。

SI40 (新)は、(/日)の西辺と南辺をそれぞれ拡張し、貼床を施すことによって構築された住居である。

南北6.7m、東西5.7mの方形を呈する。壁はわずかに南辺の一部のみに遺存しており、ここでの検出

面から床面までの深さは約30cmである。床面には黄褐色ローム土による厚さ 2'" 5 cmの貼床を施し

ている (9層)。貼床は西辺・南辺に沿って部分的に検出されたのみであるが、貼床面と地山面とで

はわずかなレヴ、エル差が生じている。したがって、貼床が検出されなかった範囲には撹乱・削平が及

んでいるものと考えられ、本来貼床は全面に施されていた可能性もある。南辺際及び西辺際には壁

溝が巡る。幅約10cm、深さ約 5cmである。北辺と東辺では確認されなかったが、本来無かったのか、

削平により失われたのかは不明である。規模と位置関係から主柱穴と考えられるピットはPL P 5、

P 7である。これら 3基に加えて、 P9をSI40(/日)と共有する 4本で主柱が構成されたものと推

測されるが、その配置はややいびつである。また、いずれの主柱穴においても柱痕は明瞭ではない。

それぞれの規模はP1 (74X62-70) cm、P5 (46X43-66) cm、P7 (54X48-58) cmである。
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第89図 SI40出土遺物

これらの他に SI40(新)に伴うと考えられるピットはP6、Pllである。 Pllは床面中央に位置す

る深さ 5cmほどの浅いピットである。埋士は黒褐色士で、底面およびピットの東側に赤化した被熱痕

跡が認められた。また、 P2、P3は新旧いずれの住居に伴うものか不明である。住居全体の埋士は

ほとんど残っていないが、茶褐色士を主体とする。埋土中からは、土器片および石製品、鉄製品が十

。。
Q
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第91図 SA3および出土遺物

数点出土したが、ほとんどが小片である。図示した167、砥石S39はいずれも西辺の壁溝埋土中か

ら出土したもので、SI40(新)に伴う遺物である。 167は天神川医期の特徴を示すことから、SI40(新)

の埋没時期は古墳時代中期後葉に位置づけられ、先行する SI40(1日)もこれに近い時期と考えられる。

(君嶋)

( 3 )柵

SA 1 (第90図、 PL.27)

調査区東端近くの J9グリッド、標高66.1""66.6mの平坦面に位置する。 4基のピットが北東一南

西方向に直線状に並ぶ。ピット聞の間隔は2.2""2.5mである。各ピットの規模は、 P1 (62X55-

35) cm、P2 (90X45-33) cm、P3 (52X34-32) cmである。 P4とP5は重複しており、切

り合い関係より P4がP5に後出する。 P4の長径は58cm、深さ56cmで、ある。 P5の長径は推定で

45cm、深さ55cmである。いずれのピットにおいても柱痕は明瞭ではない。また、底面のレヴ、エルは

ほぼ揃っているが、 P3のみ高い位置にある。遺物は出土しておらず、時期は不明である。(君嶋)

SA 3 (第91図、 PL.27、第16表)

J11グリッド、標高65.2""65.3mの平坦面に位置する。 3基のピットがほぼ東西方向に直線状に

並ぶ。ピット聞の間隔は、 P1・P2聞が約1.7m、P2・P3聞が約2mである。各ピットの規模は、
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第92図

ヴぐ凶
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SK5・6・7出土遺物第93図

P 3は長軸方向(80 X 50 -75) cmである。P 3 cm、(60X50-10) P 2 cm、(70 X 55 -20) P 1 

いずれのピットにおいても柱痕はまた、P 2よりもかなり深い。P 1、が2段に掘り込まれており、

V-2~3 様式の特徴を持つことP 3埋土中より嚢口縁部168が出土した。明瞭ではない。遺物は、

(君嶋)P3の埋没時期については弥生時代後期中葉~後葉と考えられる。から、

(4)土坑

第16表)PL.27・45、(第92・93図、SK5 

形態的特徴から貯蔵穴と考えられる遺構標高64.6~64.75mの平坦面に位置する。I 12グリッド、

SI36の埋土に掘りこまれていることからこれに後出することが明である。 SI36と重複しているが、

同じく SI36に後出する貯蔵穴SK10が位置する。らかである。東側には、

検出面か断面は逆台形を呈し、短径約105cmの円形を呈する。長径約107cm、検出面の平面形は、

らの深さは最大で、約90cmで、ある。底面は径約145cmの円形を呈する。埋土は暗茶褐色土を主体とし、

埋土中から土器片が十

遺構の埋没時期は弥生時代

遺物は、

170はV-3様式の特徴を示すことから、

一100

2層は壁からの崩落土であろう。自然に埋没した状況を示している。

図示した169、数点出土した。



南区の調査第4節

(君嶋)後期後葉と考えられる。

PL.28・45、第16表)(第92・93図、SK6 

J11グリッド、標高65.1"-'65.4mの平坦面に位置する。形態A 

的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。南側には SA3が、

ぷffこ、こ、、ミ、、
~υ) (0 

また、北側にはやや離れて貯西側には貯蔵穴SK7が位置する。

蔵穴SK8が位置する。

検出面での平面形は、長径約117cm、題径約110cmの不整な円

断面は袋状を呈し、検出面からの深さは最大で約形を呈する。

55cmで、ある。底面は長径約150cm、短径約120cmの楕円形を呈す

る。埋土は暗茶褐色土と暗褐色土が互層状に堆積し、炭化物がわ

ずかに混じる。遺物は、埋土中から土器片が十数点出土した。図

示した171はV-3様式の特徴を示すことから、遺構の埋没時期

(君嶋)は弥生時代後期後葉と考えられる。

PL. 28・45、第16表)(第92・93図、SK7 

A' 
H=65.30m 
A 

寸
《

111・J11グリッド、標高65.0"-'65.3mの平坦面に位置する。

形態的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。東側に貯蔵穴

S136が位置する。SA3が、西側には貯蔵穴SK10、SK6、

検出面での平面形は径約120cmの不整な円形を呈する。断面は

袋状を呈し、検出面からの深さは最大で約45cmである。底面は

長径約140cm、短径約125cmの楕円形を呈する。埋土は暗茶褐色

土を主体とし、炭化物やロームブロックが混じる。遺物は、埋土

また、坑底の東縁では、底面に

接して人頭大の角磯3個を検出した。使用や被熱の痕跡は認めら

れず、その性格は不明である。図示した遺物のうち、 173 

はV-3様式の特徴を示すことから、遺構の埋没時期は弥生時代

後期後葉と考えられる。

中から土器片が数十点出土した。

172、

SK8および出土遺物
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PL. 28・45、第16表)(第94図、SK8 

111グリッド、標高65.0"""'65.2mの平坦面に位置する o

形態的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。北側には

S135・47が、南側にはやや離れて貯蔵穴SK6が位置する。
.-¥' 

短径約100cmの不整検出面での平面形は長径約120cm、

kd/ 
攻

A 

断面は袋状を呈し、検出面からの深さはな円形を呈する。

最大で約45cmである。底面は長径約120cm、短径約105cm

の不整な楕円形を呈する。底面では深さ15cm程の小穴を一一p:'
H=64.70m 
A 

その性格は不明である。埋土の堆積状況3基検出したが、

底自然に埋没した遺構とは考えにくい。遺物は、からは、

土器片や喋が多量に出土し面よりもやや高い埋土中から、S= 1 : 401m  

遺図示した175はV 3様式の特徴を示すことから、
。
た

(君嶋)構の埋没時期は弥生時代後期後葉と考えられる。

第16・17表)PL. 28・45、(第95図、SK10 

標高65.2mの平坦面に位置する。形態1 12グリッド、

的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。 S136と重複

S136の壁面を破壊して掘り込まれているこしているが、

とからこれに後出することが明らかである。西側には同じ

東側には貯蔵穴SK7くS136に後出する貯蔵穴SK5が、
ヨ80
05=1Ocm  

会 E音茶褐色上{白色砂検多く出)

ミ長崎茶褐色土(白色砂霞自、粘性強)

③ 締結色土(ローム土、炭化物混)

そむ 結縄色土(白色砂採混}

零時褐色土(炭化勃iR ロームプ口ック多

く混)

③ 崎黄禍色土(白色砂長滋)

告さ 害者首褐色土{ローム土多く髭)

生三五三三五三主忍ー

「「
が位置する。貯蔵穴SK6、SK7、SK10は一定の間隔で

SK12・13および出土遺物

直線状に並んでいるようにも見受けられる。

短径約100cmの不長径約130cm、検出面での平面形は、

断面は袋状を呈し、検出面からの深さ整な円形を呈する。

は最大で約135cmで、ある。底面は径約150cmの円形を呈すA' 
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/ 

ロームブロックや炭る。埋土は暗茶褐色土を主体とし、

化物が混じる。遺物は、埋土中から土器片や石器が数十点

178はV-3様式の特徴を示す図示した177、出土した。
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第96図

ことから、遺構の埋没時期は弥生時代後期後葉と考えられ

(君嶋)

PL. 29・45、第16表)(第96図、

る。

SK12・13
暗茶褐色土(口 ムブ

ロック、炭化物混)

安時茶褐色土(ローム土、

炭化物混〉

@ ，吉茶褐色土{炭化拘誕、

締まり弱)

標高64.5mの平坦面に位置する。H13・113グリッド、

長軸を違えて重複する 2基の土坑であり、土層断面の観察

また、 SK13はS131ともから SK13が SK12に後出する。S之 1: 40 1 m 

重複しているが、これも切り合い関係から S131に後出する。

1Jーレ4 短軸約85cmの長方形を呈する。SK12は長軸約160cm、

検出面からの深さは最大で23cmで、ある。 SK13は長軸約

短軸約90cmの長方形を呈する。検出面からの深

底面はおおむね平坦である。埋さは最大で、40cmであり、

q
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140cm、
05口 1: 4 10cm 

SK14および出土遺物第97図



求~

H=65.80m 
A 
-一目、¥
/¥¥F斗./3 ¥. 
L で注4宇/5¥ 
「¥ J バく7./~~\ 1 
i ¥ J一一〆~ '"-'L、、目 、一一一一寸
¥一 日 y 寸r一寸

第4節南区の調査
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(j) 陪褐色士(白色砂礎潔@炭化物徴盈混) ⑤ 階茶褐色土(炭化物やや多く混@灰色砂採徹致混)

② 暗伺色土(ホーキブロック湿e 炭化物、焼土徹滋混) ⑦ 暗茶褐色土(黄白色砂謀、炭化物混)

③ 晴茶褐色士(黄白色砂孫、炭化物、精褐色土混) ⑧ 暗茶褐色土

④ 暗茶褐色土(炭化物混) ⑨ 暗茶褐色土(炭化物混、粘性強)

⑤ 暗茶褐色士{炭化物混、粘性やゃあり) ⑩ 暗茶褐色土(粘性ややあり)

5=1:40 1m 。 s ・ Ocm

第98図 SK22および出土遺物

土は暗茶褐色土、暗褐色土を主体とし、白色砂礁が多く混じる。遺物は、 SK13の埋土中から土器十

数点が出土した。図示した179・180はV 3様式の特徴を示すことから、遺構の埋没時期は弥生時

代後期後葉と考えられる。このことは先述した S131との先後関係とも矛盾しない。 SK12からは遺

物は出土しておらず、時期は不明である。(君嶋)

SK14 (第97図、 PL.29・45、第16表)

1 12グリッド、標高64.5mの平坦面に位置する。形態的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。

S131と重複しているが、 S131の壁および床面を破壊して掘り込まれていることから、これに後出す

ることが明らかである。

検出面での平面形は長径約120cm、短径約85cmの不整な楕円形を呈する。ただし、撹乱により西

側が大きく破壊されている。断面は袋状を呈し、検出面からの深さは最大で約95cmである。底面は

長径約150cm、短径約110cmの楕円形を呈する。埋土は暗茶褐色土を主体とし、ロームブロックや炭

化物が混じる。遺物は、埋土中から土器片十数点が出土した。図示した181の特徴から、遺構の埋没

時期は弥生時代終末と考えられる。このことは、先述した S131との先後関係とも矛盾しない。(君嶋)

SK22 (第98図、 PL.28・45、第16表)

H12グリッド、標高65.8mの平坦面に位置する。形態的特徴から貯蔵穴と考えられる土坑である。

古墳時代の住居跡である S140と重複しているがこれに先行する。

検出面での平面形は長径約105cm、短径約95cmの円形を呈する。断面は袋状を呈し、検出面から

の深さは最大で約50cmである。底面は長径約135cm、坦径約130cmの楕円形を呈する。埋土は暗茶褐

色土を主体とし、焼土や炭化物がわずかに混じる。埋土中からは土器片十数点が出土した。図示した

183、184は、底面よりやや浮いた埋土中から重なり合った状態で出土した。これらがV-3様式の

特徴を示すことから、遺構の埋没時期は弥生時代後期後葉と考えられる。(君嶋)
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第 3章三林遺跡の調査
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① U~筒色土{白色砂擦やや多く混} 審精茶褐色土
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@黒褐色土 (DKP多くt昆) 盛時茶褐色1

④ 日告黄褐色土 @ 締茶褐色土(前白色士事くil¥D
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f昏 }草祐色土(府茶褐色土斑状に混) ~ 附茶褐色士

fJJ 諜il!色土(黄白色土僚かに滋)

SK25 (第99図、 PL.29)

SK27 

K Iiト
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会黒褐色土(靖茶褐色土斑状にis)
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4む貨褐色土(OKP主体)
香前褐色土(ソフトローム土主体)

⑤:M褐色土 (DKP混)
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第99図 SK25・27・28

よ部28

A C」

H=66.5Om A A' 

CD m褐色土(ロームブロック多鼠 岳陥黄褐色土(暗褐色土混)
に混 oI!在褐色土(ロームブロックiJl!)
@ 黒褐色土(ローム土多院に混) 場結黄褐色土{白色砂際混)

ミ善晴筒色:t(白色砂院選) 審陪褐色土

@)暗賛褐色土・附褐色土田混合土 審暗賀商色土

⑤ 碕前掲色士・階褐色土田混合土

。 S 1: 40 1m 

1 10グリッド、標高64Amの平坦面に位置する。長径75crn、短径65crnの円形を呈する。検出面か

らの深さは94crnである。埋土は黒褐色土と暗茶褐色土を中心とする。遺物は出土しておらず時期は

不明である。その形態から、落とし穴としての機能を持った遺構と考えられる。(田村)

SK27 (第99図、 PL.29)

H10グリッド、標高63.7mの平坦面に位置する。長径80crn、短径73crnの円形を呈する。検出面か

らの深さは136crnである。埋土は黒褐色土を中心とする。遺物は出土しておらず時期は不明である。

その形態から、落とし穴としての機能を持った遺構と考えられる。(田村)

SK28 (第99図、 PL.29)

J 9グリッド、標高66.2'"'-'66.3mの平祖面に位置する。長径68crn、短径63crnの円形を呈する。検

出面からの深さは102crnである。埋土は暗黄褐色土を中心とする。遺物は出土しておらず時期は不明

である。その形態から、落とし穴としての機能を持った遺構と考えられる。(田村)

( 5 )ピット(第100図、写真2、PL.46、第16表)

南区では、 8基のピットを検出した (PL P 117'"'-'122、P134)。これらは、調査区東端に近い

SA 1， S137付近に 6基がまとまり、残る PL P 122はそれぞれS133，34付近に位置する。いず

れのピットにも柱痕等は認められず性格は不明である。遺物は、 P1、P117、P118の埋土中から

土器が出土した。 P1は長径43crn、短径27crnの楕円形を呈する。深さは約10crnで、底面は平坦である。

埋土は暗褐色土の単層である。 186は、口縁部を下に傾けた状態で、底面よりわずかに浮いて出土した。

ほぽ完形の小型丸底査で、胴部中位には焼成後に外面から穿孔されている。天神川IVI期、古墳時代中

期中葉頃に位置づけられる。 P117、P118からは、外面刷毛調整の饗形土器胴部片が出土した。弥

生時代もしくは古墳時代のものと考えられる。(君嶋)
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第5節遺構に伴わない遺物

第 5節遺構に伴わない遺物

(1)弥生時代 ・古墳時代の土器・石器(第101図、 PL.46. 48、第16.17表)

遺構に伴わない包含層、悦乱土からも多くの土器、石器が出土している。南区北縁の谷に面した斜

面地形であるG13、GI4、G15グリッド付近には 弥生時代後期~古墳時代中期の包吉層が堆積し

ていた。土質は暗茶褐色白ローム土であり、上方から流央した地山土が自然堆積したものと考えられ

る.出土した土器には完形品は見られないものの、遺存度の高い大破片も吉まれている.また 土器

溜り状に出土が集中する箇所も複数認められた.包古層の上層には黒褐色の腐植土層が堆積してお

り この届からも遺物が出土した.包吉層、腐植土届出士土器由時期は弥生時代後期後葉を中心とす

るが 後期前葉 (187)、後期中葉(189. 195)に位置付けられるものも吉まれる。南区では後期前

葉の遺構は確認されていないが、 187の出土は制査区外に当該期の遺構が存在する可能性を示唆する

ものである。192の高即は古墳時代前期後葉~中期前葉と考えられる。須恵器魁196は、東区 J6グ

リッ ドの憎乱士から出土した.胴部に文慌は無く自然軸がかかり、尖り気味の底部には叩き目が残るe

TK47-MT15型式段階と考えられる。 (君嶋)

(2)鉄製品(第J02図、 PL.49 第19表)

遺構検出作業中に出土した鉄製品について記載する。これらは撹乱土からの出土のため時期は不明

である.F22は錨で基部が折損している.作業部位表面に鏑があり、裏面にわずかに衷すきが見える.

刃部横断面形は三日月形を呈する。 F23は断面方形の樺状鉄製品である.両端が折損している.どち

らも東区 H6グリ ッドで出土した.F24は断面が扇平な方形白樺状鉄製品である.両端は丸みを帯び

ており、破損ではなく何らかの加工が施されていると考えられる.東区E5グリ ッ}とから出土した固

F25は釘で頭部と尖端部が折損している。軸部断面は円形であり、側面に木質が付着している.(家塚)

( 3 )縄文時代以前の遺物(第103、104図、 PL.49、第17. 18表)

先述したいくつかの竪穴住居跡の思土中から、縄文時代以前田石器と考えられる黒曜石製の石器、

ガラス質安山岩製白石器が出土している。これらは出土した遺構の時代および性格とは無関係なの

で.表土中、償乱土中からの出土品とあわせて、ここで一倍して記述することにする.

S42は、良質な黒曜石製の凹基無茎簸である.基部の挟入が顕著で深く、直線的に仕上がっている。

裏面中央部から右側縁にかけて 主要剥離面を残す。このため.背面側の調整に比べ裏面倒の開盤頗

度は低いカ号、厚みを減じているのはむしろ裏面倒である。東区 SI12から出土した.

S43はτ 黒曜石製の凹基無華畿である.先端部は 正面上方左に見られる衝撃剥離痕と考えられる

国自
， ，・I; ~ I(b， 

写真2 p 1遺物出土状況 第100図 P 1出土遺物
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第3章三林遺跡の調査
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189 

s ~ 1・lO団

C S41 

青一
F25 

O 

s ~ 1: 2 回

剥離面により欠損している。正面右側縁に見られる、器体中央にまで入り込むニ次加工に比べ、裏面

右側縁に施された調整は微細であり縁辺部に限定され、結果として主要剥離面の一部を残している。

東区撹乱土中から出土した。

S44は、黒曜石製の凹基無茎嫉であるが、正面基部左部分を正面方向からの衝撃により大部分欠損

している。全体的に、調整は器体内部にまで進んでいるものの、厚みは十分に減じ切れておらず、特

に器体中央部は肥厚している。東区SI44から出土した。

S45は、黒曜石製の凹基無茎鍛である。先端部を欠損しているが、裏面図先端部に観察される上方

向からの剥離は、この直接的な要因である衝撃剥離の可能性がある。両側縁および基部に施された調

整は、比較的大きな剥離面で構成され、微細な剥離による成形はあまり見られない。器体中央部がや
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第103図 縄文時代以前の遺物(1 ) 

や肥厚している。東区SI43から出土した。

S46は、良質な黒曜石を素材とする凹基無茎蟻である。先端部および基部左端部を欠損している。

全体的に、剥離工程に統一感が見られず、比較的大きな剥離面による成形を行っている。このため平

面輪郭が若干ジグザグ状を呈しており、完成度は低いと考えられる。正面図左側縁下半にのみ、連続

した微細剥離が施されている。東区撹乱土から出土した。

S47は、風化の進んだガラス質安山岩製の凹基無茎鍛である。正面中央やや上部及び裏面下半では、

厚みを取り切れず凸状に大きく突出しており、バランスの崩れた側面観となっている。調整は正面右

側縁、同左側縁、同基部、裏面右側縁、同左側縁、同基部の}I頃で、その後正面に戻り細かな調整で成

形を行っている。東区SI7から出土した。

S48は、光沢感の薄い黒曜石を素材とする凹基無茎鍛である。最大長と最大幅の比がほぼ等しい。

調整は裏面右側縁、正面右側縁、同左側縁、裏面左側縁、基部の}I[員で施されている。先端部は特に精

微に仕上げられ、鋭い尖頭状を呈している。東区SI2から出土した。

S49は、ガラス質安山岩製の凹基無茎鍛である。本遺跡出土石鍛の中で最も長幅比が大きく、嫉身

部の長い資料である。調整は主に、裏面右側縁、同基部、同左側縁、正面基部、同右側縁、同左側縁
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第3章 三三林遺跡の調査

てコ!

第104図
縄文時代以前の遺物(2 ) 

の順に行われている。全体的に薄手でかつ厚みも一定であり、完成

度の高い資料といえる。南区斜面流土から出土した。

S50は、黒曜石製の凹基無茎嫉である。二次的剥離の順序はおお

むね、正面左側縁、同右側縁、同基部、裏面右側縁、同左側縁、同

基部の順に施されているが、全体的に厚みを十分に減じ切れていな

いことが側面観から理解される。また表裏面図から、最大長に対す

る最大幅の割合が比較的大きな資料であると言える。東区S144撹

乱土から出土した。

S51は、左右両側縁及び刃部部分を著しく欠くが、その平面形状

及びニ次的調整の部位などから、小板状のガラス質安山岩を素材と

する横型石匙であると判断した。裏面側には主要剥離面を、また正

面側にも大きな剥離面を残すが、両者の加撃方向はほぼ90度で直

交する。頚部作出の調整は、裏面側に特に集中して観察されるが、その部位は縁辺部に限定され、器

体中央部に至る剥離は皆無である。三方向の折断面を観察する限り、各面の風化の度合いや状態等

は、二次調整の剥離面と区別可能であり、製作および使用時に伴う破損とは考えにくい。東区 S119

のP14埋土から出土した。

S52は、やや風化の進んだ良質な黒曜石製スクレイパーである。背面側には、大きく原膿面を残し

ており、素材生産初期段階の剥片を利用している可能性が高い。上端部を大きく欠損しているが、こ

れは正面図上端中央部分に対する衝撃に起因すると考えられる。このため、本石器から全体形状の推

測はやや難しいが、幅・厚さの現存値および主要剥離面のリング方向から、比較的小型のスクレイパー

末端部断片と考えられる。裏面から背面側にかけて、やや急斜度の、スクレイピングエッジに類似す

る特徴的な調整が連続して施されているが、背面中央にまで収散する剥離面は少ない。また、刃部形

状に関しても、厳密な円弧状を呈さず、不規則な挟りが複数作られており、全体的に刃部作出技術は

低いと観察される。東区S18埋土から出土した。

S53は、薄い縦長剥片素材のガラス質安山岩製サイドスクレイパーである。素材の打面形状は、二

次加工により欠失しており不明だが、主要剥離面側に若干肥厚したバルブが残存している。石器表面

は風化が進み、背面側には大きく原蝶面を残す。側面には、鉱物の縞が重なり合っている流理構造が

顕著で、断面階段状になっている。裏面右側縁の基部から先端にかけて、背面倒よりナイフ形石器の

プランティング加工に類似する、急斜度の連続した調整が施されている。対照的に、裏面左側縁基部

付近には平坦剥離が認められ、この調整も背面側から行われている。本石器は、風化の度合い及び二

次加工の特徴から、先土器時代にまでその帰属年代が遡る可能性があるが、住居(東区SI9)内撹乱

土内での検出であり、かつ単独資料であることから、積極的に出土時期を判断することは困難である。

(水村)
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調査の概要第1節

井図地頭遺跡の調査第4章

調査の概要第 1節

井図地頭遺跡は、東伯町のほぼ中央部を北流する洗川の左岸に位置し、南北にのびる丘陵上に立地

している。東伯町から赤碕町にかけては、大山の裾野からのびた台地が海岸近くにまで達し、大山よ

り放射状に流下する中小河川によって尾根状に分断されている。井図地頭遺跡はこの丘陵地の最東端

に位置し、調査地からは東方の沖積平野を一望できる。遺跡の東辺は河川の浸食によって急崖となっ

近

崖下に洗111の支流である倉坂川が流れている。遺跡と水田面との比高は約20mである。

井図地頭遺跡は平成14年度に発掘調査が行われ、上下2面の遺構面から縄文時代~平安時代、

世にかけての遺構・遺物が確認された註)。今回の調査区は、

ており、

前回調査区の中央を南北に通る農道部分

(第105図)。調査区の北端は前回調査区にあたり、調査範囲は幅約4m、南北の長さ約60mである

の北端とほぼ一致するが、南端は、迂回路設置の関係から前回調査区の南端より約20m北側に位置

する。調査区南端の標高は約60.5m、北端は53.5mで、南から北へ向けて傾斜している。

Cグリッド以北では、路面下調査に先立つて農道のアスフアルトおよびパラスを除去したところ、

(第 1遺この上面で土坑等の遺構を検出したに撹乱土・客土層を挟んで黒褐色土の堆積が確認され、

その上面の遺構面も前回この黒褐色土は前回の調査で確認されたものと一連の堆積であり、構面)。

調査における第 1遺構面と同一の

X<<:.ーヰ且墨田五乏ニ坦s.50

面である。第 1遺構面では土坑 5

ピット 4基 (p基 (SK36~40) 、

五三ニ亙盟60
fllj また、を検出した。178~18 1) 

x=....:三旦皇盟

回の調査時に第 1遺構面で確認した

溝SD4の続きの部分を確認した。 X旬 -56870五三ニ互盟70

これら第 1遺構面で検出した遺構の

X=-568ao 

x思 -56900

x"!.，:三盟豆且

X三ニ旦型立

五三二五旦.!!.80

五三こ塁皇旦00

五三二五5昼90

五三ニ主主豆10

うち、溝および土坑からはおおむね

アスファjレ

なお、黒褐色土は7世紀代の遺

トは地山面に直接敷かれていたた

調

7世紀代の土師器・須恵器が出土し

め、路面除去後ただちに遺構面と

さらに、

Cグリッド以南では、

(第2遺構面)。

物を包含する。

なった

。
た

X'!.::2.盟主旦

x.臨-56930

茎丘二2.lli!.20

ii=.ニ亙旦旦30

査区中央部分のCグリッドからFグ

リッドラインにかけては、農道敷設

の際の削平が地山面にまで及んでい

そのため、前回調査区からの連た
〈
パ
込
書
沼
均

調査範囲図

i i 
第105図

ベJ
日

!
u
q
活
苦
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続が予想された SI3、SD7につい

その続きの部分を確認するこては、



とができなかった。このように第2遺構面の遺存状況は良好

ではなかったものの、竪穴住居跡1軒 (SI2)、溝1条 (SD14)

を検出した。 S12は、前回の調査で南東隅の一部分のみを検

出していたが、今回全掘し古墳時代前期の遺構であることを

確認できた。 SD14からは7世紀代の土師器・須恵器が出土

した。

第4章井図地頭遺跡の調査

.J.e5 

-4>5 

~5 

H=54.40m 

1 :20 

15 ，F4 
--r 客土・撹乱土

50m 

.J94 地山

〔ソフトローム
/大山倉吉軽石(DKP)二次堆積
/姶良火山灰層(AT))

第 2遺構面 第107困層序模式図

，H5 岬4
T 寸一

第106図調査区全体図

~ .~ 
① 氏褐色土 ωKP、炭化物徴掻混)
② 灰褐色土 (DKP多く混)
③ 晴氏褐色土(炭化物混)

H=55.80m 

こそさfB

第108図 SD4

1 

0 s  ~ 1 : 4 10cm 

註)君嶋俊行・大野哲二編 2003 W井園地頭遺跡 井園地中ソネ遺跡』

鳥取県教育文化財団

第109図 SD4出土遺物
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第 2節第1遺構面の調査
第110図 SK36

(1)溝

耳コ4(第108.10引車、 PL5Q.53、第2表)

83、84、C4グリ ッド、標高55.3

-55.8mの緩斜面に位世する.北緯側

一ノ三二才『司、

支主弱ぞ

4三空与

. ，盆2・，.. 

で SK28. 29 . 31 . 34 . 38と重視し 第111図 SK36出土遺物

ているが.これらのうち SK29・31はSD4に先仔し.SK28・34.38はi呈出する。この溝は、前回

の調査において東側の5.2mを既に調査しており.今回その続吉田部分を験出した.前回調査部分を

合わせた主体の長さは8.6mである.北東一南西方向に主軸をとり.その走向は直線的で.等高線に

ほぼ平行する.幅は北東端近くで約1.75m.南西端側で0.7-l.0mである.検出面からの深さは、残

りのよい南縁側で約25........30cmである.構底の標高は、北東端で約55.301、南凶端で約55.45mであ

り、北東側がわずかに低い.埋土は灰褐色土を主体とし、砂の混入など流水の痕跡は競えない。遺物

は.埋土中より 7世紀代田土慌が多量に出土した.図示した1は、南西端付近の埋土中から、溝底よ

り15cmほど浮いて出土した.また、前回調査時においても.同時期の土器が北東端付近から集中し

て出土している.これらは高広編年の百 8-皿A期に相当し、今回出土した土器もこの時期幅におさ

まるものである。 Lたがって、本遺構の埋没時期はillA期(7世紀中葉~末葉)と考えられる.，童構

の性絡については 直線的な形状や埋土白状況などから.人為的に慣られた区画構の可能性が考えら

れる.さらに、この滑に沿ってSK29などの土坑がほぼ等間隔でー列に並ぶことから、これらの土坑

と有機的な関連をもって配躍された遺構である可能性についても考慮すべきであろう.

( 2 )土坑

SK36 (第110.111図.PL.51・53、第2表)

C3グリッド、標高55.3m付近の緩斜面に立地する.平岡形は柑円形を呈し 島軸90冊、短軸75c皿、

検出面からの深さ55cmである.埋土は暗灰褐色土、暗褐色土を主体とし、鼠下層に黒褐色土が堆積す

る.出土遺物は、須恵器郎議2. 3.土締器坪4、その他土師器須恵器の小片数点である.2、3.

第2表 SD4・SK36出土遺物観察葺
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第4章井図地頭遺跡の調査

SK39 

第113図 SK37出土遺物

A'され、 4には川原石がのっていた。 2、3は高広編年llB"'illA期

の特徴を備えている。したがって、本遺構はillA期 (7世紀中葉~

末葉)に埋没した土坑と考えられる。

SK37・39(第112・113図、 PL.51・53、第3表)

C4グリッド、標高55.3"'55.4mの緩斜面に立地する。東西に並

んで重複する 2基の土坑であり、その先後関係は土層断面の検討か

? S = 1 : 40?らSK39→ SK37となる。全体の平面形は長軸1.58mの楕円形を呈

第112図 SK37・39 する。このうち SK37の規模を復元すると、長軸1.1m、短軸0.8m、

--一一一』

A 

H立 55.50m
A 

① 暗褐色士

号む靖褐色土(DKP'J、ブ口ツ 密黒褐色土 (DKP多品i昆)
ク混} ⑦ 黄褐色土 (DKP主体)

③陥褐色土 (DKP混、争闘 事黒褐色土、 DKPの混合土
より暗い}

密黒褐色土

@ ;!.~諮色土 (DKP 多く混}

s =1:40 1m 

第114図 SK38

「 C2r
寸三ア
とじ 暗褐色土

S = 1 : 40 1m 

第115図 SK40

A' 

検出面からの深さは最大で0.9mで、ある。また SK39の検出面からの

深さは0.7mで、その底面は SK37よりもやや高い。埋土は、両土坑

とも黒褐色土、暗褐色土を主体とし、DKP(大山倉吉軽石)や焼土粒、

炭化物が混入する。 SK37の1層"'7層は、水平堆積した8層"'11

層を掘り返したような堆積であり、さらに3層は柱痕のようにもみ

える。また、 SK39の埋土である12層'"1 7層も水平に近く堆積して

おり、自然に埋没したとは考えにくい。遺物は、 SK37の埋土中よ

り土器片数点が出土した。土師器饗口縁5の特徴から、 SK37は周

辺の遺構と同様に、 7世紀代に埋没した遺構と考えられる。

SK38 (第114図、 PL.51)

C3グリッド、標高55.3"'55.4mの緩斜面に立地する。 SD4と重

複しており、 SK38がSD4に後出する。平面形は長軸1.25m、短軸

0.95mの楕円形を呈する。ただし、西側の一部は木根の撹乱により

破壊されている。検出面からの深さは最大で0.75mである。埋土は

黒褐色土、暗褐色土を主体とし、 DKPが多く混入する。 1層"'5

層は、掘り返されたか、あるいは柱の抜き取りを示唆するような堆

積状況である。遺物は、埋土中より土師器・須恵器片が数点出土した。

いずれも小片で図化に耐えないが、高広illB期の特徴をもっ須恵器

坪蓋が含まれており、遺構の埋没時期を示すものと考えられる。

SK40 (第115図、 PL.51)

C4グリッド、標高55.0'"5 5.2mの緩斜面に立地する。平面形は

長軸約97cm、短軸約60cmの楕円形を呈する。検出面からの深さは

第3表 SK37出土遺物観察表

一A'

調整

外面:口縁部ヨコナヲて有蔀ヂ宇
内面.口縁部ヨコナデ、胸部ケズリ

胎土

径 1胴以下の砂粒を
多く含む

q
L
 

1
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1
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第3節第2遺構面の調査

第4表 ピット計測表最大で約33cmである。埋土は暗褐色土の単麗である。遺物は、埋土

中から土師器片数点が出土した。いずれも小片で図化に耐えないが、

7世紀代の特徴をもつものが含まれており、遺構の埋没時期を示すも

のと考えられる。

(3 )ピット群(第106図、第4表)

第 1遺構面では、 Pl78'"'"'P181の4基のピットを検出した。これらの配列は不規則で、建物や柵

列の復元には至らない。埋土はいずれも暗褐色土の単層で、柱痕等は認められない。また、遺物も出

土しておらず、時期や性格は不明である。

第3節第2遺構面の調査

( 1 )竪穴住居跡

SI2 (第116・117図、 PL.52・53・54、第5・6表)

F4・G4グリッド、標高60.0'"'"'60.5mの平坦面に立地する。前回、東壁際および東南隅角の一部

分を調査したが、今回その続きの部分を検出し、全体の形状を明らかにすることができた。遺存状況

はおおむね良好である。以下、前回と今回の調査成果を合わせて記述する。

平面形は南北約5.6m、東西約5.0mの隅丸方形を呈する。主軸は北西方向へわず、かに振れる。検出

面からの深さは、最も残りのよい南壁付近で約50'"'"'55cmである。壁面は垂直ないしやや外傾して立

ち上がる。住居の中央部分では地山であるソフトローム土をそのまま床面としているが、北・東・西

~， 
leq 1 

" i"-j-
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お時褐色土 (P23埋土)
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1< 貨筒色土(ロームプロック躍}，t 貧掲色二iこ(筑白色砂臨まばらに誕)
暗貧褐色土
貿符色オ 〈ローム土主体)
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君主 同褐色土(炭化物、ホ キ小ブロック混)
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第4・l ，字図処頭iIIlfの同宣

喜重¥両いほマ 胤顎

， I匂 2
岨土中

第6葺

第117図 Sl2出土遺物

第5葺 Sl2出土遺物観察圭

s ・1; f ldtlo 

壁に沿った fコJ宇状の範囲で

は、ローム土質の暗黄褐色土を

用いて厚さ 2--14cmの貼床を

施している (18層)。床の四周

には控再障が巡るが、西壁のほ

ぽ中央付近で途切れている E 壁

t曹は帽10-20c皿、深さ 5-10 

団程度で、断面形はU字形ない

し逆台形である.ピットは大小23基を検出した.規模および位置関

係から主柱穴と考えられるのはPl.9.11・14の4基で。床面か

らの深さは35--60cmである.柱1直が認められたのはP1のみである.

各主住間距離はいずれも約2.6mである.床商の中央やや東寄りに位

置するP13は、いわゆる中央ピットに相当するものである。長軸68

cm.短軸40cm深さ15c岡田方形を呈し‘底面にはさらに径35cm深さ75c皿のピットを掘り込んでいる.

埋土は、直上の8届と類似した黒色土である. P 6. P 7. P 23は埋土中から鋼り込まれたもので、

本遺構にともなうものではない.

住居全体の埋土は、上層白黒褐色土系と下宿の黄褐色土系とに明瞭に区分される.埋土中からは多

量の土器片が出土した.低脚昨Bは 床面より約 5cm浮いた状態での出土である.高坪脚部9、小型

鉢10はP8の底面近くから出土した. 6は弥生時代前期目盛肩部片である.須恵器部身7は最上層

の1層から出土したものである.ほぽ完形で、高広DA期に位置づけられる.このことから 1周回繰

色土は.調査区北端に堆積していた黒褐色土包吉層と同ーのもので 7世紀代に堆積Lた可能性が高

い.また. 1厨からは鉄津F1 . F 2 (PL.54)が出土したが、 これも 7世紀代の所産であろう.木

炭が混入していることから納錬樺とみられる.その他に P8の東側の床而直上から、人頭大の腐平

な川原石が出土した.人為的に裁断した痕跡が認められ.台石として使用されたものと考えられる.

以上白出土遺物のうち、 lH土状況から遺構の廃絶時期を示すと考えられるのは9， 10であり、こ

れらは天神川m-lV期に位置づけられる.また 前田町調査においてもほぼ同時期の遺物が出土して
いる.したがって、本遺怖の廃絶時期は古墳時代前期後半と考えられる.
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( 2 )溝

SD14 (第118・119図、 PL.52・53、第7表)

D4 グリッド、標高57.2~57.5mの緩斜面に立地する。北

東一南西方向に主軸をとる幅広の溝 (A溝)と、 A溝の北辺

から分岐する細い溝 (B溝)とが重複する。土層断面の検討

から、 B溝がA溝に後出する。 A溝は長さ約3.55m、幅は最

大で約l .2m、検出面からの深さは15~20cmである。溝底の

標高は、北東端、南西端とも57.2m前後であり、高低差は殆

どない。溝底は平坦で、溝の断面は逆台形を呈する。埋土は

灰褐色土を主体とし、拳大以下の川原石をまばらに含むもの

の、砂の混入なと、流水の痕跡は窺えない。溝底からは2基の

ピットが検出された。 2基ともに溝の埋土によって覆われて

いたことから、 A溝と同時期ないしこれに先行するものであ

る。東側のピットは径22cm、深さ28cmである。西側は長径

26cm、短径18cm、深さ13cmである。

A溝より分岐したB溝は、西方向へ直線的に 1mほどのび

るが、調査区際において、果樹園造成にともなう削平により

破壊されている。幅は35~45cm、検出面からの深さは約15

cmで、溝の断面は逆台形である。埋土は暗褐色土で、 A溝と

同様に流水の痕跡は窺えない。遺物は、埋土中より土師器・

須恵器片十数点が出土した。須恵器坪蓋11はA溝、須恵器

坪身12は B溝からの出土であり、ともに高広 IIA~IIB 期

に位置づけられる。したがって、 A.B両溝は比較的短期間

のうちに埋没・形成を繰り返したものと考えられる。

第4節包含層出土の遺物(第120図、 PL.53、第7表)

13は、 B4グリッドの黒褐色土中から出土した。高広編年

mA~mB期 (7 世紀中葉~8 世紀前葉)に位置づけられる

須恵器坪蓋である。口縁部の一部を欠くものの完形に近いこ

とから、本来は遺構にともなっていた遺物である可能性が高

い。黒褐色土掘り下げの過程で出土した遺物は13の一点の

みである。この他に、小片のため図化できなかったが第 1・

第2遺構面の検出中に7世紀代の土師器・須恵器片が数十点

出土した。

第4節包含層出土の遺物
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第7表 SD14・包含層出土遺物観察表

h 

11 
調楚

.回転ヨコナデ、天井出日限転ヘラケズリ
ー回転ヨコナデ

外面 :1当転ヨコナデ、底部未翻2室
内面:回転ヨコナデ

12 

色調

灰白色

胎土 [首考

徹砂粒を僅かに含む

径 1回以下の砂粒を
まばらに含む

径1.5鵬以下の砂粒
をやや多く含む i外国に円形竹管丈

天井部自転ヘラケズリ l
l灰色

氏色

13 

に
U
1
1ム
1
1ム


